
  [image: ]


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    忘却のアイズオルガン３


    
      宮野美嘉

    


    
      イラスト　薫る石

    

  


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  
    目次


    



    第一章　魔術師の街


    第二章　昔の女


    第三章　彼女の秘密


    第四章　師匠との再会


    第五章　屍人形の本心


    第六章　旅の終わり


    終章


    あとがき

  


  [image: ]


  [image: ]


  
    



    　　　第一章　魔術師の街


    



    　汽車を降りて駅を出ると、目の前には広々とした通りがあった。その大通りを数え切れないほどの人が歩いている。ダヤンが今までに見たこともないくらい、その街は都会で洗練されていた。


    　西方の国、シェトーリアの首都フィン。


    　通りには色とりどりのタイルが敷かれ、綺き麗れいな模様が描かれていたし、歩く人たちは近所の主婦らしき人でさえも小こ洒じや落れた服に袖そでを通している。よく整備された街並みは、絵画の世界を思わせた。


    　そろそろ日が暮れようとしている。季節はまだ冬を抜け出していなかったが、ずいぶんと暖かい国で薄着の人が多い。北の国とは空気も街並みも全く違っている。


    　一方、その街を歩くダヤンはといえば、格かつ好こうは薄汚れたコートにズボン。飾りけの一切ない装よそおいで、流行なんて言葉は聞いたこともない田舎いなか者のような風ふう体ていだ。その上、顔立ちもまた地味で目立たない彼は、当然のごとく人波に埋没して──は、いなかった。


    　それどころか彼は、その場の誰より衆しゆう目もくを集め、通り過ぎる人たちに二度見させるほどの異彩を放っている。


    　それはひとえに、ダヤン・マクレガーの背せ負おう荷物が理由である。


    　黒々と塗られた棺ひつぎ──ダヤンが背負っているものはそれだった。


    「まさかこんなところにいるとはなあ……」


    　ダヤンは街並みを見やり、ぽつりと呟つぶやく。


    　ダヤンが、捜さがし求めた師匠であるオスカーの居所を知ったのは、ついひと月前のことだ。


    　あの師匠とこの都会的な街は、ダヤンの中であまり結びつかない。ダヤンの知っているオスカーは、田舎いなかの村でひっそりと研究をしている寡か黙もくな男だ。


    　昔のことを思い出し、ダヤンの中にはその記憶に引きずられて黒い感情が湧わく。オスカーのことを思い出すと、ダヤンはいつもこの感情に苛さいなまれた。


    　彼は契約する悪魔を遣つかわして、この街に自分がいることをダヤンに知らせてきたが、それ以外は一切何も伝えてこなかった。自分で捜して会いに来いということか……。


    　どうやって捜したものかと考えているうち、街は夕暮れの茜あかねに包まれ始めていた。


    　さて──と、ダヤンは考える。ダヤンが旅の過程でいつも困るのは、泊とめてくれる場所がなかなか見つからないということだった。棺を背負って歩く不ふ審しん極まりないダヤンを笑顔で迎え入れてくれる場所はそうそうあるものではない。巡じゆん礼れい者を装よそおうこともあるが、それでも全身から醸かもし出だされる怪あやしい雰ふん囲い気きは消えてくれないのだった。


    　もっとも、ダヤンがそれに痛つう痒ようを覚える性質たちであれば、最初からこんな旅はしていないという話で、彼は今日も衆しゆう目もくを集めながら、片かたっ端ぱしから宿やどを当たり始めた。


    　長なが丁ちよう場ばを覚悟していたダヤンだったが、その目もく算さんは呆あつ気けなく崩れることになる。


    　最初に入った宿やど屋やの女将おかみが、棺を背負ったダヤンを見るなり言ったのだ。


    「いらっしゃい、奥へどうぞ」


    　ダヤンはやや面食らった。


    　自分の風ふう体ていが人に受うけ容いれられないことは理解している。だというのに、女将はダヤンの背負う棺を興味深そうにしげしげと眺ながめながらも、気味悪がったり恐おそれたりする様子はない。


    　女将は遠慮なくダヤンを眺めまわし、首をかしげて聞いてきた。


    「お客さん、棺を背負うなんて、珍しい格かつ好こうで旅をしてるんだねえ。一般人には見えないし、もしかして、外国から来た魔術師ヴアルドさんかい？」


    「そうだけど？」


    　ダヤンは一瞬躊躇ためらったものの、女将の気安い口く調ちようを受けてそう答えた。すると女将はにこっと笑った。


    「やっぱり！　異国の魔術師に会えるなんて嬉うれしいわ。二階の奥の部屋をどうぞ」


    　あっさりと鍵かぎを手渡してくる。ダヤンは目を丸くした。


    「……魔術師と分かってこんな簡単に泊めてくれるなんて、女将さんは珍しい人だな」


    　心底驚いてそう言葉を返す。すると女将はきょとんとし、にやりと笑った。


    「こんなの普通のことよ。この国は、魔術師ヴアルドを差別しない国だからね」


    　言われてダヤンは更さらに驚く。祖国からずいぶん離れた国だったので、ダヤンはこの国のありようをよく知らなかったし、師匠の呼びかけを聞いてここを訪れることになってからは、彼と対たい峙じする時のことばかりを考えていて、この国の実情などあまり考えなかった。しかし言われてみればなるほど、魔術師に寛容な国はオスカーの根ね城じろとして相応ふさわしいように思える。


    「魔術師を受うけ容いれる国は珍しいな。昔からそうなのか？」


    「いいや、昔はそうじゃなかった気がするねえ……ハルバート様の代になってからだよ」


    　女将おかみは記憶をたどるように視線を巡めぐらせた。


    「誰だ、それ」


    「ハルバート・ハルバート。ハルバート財閥の総そう帥すいで、この国一番の大富豪さ。あの人は革新的な人でね、魔ヴア術ールに高い関心があるんだよ。魔術は国を豊かにする素晴らしい可能性を秘めているって言って、大勢の魔術師を雇やとってる。あの人のおかげで、この国の魔術師は日の目を見たのよ」


    「へえ……」


    　ダヤンは感心して思わず声を上げた。


    「お客さんもこの国をよーく見て行っておくれ。よその国とは違うってことがわかるから」


    　そう言う女将は誇ほこらしげだった。


    



    　部屋に通されたダヤンは、棺ひつぎを下ろして蓋ふたを開いた。その中には美しい少女の死体が横たわっている。彼女の頬ほおにそっと触ふれ、


    「アリア、起きろ」


    　呼びかけるとその死体は目を開いた。魔術師ダヤンの最高傑けつ作さくである屍人形アイズオルガン。それが彼女だ。名をアリアという。


    　彼女は目を開けてダヤンを認め、まじまじと見つめてきた。そして段々と嫌いやそうな顔になる。


    「何だよ」


    「別に何でもないわよ。ただ、あなたの欠点を探していただけ」


    　アリアはゆっくり起き上がった。


    「いや、意味が分からん」


    　大体において、アリアの言うことはダヤンの理解の範はん疇ちゆうを越えている。


    　それが性差によるものか、はたまた彼女の人間性によるものなのか、ダヤンには分からない。


    　ちなみに、自分の人間性が原因である可能性などは、全く考えたことがないダヤンだった。


    「安心しなさい、欠点しかない男が生きちゃいけないなんて法はないのだから」


    　アリアは小こ馬ば鹿かにしたような目つきでダヤンを励ました。


    「それはどうもありがとう」


    　ダヤンはしかつめらしく礼を言う。


    　アリアはまた、むっとした顔になる。


    　ここしばらく、アリアはダヤンと顔を合わせれば不ふ機き嫌げんな様子になる。いったい何が気に入らないのだとダヤンは訝いぶかるが、きっと全てが気に入らないのだろう。アリアにとってダヤンは、自分を殺し道具として扱い続ける憎い仇かたきなのだから。


    　ダヤンがアリアを殺したのは二年前のことになる。


    　究極の魔ヴア術ールを使うための生いけ贄にえとして、アリアは父であるオスカーにより悪魔に捧ささげられた。


    　悪魔にとりつかれた彼女の魂たましいを救うため、ダヤンはアリアを殺し、屍人形アイズオルガンにしたのだ。


    　目覚めた彼女は全てを忘れてしまっていて、ダヤンはそんな彼女を生き返らせるために悪魔と契約し、旅をしている。


    　旅をしながら六百六十六体の悪魔を喰くらい、奪われたアリアの魂の半分を取り戻す。その道具としてアリアを使うこと。彼女に契約の内容を知られてはならないこと。そして彼女に愛されてはならないこと。


    　それがダヤンと悪魔の交かわした契約だ。


    　間違っても彼女に好意を持たれてはならない。だからダヤンは、今日も彼女に嫌きらわれる言動をとるのだ。


    「腹減ったな」


    　ため息まじりにぽつりと零こぼす。一息ついて肩かたの力を抜くと、空腹を感じたのだ。


    　しかし、腹が減っている自覚はあるのにあまり食欲は感じない。胸の奥に何かがつかえているようで、ここしばらく十分な食事をとっていない。


    　そんなことなど知らないアリアは、険けわしい目でダヤンを睨にらんだ。


    「食事のできない私の前で、よくそんな無神経なことが言えるわね。滅びればいいと思うわ」


    　いつもの物言いに、ダヤンはようやく安あん堵どした。


    　今日もきちんと彼女はダヤンを嫌っている。


    「それで、ここはどんな国なの？　今度は何の金かね儲もうけの話が？」


    　アリアは軽く腕うで組ぐみしてダヤンをぐっと見上げた。


    　ダヤンはアリアに、旅の目的を金儲けだと言っている。アリアはその言葉を真に受け、ダヤンを守しゆ銭せん奴どと称するのだ。


    　ダヤンはちょっと笑ってみせた。


    「来たことのなかった国だが、来てみて驚いた。この国では魔術師ヴアルドが迫はく害がいされないらしい」


    　その答えに、アリアは大きな目をまん丸く見開いた。


    「信じられない……そんな国がこの世に存在するのね。こんな胡う散さん臭くさい人種を平気で受うけ容いれるなんて、きっと心の広い人たちに違いないわ」


    「だろうね、きっとご主人様を平気で殺そうとするどこかの屍人形に比べれば、ずっと寛かん大だいに違いない」


    　ダヤンはしかつめらしく同意し、アリアの眉み間けんにしわを刻ませた。


    「いつからあなたは私のご主人様になったのかしら？」


    「誰もお前のことだなんて言ってない。が、自覚があるのは大いに結けつ構こうなことだ」


    「……殺すわよ」


    　アリアはいつもの口くち癖ぐせを言い、酷ひどいしかめっ面になった。


    「ああ、期待して待ってるよ。ほら、変な顔してないで背中出しな。身体からだの調子を見ておくから。仕事を始める前に精密検査をしておくぞ」


    　話を打ち切り、ダヤンはひらひらと手を振ってアリアに背中を向けさせる。アリアは一瞬躊ちゆう躇ちよし、しかしダヤンの言葉通り背を向けた。客室の床に座り込み、ダヤンはアリアの背中のボタンを外すと、白い肌はだを露わにさせる。


    　そこにはダヤンが作り出した魔術法陣ヴアルグラーンが刻まれている。この図形はダヤンの掌てのひらの魔術法陣と対になっていて、アリアに魔力を供給することができた。


    　いつも通り調整を済ませたら、しばらくアリアを棺ひつぎから出さない方がいいかもしれない。この街にはオスカーがいる。アリアを父親に会わせたくなかった。


    　彼女は記憶を失っている。父親のことも覚えてはいないはずだ。しかし、記憶はなくとも恐怖や悲しみはどこかに残っているかもしれないと、ダヤンは案じているのだった。アリアが父親に会った時、どう反応するのかダヤンには分からない。


    　現に一か月前、アリアは自分が死ぬ原因となった悪魔ガーガウルドを目まの当あたりにし、酷く取り乱している。記憶のないアリアにとっては、なぜ自分が恐怖を感じたのかも理解できないだろう。その身に刻まれた恐怖は残っているのだ。


    　何より、アリアが完全に父親を忘れていたとしても、ダヤンは彼女をオスカーに会わせたくなかった。


    　ダヤン一人でオスカーに接触し、彼の持つアリアの魂たましいの半分を取り返す。用件はそれだけだ。ダヤンは今いま更さらオスカーの目的や思想など理解しようとは思わなかったし、むろん旧交を温めるつもりもない。ダヤンはもう、かつて抱いていた師を慕したう感情も持ってはいなかった。


    　アリアの魂を取り返したら、二度と彼には関わるまい。


    　決意を新たにし、ダヤンはアリアの背に手を触ふれた。


    　この屍人形アイズオルガンはダヤンが作り、ダヤンが支配している。この身体のことなら、彼女自身より知っている。だから当たり前のように、彼女に触れる権利を自分は持っていると思っている。


    　が──ダヤンが念入りに体調を調べるため、いつもより長く肌に触れていると、アリアは突然立ち上がった。険けわしい顔でゆるりと見返り、鋭するどい視線をダヤンに落とす。


    「……え、何だよ」


    　ダヤンは怪け訝げんな顔で問いただした。


    「何よ」


    　と、アリアは聞き返してくる。何を言っているんだこいつはと、ダヤンはアリアを見上げた。


    「何か文句あるの？」


    　彼女は更さらに聞いてくる。意味不明すぎてダヤンは軽く混乱した。


    「……いや、お前は何を言ってるんだ？」


    　率直に問うと、アリアは不ふ機き嫌げんそうに顔を背そむけた。


    「いらない」


    「は？　何が？」


    「精密検査なんかいらないわ。私の調子はいたって良好よ」


    　ぷいっと顔を背けたまま、アリアは素っ気なくダヤンを拒絶する。


    「もう一回言うぞ、お前は何を言ってるんだ？」


    　ダヤンは呆あきれ返ってもう一度問いただした。


    「だって、魔力の補充はこの前したじゃない。私がそれで良好だと言ってるんだから、もういいでしょ」


    「お前より俺の方がお前の身体からだを知ってるんだ。ちゃんと座れよ」


    　いささか面めん倒どうくさくなって、ダヤンは強く言いつけた。


    　アリアの眉まゆがぴくりと動く。形の良い唇くちびるがきつく噛かみしめられた。


    「……知ってるって何よ。あなたが私の何を知ってるっていうのよ」


    　低く唸うなるように言われ、ダヤンは眉をひそめる。


    「そのままの意味だろうが。俺はお前の身体を誰より知ってる。お前自身よりもだ。異論があるなら言ってみろ。ないなら座れ」


    　きつく言い、床を指差す。


    　その仕し草ぐさを目の端でとらえたアリアは、目め尻じりを鋭するどく釣つり上あげてダヤンを睨にらんだ。しかし一瞬で目を逸そらしてしまう。


    　こんな風に目を合わせようとしない彼女は珍しかった。まるで何か隠しているような態度だ。


    「そうね、私の身体にあなたの手が入ってないところはないわ。あなたはいつだって好きなように私の身体をいじくりまわしてきたもの」


    「分かってるなら……」


    「でも、それだけだわ」


    　アリアはダヤンの言葉を遮さえぎって、こぶしを握にぎり締めた。


    「あなたが知ってるのは、私の骨と皮と肉のことだけよ。その内側のことなんか、何一つ知らないでしょう。それなのに、気安く知ってるとか言わないで」


    　内側──つまり、心の中のことを彼女は言っているのだ。


    　ダヤンは返す言葉を失った。彼女の言うことは正しい。アリアが何を考えているのか、ダヤンは時々この世で一番分からなくなる。例えば今がそうだ。


    「私が今何を思ってるのか分かるというの？」


    　アリアはまたダヤンをちらと見やり、やっぱりすぐに目を逸そらした。
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    　ダヤンはしばし口をつぐみ、腹を決めて言った。


    「お前が何を考えてるかなんて、興味ないな。道具に心は必要ないだろ。ただ、お前が俺を嫌きらいだと思ってることだけは知ってるよ」


    　お前は道具なのだと言い聞かせ、粗そ略りやくに扱う。それ以外、ダヤンは彼女に対してとるべき態度を持っていない。


    　傷つけ、怒らせる。それが今のダヤンのアリアに対する接し方だ。


    　しかし、道具扱いされたアリアは怒りもせずにふっと表情を緩めた。


    「そうよね……私はあなたが嫌いよね」


    「ああ、お前は俺を嫌いだよ」


    　そうでなくては困る。


    　アリアは断言したダヤンをようやく正面から見た。


    「……変な夢を見るの」


    「夢？　屍人形アイズオルガンが夢なんか見るってのか？」


    　突然の告白に、ダヤンは驚いた。死体が夢を見るなどとは思ってもみなかったのだ。


    「死体が夢を見るなんて滑こつ稽けいよね。北の国を出てからずっとよ。何度も何度も夢を見るの」


    　アリアは自じ嘲ちよう的てきに呟つぶやく。


    　ダヤンは目を見張った。アリアの身体からだについて全部知っていると思っていたが、まだ知らないことがあったのだ。


    「まあ、研究材料としては面おも白しろいかもな。どんな夢だよ」


    　ダヤンが掘り下げようとすると、アリアはむっとした顔になった。


    　しばし黙り込み、ぼそりと答える。


    「……私があなたをどれだけ嫌きらいかってこと、再確認させるような夢」


    　ダヤンは目をぱちくりとさせた。


    「そりゃまた……ずいぶん普通の夢だな」


    「そうね、普通過ぎて……気分の悪い夢だわ。見るたびに怖こわくなる……。だから私、あなたを嫌いだって再確認してる途中なのよ」


    　事情が分かり、ダヤンは呆あきれ、安あん堵どした。きっとダヤンに酷ひどい扱いを受けている夢を見たのだろう。夢の中でダヤンを切り刻んだかもしれない。それはすなわち、ダヤンが彼女に愛されていない──契約が破られていない──という証あかしでもあった。


    　ほっとするとともに、やれやれとかぶりを振る。


    「お前が俺を嫌いなのは結けつ構こうだけどな、嫌いな俺に使われるのが、道具であるお前の役割だ。これからひと仕事するってのに、整備不良じゃ困る」


    　もう一度座れと言う代わりに、ダヤンは床を指で叩たたいた。


    　アリアは真ま顔がおでダヤンを見下ろし、


    「……今日は嫌いや」


    「今日はって何だよ。明日ならいいってのか？」


    「とにかく今日は嫌」


    　ぴしゃりと扉とびらを閉めるみたいに、アリアはダヤンを拒こばんだ。


    　夢一つで機嫌を損そこねるとは、面めん倒どうくさいことこの上ない。


    「……分かった。明日まで待ってやるから、夢のことなんかさっさと忘れろ。明日も同じことを言うなら、無む理り矢や理り検査するからな」


    　ダヤンはため息をついて立ち上がった。


    「どこかへ行くの？」


    「腹が減ったって言っただろ。何か食ってくる」


    「……私も行くわ」


    　数秒の空白を空けて、アリアは言った。ダヤンはまた驚く。アリアはいつも棺ひつぎに閉じ込められることを嫌がるが、今日は一いつ緒しよに来たがらないかと思ったからだ。


    「寝たらまた、夢を見るから」


    　暗い表情を見せられ、ダヤンは彼女を置いていくことを躊躇ためらった。同時に、ここへ一人残していくことにも不安を感じる。


    　この国にはオスカーがいる。目を離しているあいだに眠らせているアリアが奪われるのではないかという考えが頭をよぎる。彼女を自分の手が届くところに置いておきたい。


    「じゃあ、隣の店までな」


    　そのくらいなら出歩いても問題あるまい。まさか、いきなり敵と出くわすこともないだろう。


    　ダヤンは窓からちらっと外を見やる。


    「俺が襲われた時にはしっかり守ってくれよ、俺の道具」


    　考えていることとは裏腹に、ダヤンは彼女を道具扱いする。


    　アリアは軽く腰こしに手を当てて、胸を逸そらした。


    「いいわよ。情けない術者を持った屍人形アイズオルガンの宿命だわ」


    　そう言うと、一足先に扉とびらへ手をかけた。


    　いつもの調子を取り戻したように見えてダヤンは少しほっとした。


    　ダヤンの言動に怒る時と違って、アリアが機嫌を損そこねるのは前兆がない。


    　ダヤンはアリアを誰より知っている。それなのにやっぱり、彼女はこの世の誰より理解できない人間なのだった。


    



    　宿やどの外へ出ると、辺りはもう真っ暗になっていた。


    　大通りから少し外れているせいで、人通りはまばらだ。


    　街灯の明かりが街を照らしている。ダヤンはその明かりがふと気になって、まじまじと見上げた。何だか色が変だ。ガス灯の明かりとは違うように見える。比べると、やや青みがかっているように感じるのだ。


    「俺、目が疲れてるのか……？」


    「馬ば鹿かみたいに口を開けて上を向いていると、魂たましいが抜けるわよ」


    　傍かたわらでアリアが失礼なことを言った。


    「誰が馬鹿だ」


    　なんとなく口を押さえながら、ダヤンは下を向いた。


    「何を食うかな……」


    　宿やど屋やの周りにはいくつかの食堂や酒場や露ろ店てんがある。手近なところへ入ろうかと、ダヤンは足を踏み出し、しかしすぐアリアに呼び止められた。


    「ねえ、ちょっと待って」


    「どうした？」


    　振り返ると、アリアはきょろきょろと宙ちゆうに視線を彷徨さまよわせている。


    「悪魔の臭においがするわよ」


    　言われて一瞬緊張感がダヤンの身体からだを支配した。ここはオスカーがいる国だ。彼は何体もの悪魔と契約している。悪魔の臭においがするということは、その内の一体がすぐ近くにいるのかもしれない。


    「どこからだ？」


    　ダヤンは声を低めて確認した。同時にさっと辺りを見回す。もしかすると、傍そばでダヤンを見張っているのか……？


    　問われたアリアは、難しい顔でぐるぐる辺りを見回している。


    「……どこからとかじゃないわ。あちこちからよ。街中から悪魔の臭いがするわ」


    「嘘うそだろ……」


    　ダヤンはどっと冷や汗をかくのを感じた。その時である。


    「ねえ、あなた。落とし物よ」


    　突然真後ろから声をかけられ、ダヤンは飛び上がるほど驚いた。


    　素す早ばやく振り返ると、そこには整った顔立ちをした長身の女が立っていた。彼女は手に、ダヤンの財さい布ふを持っていた。


    「あ、ああ……落としたのか。ありがとう、助かったよ」


    　ダヤンは軽く礼を言い、財布を受け取った。


    「気を付けてね、ぼうや」


    　ひらりと手を振り、女はその場を立ち去った。


    　それを見送り、ダヤンがアリアの方を向くと、彼女は鬼のような形ぎよう相そうで立ち去った女を見ていた。


    「ど、どうした？」


    　ダヤンがいささか驚きながら呼びかけると、アリアはダヤンの服の裾すそを強く引いた。危あやうく服が破れそうになり、ダヤンは引っ張られる力に逆らわず彼女に身体を寄せた。


    　アリアは険けわしい顔でダヤンを見上げた。


    「今の女……悪魔よ」


    　その言葉に、ダヤンは度ど肝ぎもを抜かれて返す言葉を失った。


    「悪魔が普通の人間の格かつ好こうに変身してるんだわ。人間の身体を乗っ取ってるとかではないみたい。北の国で会ったあの悪魔……人間の子供に擬ぎ態たいしてたあの悪魔……あれと似てるわ。あの悪魔と違って臭いは隠せていないけど」


    　その言葉にダヤンは茫ぼう然ぜんと聞き入る。嫌いやな予感がした。


    「もしかして……この街には人間に擬態した悪魔がたくさん住んでるのか？」


    　オスカーと契約する悪魔が、人間の生活に入り込んでいる──？


    　住民を人質に取られたような気がして、ダヤンは顔をしかめた。


    「たくさんいるならいい機会ね、悪魔を喰くえばお金になるんでしょう？」


    　アリアのその言葉を聞き、ダヤンは少しだけ肩かたの力が抜ける。


    　確かに彼女の言う通りだ。悪魔がたくさんいるということは、喰くらう機会が増えるということだ。アリアを生き返らせるのに一歩近づく。


    　オスカーにこの国へ呼ばれ、ダヤンは危険な場所に足を踏み入れたと思っていた。身を潜ひそめていなければいけないような気がしていた。


    　だが、それだけではないはずだ。これはきっと好機だ。アリアの魂たましいの半分を取り返し、数多くの悪魔を喰らう機会なのだ。


    　悪魔を喰らうには、アリアの力が必要だ。危険な場所だったとしても、アリアを棺ひつぎの中に隠しておくわけにはいかない。


    「……アリア、少し付き合ってくれ」


    　ダヤンは腹をくくって言った。


    「この街の状況を調べる。お前にも来てもらう」


    「私は最初からそのつもりよ。あなたを守るのは私の役割」


    　そう答え、アリアは急に動きを止めた。


    「今のは別に、深い意味のある言葉じゃないわよ。他の人に殺されたら、私があなたを殺せないでしょ。単なる復ふく讐しゆう心の表れだから。それだけだから」


    　怒った顔で何か言ってくる。


    　怒られる筋合いなどないダヤンは渋しぶい顔になりながらも、軽く手を上げて彼女を制した。


    「分かってるよ。まずは食い物を調達するからちょっと待ってろ」


    　そう諭さとして、ダヤンは宿やど屋やの前にある食堂に入る。


    　客はまばらで、年若い男性の店主がカウンターの向こうにいた。


    「何か外で食べられる物はあるかな？」


    　ダヤンは注文しながら紙幣を差し出した。


    「揚げパンならすぐにできるよ。ちょっと待ってくれ」


    　店主はせっせとパンを揚げ始める。


    　ダヤンは何気なくその作業を見守った。


    　カウンターには、様々な食材がのせられていた。不思議と食欲をそそる。


    　ジャガイモ、ニンジン、玉ねぎ、ハム、トマト──色とりどりの食材がずらりだ。


    「え？　トマト？？」


    　ダヤンは驚いて目を見張った。


    　暖かい国とはいえ、冬に何な故ぜトマトがあるのかと凝ぎよう視ししてしまう。もしや陶器でできた作り物かと疑うが、瑞みず々みずしいその姿はどう見ても生のトマトだ。


    「お兄さん、これは本物？」


    　ダヤンは店主に声をかけた。店主は振り向き、ダヤンの驚き顔を見て何かを察したようににやりと笑う。


    「もちろん本物だよ。この国では冬にトマトができるのさ」


    「へー！　どうやって作るんだろうな？」


    　ダヤンは興きよう味み津しん々しんでトマトを見やる。


    「ねえ……トマトなんかどうでもいいじゃないの」


    　背後にいたアリアがぼそりと言った。


    「いやお前、だってすごいだろ。こんなのまるで──」


    　言いかけて、ダヤンははっとした。トマトから顔を上げると、店主がちょっと得意げな顔をしている。


    「これ、もしかして……？」


    「そうさ、魔ヴア術ールを使って育てた野菜だよ」


    　ダヤンは口をあんぐりと開けて、そこにある野菜を凝ぎよう視しした。


    　昔の記憶が頭の中いっぱいに蘇よみがえり、瞬間他のことを忘れた。


    　村の人たちにお腹いっぱいジャガイモを食べさせたい──子供の頃、そんな思いで魔術を研究していたダヤンにとって、そこにあるのはある意味夢見た光景だった。


    「やっぱりお客さん、よその国から来た人かい？」


    　店主の声で、ダヤンは我に返った。


    「この国は面おも白しろいだろう？　冬でも夏の野菜が食べられるし、ガスがなくても明かりがつく。全部魔術の力さ。ハルバート様のおかげだよ。あの人は魔術好きなんだ」


    　それでダヤンはさっき見た街灯を思い出した。普通のガス灯に比べると妙に青いと思ったあの明かりも、魔術の恩恵だというのか。


    　茫ぼう然ぜんとするダヤンを楽しそうに見ながら、店主はパンを揚げている。


    　そこで一瞬、ダヤンは彼の額ひたいにぼんやりと何かの模様が見えた気がした。


    　気になって、ダヤンは意識を集中し、世界の視点を切り替える。ダヤンはそうすることで世界の魔力の流れを可か視し化かすることができた。


    　そうして店主をまじまじ見やり、ダヤンはぎくりとする。店主の額には、光る模様が描かれていた。


    　魔術法陣ヴアルグラーン──魔術を使うための図形が、店主に刻まれているのだ。まるで家畜に押す焼き印のように。


    　誰かに刻まれたのだろうか？　だとしたら、彼は魔術師ヴアルドに何らかの関わりがあり、魔術をかけられたということになる。


    　あるいは自分で自分に刻んだものだろうか？　だとしたら、彼自身が魔術師だ。


    　ダヤンは魔術法陣を凝視する。どことなく、その図形は精神操作系の魔術法陣を思わせる形をしていた。


    　直接触ふれて詳しく解かい析せきしたいと思ったが、いきなり触さわらせてくれと言ったところで断られるのがオチだろう。


    　ダヤンは迷い、思い切って口を開いた。


    「……なあ、お兄さん。こんなに魔ヴア術ールが浸透してるってことは、あんたも魔術を使えたりするのか？」


    　店主はきょとんとし、アハハと笑いだした。


    「そんなのが使えるなら、今頃こんなところでパンなんか揚げてないよ。ハルバート様に雇やとってもらってるさ」


    　快活に笑いながら、好奇心の光を宿やどした目でダヤンをうかがう。旅に汚れたダヤンの姿を観察し、身を乗り出して聞いてきた。


    「そんなことを聞くってことは、もしかしてお客さん、魔術師ヴアルドかい？」


    「ああ、まあね」


    「へえ、そりゃすごいな。ああ、あれだろ？　よその国からハルバート様に雇ってもらいに来たんだろ？　この国はいいぞ。魔術師は憧れの職業だよ。本当に助かってる。お客さんもがんばってくれよ」


    　店主は他人事だと思ってか、楽しそうにトングを振った。


    「……そのハルバートって人のことがもっと知りたいな。いきなり押しかけたら、追い返されるかもしれないだろ」


    　ダヤンは冷静さを無む理り矢や理り呼び戻し、ちょっと苦笑いしてみせた。


    「俺はどうも人から嫌きらわれることが多いんでね」


    「ははっ、大丈夫さ。ハルバート様は人を見た目で判断するような人じゃないから」


    　つまり、ダヤンの見た目が怪あやしいのは確かだという話である。


    「そりゃよかった」


    　ダヤンは軽く肩かたを竦すくめながら、ハルバートという男に思いを巡めぐらす。


    「ハルバートって人も魔術師なのか？」


    「いいや、あの人は普通の人だよ。よそで冷遇されていた魔術師を連れてきて、街を発展させただけで、魔術は使えないはずさ」


    　連れてこられた魔術師という言葉に、ダヤンは反応した。その連れてこられた魔術師というのは……？


    「家はどこにあるのかな？」


    「ハルバート様の屋や敷しきは、大通りをずっと行った先だよ。歩くと結けつ構こうかかるかもな」


    「そうか、ありがとう」


    「こちらこそ、おまちどうさん」


    　そう言って、店主はからりと揚がった揚げパンをダヤンに手渡した。


    　それを受け取り、ダヤンは外へ出る。


    「ハルバートって人が、今回の金かね儲もうけの相手なの？」


    　アリアが後ろから聞いてきた。


    「……たぶんね」


    　ダヤンは短く答え、ひき肉や玉ねぎやニンジン──色々な具が詰まった熱々の揚げパンをはふはふとほお張った。


    「屋や敷しきの近くまで行ってみるかな」


    　呟つぶやいて、ダヤンは歩き出す。


    　ハルバートに連れてこられたという魔術師ヴアルド、そこにオスカーの存在を感じずにはいられなかった。


    　考え始めると、食べる手はつい止まる。


    　人に紛まぎれて街をうろつく悪魔……魔術法陣ヴアルグラーンを刻まれた街の人……魔術師が憧れの職業だと言う国柄……そしてオスカーの存在。どれをとっても普通の国ではない。


    　国をそんな風に変えたというハルバート。オスカーと無関係だということがあるだろうか？


    　何の関係もないのなら、どれだけいいだろう。


    　ダヤンが昔憧れた魔ヴア術ールを実現させて、人々を喜ばせている。そういう仕組みをこの国に作ったという男を、ダヤンは尊敬できるだろう。


    　だが──オスカーを呼び込んだのだとしたら……ハルバートはダヤンの敵だ。


    　難しい顔で思案しながら、ダヤンはふと足を止めた。視界の端に入った何かが、ダヤンの気を引いたのである。


    　はっとそちらを向くと、夜の街を歩く少女の後ろ姿が見えた。


    　知らない少女だ。しかし、彼女を見た途と端たん、ダヤンの心臓は一つ大きく鼓こ動どうした。


    　暗い夜の中、少女の姿だけがはっきりと色づいて見えた。


    　まるで光を発しているかのように、その姿はダヤンの目を引く。


    　ほの白い横顔が、ゆっくりと遠ざかってゆく。


    　世界から音が消えうせ、ダヤンの頭の中は真っ白になる。手からぼとりと揚げパンが落ちた。


    　それにも気づかずダヤンが立ち尽くしていると、少女は角を曲がってすぐに姿を消してしまった。


    　ダヤンはふらりと足を踏み出し、いきなり全速力で走り出す。


    「ちょっと、どうしたの!?」


    　驚いたアリアが後ろから呼び止めるが、その声もダヤンには聞こえていなかった。


    　アリアを一人にしておくことはできない。そのことすら頭から飛んでいた。


    　何も考えられず、自分が何な故ぜ走り出したのかも分かっていない。


    　ただ、その見知らぬ少女が視界に入った瞬間、ダヤンの身体からだは動いていたのだ。捕つかまえなくてはと咄とつ嗟さに感じたのだ。


    　ぽかんとするアリアを置き去りにして、ダヤンは夜の街を走った。


    　心臓が激しく鼓こ動どうする。それは運動のせいか、あるいは逸はやる気持ちのせいか……。


    　ダヤンは見えなくなった少女の姿を追って、街中を走り回った。


    　冷たい夜風にたちまち頬ほおが冷たくなる。それでも走り続けていると、目の前に一羽の鳥が舞い降りてきた。大きな翼つばさを広げた梟ふくろうだった。


    　ダヤンは急停止して梟を凝ぎよう視しした。すると梟の姿が突然歪ゆがみ、女の姿に変へん貌ぼうする。見覚えのあるその女性は、ダヤンをこの街へ呼び寄せた悪魔だった。


    『よく来てくださいました。感謝します、ダヤン様』


    　悪魔は慇いん懃ぎんな態度で微ほほ笑えんだ。


    　ダヤンはそれを認め、素す早ばやく辺りに目を配った。この悪魔の契約者ベルダーであるオスカーが近くにいるかと思ったが、しかし人の姿はない。


    『我が君をお捜さがしですか？』


    　くすっと笑いながら悪魔は聞いてくる。


    「オスカーはいないんだな」


    　それを確認しつつ、ダヤンはオスカーが現れなかったことに安あん堵どした。今ここで対たい峙じするだけの覚悟を、自分はまだ持っていなかったのだと思い知る。


    『我が君は忙しくていらっしゃいます。すぐにはお会いいただけません。ですから、それまでの間わたくし──夜と凍結を支配する悪魔、ルルーエルムがあなた様のお世話をいたします。どうぞ何なりと──』


    『勝手なことをされては困るな』


    　ルルーエルムに最後まで言わせず、口をはさんだ者がいた。


    　しなやかな身体からだで跳ちよう躍やくし、ダヤンの肩かたに飛び乗る黒猫──ダヤンの契約する悪魔、ガーガウルドだった。


    　ガーガウルドは猫目を細めてルル─エルムを見やる。


    『貴き様さまの如ごとき小物が、馴なれ馴なれしく私の契約者ベルダーに近づくつもりか』


    　黒猫は尊大に顎あごをそらしてのたまった。


    　ルル─エルムの表情が、警戒を孕はらんで強こわ張ばる。


    『私とやりあうつもりかい？』


    　猫の口元がにやりと笑った。梟の悪魔はふっと場の空気を緩ませるように笑み返した。


    『とんでもありません、悪あく食じきのガーガウルド。わたくしがあなたに敵かなうはずはありませんわ。そもそも、わたくしたちは同志ではありませんか。あなたに敵対したりはいたしません。今夜は退散しますわ』


    　ゆるゆると首を振り、彼女はふと真ま顔がおになった。


    『その前に、ダヤン様……この街においでになってから、知っている方とお会いになりませんでしたか？　あなたを訪ねてきた人はいませんでしたか？』


    　ダヤンは訝いぶかる表情になる。この悪魔がダヤンに何を聞こうとしているのか判然としなかった。ただ、頭の中には先ほどから追いかけている少女の姿が思い浮かんだ。


    「……知り合いには会ってないな」


    　ダヤンはそう答えていた。嘘うそではない。あの少女が何者なのか、ダヤンは知らない。


    　ルルーエルムは思案するように黙り込み、軽く目を閉じた。


    『そうですか、ならいいのです』


    　悪魔はひらりと宙ちゆうに舞った。その姿は一瞬で女性から梟ふくろうへと変じ、夜空へ羽ばたいてゆく。


    『ダヤン様、我が君はあなたとの面会を望んでいらっしゃいます。いずれお迎えに上がることとなりましょう。しばしの間、この街でおとなしくしていてくださいませ』


    　そう言い残し、悪魔は空の彼方かなたへ飛び去った。あたりはしんと静まり返る。


    『さてと……私の愛いとしい契約者ベルダー、今どんな状況にあるのか、私に説明しておくれ』


    　肩かたの上にちょこんと座る黒猫が、余裕ぶって尾を揺らした。ダヤンはじろりと肩を見る。


    「ガーガウルド、お前はあの悪魔と親しいのか？　オスカーがどうして俺をここへ呼んだのか、お前は知ってるんじゃないのか？」


    『さあねえ……』


    　ガーガウルドの返事はいつもと同じだ。この悪魔はダヤンにオスカーの情報を漏もらすことはほとんどない。


    「まあいいよ、お前が俺の味方じゃないことは知ってる」


    『君の信頼をなくしてしまったかな？』


    　ガーガウルドはどことなくからかうような調子で言った。人の姿であれば、悪戯いたずらっぽく笑っていたに違いない。


    　ダヤンはすぐ真横にある黒猫の目をじっと見返した。


    「信頼はしてるよ。お前の食欲を信じてる。契約を破らない限り、お前は俺の味方だ。お前の食欲を満たす魂たましいでありたいと思ってるよ」


    　真ま顔がおで断言するダヤンに、黒猫は猫目を大きく見開いて、さも楽しそうに笑った。


    『私は君のそういうところを、とても気に入っているよ』


    「そうか、俺もお前を気に入ってるよ。気が合うな」


    　ダヤンは本心から言った。自分の魂を喰くらおうとしているこの悪魔に、ダヤンは憎しみも嫌けん悪おも抱いたことがない。


    　ガーガウルドは満足そうに目を細め、辺りを眺ながめまわした。


    『ところで君、彼女はどうした？　こんな夜の街で一人、何をしているんだい？』


    　彼女というのがアリアを指しているのはすぐに分かった。


    「ああ……いや」


    　ダヤンは言葉を濁にごす。自分が何をしているのか、ダヤンはよく理解していない。


    「ちょっと、気になる人を見かけて追いかけてた」


    『気になる女性かい？　おやおや……珍しいことだ。君が他の女性に心を奪われるなんてね。どんな人だい？』


    　揶や揄ゆするような物言いをされて、ダヤンは気を削そがれた。


    「少し気になっただけで、知らない相手だ。アリアのところにもう戻るよ」


    　小さく息を吐はいて肩かたの力を抜く。


    　そこへきて、ようやくダヤンはアリアを置いてきたことが自分の失態だと気が付いた。


    　どれほど動揺していたのかと、自分で自分に呆あきれる。


    　早くアリアのところへ戻らねばと、ダヤンはもと来た道を戻り始めた。


    　ガーガウルドはダヤンの肩に乗ったまま、澄すまし顔でお座りしている。


    　しばらく歩いてダヤンはアリアと別れた場所まで戻ったが、そこに彼女はいなかった。向こうもダヤンを捜さがして移動しているのかもしれない。


    　ダヤンは世界の視点を切り替えて、アリアの魔力を捕とらえようとした。しかし、街中を悪魔が闊かつ歩ぽしているせいか、魔力は複雑に入り乱れてあふれている。ダヤンは目がちかちかした。この中からアリアの魔力だけを捜し出してたどるのは、なかなかに困難だと思われた。


    　かろうじて捕捉したアリアの魔力をたどり、再び歩き始める。


    　歩きながらも、さっきの少女が頭の中にちらついた。


    　あの少女はいったい誰だったのか……打ち消そうとしても消えてくれない。


    　こんなところに知っている人などいるわけがない。


    　初めて来た国なのだ。何かの勘かん違ちがいに決まっている。


    　自分にそう言い聞かせ、ダヤンは相あい棒ぼうたるアリアを捜して足を進める。


    　アリアの魔力を追っていると、ダヤンは川沿いの道に出た。夜の街からこぼれる明かりを映し、川かわ面もがかすかにきらきらと光っている。遠くには橋が架かっていた。


    



    　──必ず来てね。ダヤンが来てくれるまでずっと待ってるから、絶対来てね──


    



    　ふと、そんな言葉を思い出した。


    　故郷の村に住んでいた頃、アリアはダヤンと待ち合わせる時、いつも村外れの橋を待ち合わせ場所に指定した。いつも一いつ緒しよにいるのだから待ち合わせなどあまり意味がないようにダヤンは思ったが、アリアは時々そういうことをしたがった。


    　けれど、ダヤンは魔ヴア術ールの研究に没頭していると約束など頭から飛んでしまうから、アリアを長々待たせることも多かった。突然約束を思い出し慌あわてて駆け付けると、アリアはいつも橋の上で待っていた。約束の時間を五時間過ぎてもそこにずっと座っていて、ごめんと謝あやまるダヤンに笑いながら駆け寄ってきた。


    　今はもう向けられることのなくなったその笑顔を思い出しながら、ダヤンはアリアの魔力をたどって橋へと足を向ける。近づいて、ダヤンはぎくりと足を止めた。


    　橋の上に一人の少女が立っている。欄らん干かんに手をかけ、誰かを待つように遠くを見ている。


    　さっきの少女だ。後ろ姿を一瞬見ただけだったが、彼女だと分かった。


    　華きや奢しやで小柄な年若い少女。色素が薄く長い髪が背に流れ、白いワンピースの裾すそが風に揺れている。愛らしく整った顔立ちには、どことなく儚はかない雰ふん囲い気きがあった。


    　ダヤンの鼓こ動どうは奇妙なほどに早まった。しかし、何な故ぜ自分がそんな風になっているのか分からない。


    　ダヤンは止めた足を動かすことができなかった。少女に見入ったままその場を去ることができない。少女に見入ったままその場を去ることができずにいる。


    　少女がダヤンに振り向いた。見たこともない少女だ。しかし──


    「アリア……？」


    　ダヤンは我知らずそう呟つぶやいていた。その声に自分で驚く。


    　少女はぱっと表情をほころばせ──


    「ダヤン」
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    　と、呼んだ。


    　ダヤンは凍こおり付ついたまま少女を見つめ返している。自分が息を止めていることにも気づいていなかった。


    　少女は瞳ひとみをきらめかせ、ダヤンに向かい駆けてきた。その仕し草ぐさ、その呼び方、その光景がダヤンの記憶を刺激する。よく知った一場面が目の前に展開していた。


    　混乱し、今がいつで自分がどこにいるのか一瞬分からなくなった。夢を見ているのだろうかとぼんやり思う。


    　アリアが駆けてくる。ダヤンが誰より愛し、ダヤンを誰より愛してくれた少女が、昔のままに駆けてくる。


    　彼女は目の前まで駆けてくると、ダヤンの胸に抱だきついてきた。頭の中が麻ま痺ひしていたダヤンは、少女を抱きしめ返しそうになり──しかし手て荒あらく彼女を引き離した。


    　全身が警けい鐘しようを鳴らす。混乱しながらも当たり前に分かっていた。これはどこをどう見てもアリアではない。だが──心の奥底で本能めいた何かが叫んでいる。これはアリアだ──と。


    　ダヤンは自分を見つめてくる少女を凝ぎよう視しした。その少女は、別段アリアと似ているわけではない。顔立ちも服装も髪型も全部違う。


    「遅いわよ、ダヤン。待ちくたびれちゃった」


    　少女は愛らしく笑った。その様もまた、記憶の中のアリアと一致していた。顔立ちは似ていないのに、表情が全く同じだ。


    「お前、誰だ？」


    　ダヤンは問うた。昔のアリアと同じようにダヤンの名を呼ぶ、けれどアリアではない少女。それが突然目の前に現れ、ダヤンは完全に混乱しきっていた。


    　そんなダヤンを見て、少女の笑みは悪戯いたずらっぽいものになる。その笑顔もまた、今のアリアが見せることのなくなった昔の彼女の笑い方だ。


    「ルピナス」


    　少女は言った。それが少女の名であることをダヤンは一瞬把は握あくできず、数秒固まる。その少女がアリアではない名を名乗ることには、奇妙な違い和わ感かんがあった。


    「ルピナス？」


    「そうよ」


    　ルピナスはふふふと笑う。


    　少しずつ落ち着いてきたダヤンは、冷静に状況を把握しようと努めた。ここはオスカーのいる街だ。もしや彼がダヤンに対して何か仕掛けてきたのかと、警けい戒かい心しんが働く。


    「お前……ここで何をしてるんだ？」


    　ダヤンは硬い声で問いただす。対するルピナスは可か愛わいらしく頬ほおを膨ふくらませた。


    「人をこんなに待たせて、そういうこと聞く？」


    「……何の話だ？」


    　聞き返すダヤンに、ルピナスはやれやれとため息をついた。そしてもう一度、ぼすんとダヤンに抱だきついてきた。


    「ダヤンを待ってたに決まってるわ。来るまでずっと待ってるって言ったじゃない。ああ……待っててよかった。どうせ魔ヴア術ールのことで頭がいっぱいだったんでしょ。いいわよ。ダヤンがそういう魔術師ヴアルドだって私は知ってる。ダヤンはお父さんにそっくりなんだから」


    　ダヤンは返す言葉を失った。そうだ……アリアが生きていた頃、ダヤンが約束に遅れていくと彼女はいつもこう言った。そっくりそのまま、まるでその時の記憶をなぞっているかのような返答は、ダヤンを混乱させる。


    　抱きついているのは、アリアとは明らかに違う身体からだ。けれど、何な故ぜか分かってしまう。


    「お前、アリアか？」


    　ダヤンは喉のどを締め付けられるような心ここ地ちで聞いていた。


    「当たり前じゃない」


    　ルピナスはダヤンの問いを肯こう定ていした。


    「ルピナス？」


    「なあに？」


    「アリア？」


    「だからなあにってば」


    　少女はどちらの名にも応え、からかうように笑う。ダヤンは背筋がぞくりとした。それは恐怖によるものではなく、興奮によって引き起こされた反応だった。


    『驚いたな……』


    　ダヤンの肩かたに黙ってずっと乗っていた黒猫が、ぽつりとつぶやく。


    「ガーガウルド……」


    　ダヤンはすっかり忘れていた悪魔の名を呼んだ。


    『まさかこんなことになっているとはね……』


    「どういうことだ、ガーガウルド。これは誰だ？」


    『君も薄うす々うす分かっているんじゃないのかい？　君が彼女を間違えるはずはないもの。君は彼女を彼女だと感じ取った。それが全てだ』


    　くつくつと猫の口が笑う。ダヤンは抱きつく少女の背をいつしか抱きしめ返していた。


    『そう……彼女は君のアリアだよ。オスカーに奪われていた魂たましいの半分。これはいったい、どういうことだろうねえ……』


    　笑いながらも、ガーガウルドの声には警戒の色がかすかにのぞく。この悪魔にも、何が起きているのか分からないのだ。


    　一方、ダヤンの混乱はそれ以上だ。


    　死んだ時、アリアの魂たましいは精神と記憶に分かれ、ダヤンはアリアの精神を使って屍人形アイズオルガンを作った。そして残りの半分──彼女の記憶はオスカーに奪われていたのだ。それを取り戻すことが、アリアを生き返らせる条件の一つでもあり、ダヤンはそれを求めてこの街へ来た。


    　捜さがし求めていたアリアの魂の半分が、今、ここにあるのだ。


    　そこでダヤンは疑問を抱いた。


    「この身体からだは？　どうなってるんだ？」


    　アリアの身体はダヤンが作り替えたあの屍人形アイズオルガンだけだ。ならばこの身体は？


    「この身体はルピナスの身体よ」


    　ダヤンの腕うでの中で少女が答える。


    「ルピナスって誰だよ」


    「ルピナスは私。そして、ハルバート・ハルバートの娘」


    　ダヤンは目を剥むく。


    　魔術師ヴアルドを徴用しているというハルバートとやらの娘に、アリアの魂が入っている──？


    「なんでそんなことになってるんだ？」


    「お父さんがそうしたのよ。ルピナスは生きたまま魂を失ってしまったから、余った身体を使うことにしたのだってお父さんは言ってたわ。だから私はアリアでもあるし、ルピナスでもあるの。どちらの名で呼んでも間違いじゃないわ」


    「お父さんってのは、オスカーのことか？　ハルバートのことか？」


    「ダヤンもよく知ってるお父さんのことよ」


    　にこにこと笑いながらルピナスはダヤンを見上げた。ダヤンは目をすがめて思案する。


    　つまり──このルピナスという少女の身体に、オスカーは奪ったアリアの魂を閉じ込めている──？　何だそれは。そんなことが可能なのか──？


    　そんなこと、試してみたこともない。そもそもダヤンは、生きたまま魂を失った肉体というものに出会ったことがなかった。


    　だが、オスカーならばできるのかもしれない。ダヤンの知らない魔ヴア術ールでも、彼ならば使える。ダヤンの頭の中にはいまだそんな考えが根付いていた。


    「お前は、師匠の──オスカーの命令でここへ来たのか？」


    　その問いに、ルピナスはきょとんとした顔になった。


    「どうして私がお父さんの命令でダヤンに会いに来ないといけないのよ。私は私が会いたい時にダヤンと会うわ。いけない？」


    「じゃあ……師匠はお前が俺に会いに来たことを知らないのか？」


    「たぶん知らないと思うわ」


    　その答えを聞いて、ダヤンはぶわっと全身の毛穴が開くような感覚がした。自分の手の中に、予想もしていなかったとんでもない好機が転がってきたのではないかと感じる。


    　ダヤンがオスカーを捜さがしていたのは、アリアの魂たましいを取り戻すためだ。それが今ここにいる。奪った当のオスカーは、彼女がダヤンのもとにいることを知らないという。ならば彼女をさらって逃げれば、ダヤンの目的は達たつ成せいされてしまう。


    　突然の好機に気持ちが急せいた。しかし、冷静な頭の一部が待ったをかける。


    　もしやこれも、オスカーの手の内なのではないかという疑いが頭をもたげた。


    　ルピナスを利用して、何かを仕掛けてきている……？


    　そこまで考えて閃ひらめくように思い出した。さっきの悪魔、ルルーエルムが捜していたのは、やはりルピナスのことだったのだ。だとすれば、ルピナスは本当にオスカーの手から逃のがれて一人ここへやってきたということになる。


    　ダヤンの頭は急速に回転した。オスカーはもう、彼女がいなくなったことに気づいている。ここにいると知られる前にこの国を出なくては──！


    　ばくばくと鼓こ動どうが早まり、変な汗が出た。ルピナスを抱だきしめる腕うでに力を籠こめる。この少女を絶対に逃がしてはならない。


    　その時、視界の端に見知った姿が飛び込んできた。


    　視線の遥はるか向こう。夜の道に一人の少女が現れた。その少女はダヤンとルピナスが抱き合っている姿に気づき、凍こおり付ついたように立ち尽くしている。ダヤンは顔を上げて彼女を認識し、ぎょっとした。アリアが大きな目でじっと二人を見ていた。

  


  
    



    　　　第二章　昔の女


    



    　しばし立ち尽くし、アリアは静かに近づいてきた。


    「……何してるの？」


    　声が届く距離まで来ると、アリアは不ぶ気き味みなほどの穏やかさで聞いてきた。ダヤンは慌あわてて肩かたの上を見る。さっきまでそこにいたはずのガーガウルドは、いつの間にか姿を消していた。それを確かめてほっとし、ダヤンは肩の力を抜いた。ガーガウルドを目まの当あたりにしたら、アリアはまた取り乱すかもしれない。


    「お前な、あちこち移動するなよ。捜すのに苦労するだろ」


    　自分が先にいなくなったことを棚たなに上げて言う。


    「お前は俺の道具なんだから、持ち主から離れるなんて道理に悖もとる。しっかり追いかけてこないとダメだろうが」


    　アリアと合流できたことに安あん堵どの息をつきつつ、ダヤンは人が聞いたら呆あきれ果てるような論理を展開した。腕の中に納まるルピナスが、首だけで振り返りアリアを見る。視線を向けられたアリアは、真まっ直すぐルピナスを見返す。


    「それ、誰？」


    　端的な問いで、アリアはダヤンと抱ほう擁ようを交かわす少女の正体を尋たずねた。


    　ダヤンは一いつ考こうし、答えに窮きゆうした。これはお前の魂たましいの片割れだと明かすわけにもいかない。


    　通りすがりの他人だと言えば、ルピナスが否定する可能性もあった。


    　迷った末、ダヤンは率直に真実を告げた。


    「この子は俺の一番大事な女の子だよ」


    　アリアはぴたりと動きを止め、ルピナスを凝ぎよう視しする。口元が引きつり、何かを言いかけ、しかし何一つ言葉は発せられることなく辺りは静けさに包まれる。


    　凍こおり付ついているアリアを見やり、ダヤンは奇妙な苛いら立だちを感じた。


    　何な故ぜこの言葉を、目の前のアリアに向けて言うことができないのだろう？　大事なものを大事だと言う、ただそれだけのことすら許されない。いつもは押し殺しているその感情が、放った言葉に引きずられて浮かび上がってくる。


    　一瞬、本当のことを全部ぶちまけてしまいたい衝しよう動どうに駆られたが、ダヤンは感情を切り離して唇くちびるを引き結んだ。


    　底冷えのするアリアの瞳ひとみが、葛かつ藤とうしているダヤンに据すえられ──


    「そういえば、前に言ってたわね。好きな子の話。魔術師ヴアルドを好きになる変わった子。それがその人？　旅先で昔の女と再会した──という認識でいいかしら？」


    　淡たん々たんと確認してくる。


    　いや、魔術師を好きになる変わった子はお前のことだ──と思いながらも、ダヤンは首しゆ肯こうした。


    「その認識はおおむね間違っていないな」


    　昔の女という物言いに、いささか異を唱えたい気持ちではある。


    　ダヤンは今でもアリアを自分のものだと思っているし、自分には彼女に触ふれる権利があると勝手に思っている。それは彼女自身の責任だ。


    　ダヤンのあらゆるわがままを受うけ容いれ、触れることを許したのはかつての彼女だ。


    　人の温かさを教え、人と関わることを教え、ダヤンを今のダヤンにした。その責任が彼女にはある。


    　彼女の温かさにもう一度触れたいというだけの理由で、世界の理ことわりに抗あらがおうとしているダヤンの強ごう欲よくを、受け止める義務が彼女にはある。そう思ってしまう自分の身勝手さを、ダヤンはよく理解していた。


    「この国での儲け話はふいになった。さっさとこの国を出るぞ」


    　ダヤンは険けわしい顔のアリアに向かってそう言った。


    　アリアは冷ややかにダヤンとルピナスを見て、


    「あ、そう。それじゃあせいぜい別れを惜しむのね」


    　そっけなく言いながらふいっと踵きびすを返した。今にもその場を立ち去ろうというアリアを、ダヤンは背後から呼び止める。


    「いいや、こいつも連れて行く」


    　途と端たん、アリアの動きは再び凍こおった。ぎしぎしと音を立てそうなぎこちない動きで振り返る。


    「どういうこと？」


    「こいつを、これからの旅に連れて行くと言ってるんだよ」


    　今すぐ、オスカーがルピナスの居所を突き止める前に、一分一秒でも早くこの国から遠ざかる。ダヤンは高速回転している頭の中でそう決断を下した。


    　六百六十六体の悪魔を喰くらってアリアを生き返らせる準備が整うまで、ルピナスにはこのまま傍そばにいてもらわねばなるまい。アリアの肉体に今すぐ魂たましいの半分を戻してしまえば、彼女は記憶を取り戻してしまう。ダヤンへの恋情すら思い出してしまうだろう。それは絶対にできない。魂はルピナスの肉体に閉じ込めたまま連れていくしかないのだ。


    「何なの？　彼女と別れがたいから連れて行くというの？　あなたは一応魔術師ヴアルドで、この旅は仕事の一環でしょう？　そこに自分の女を連れて行くの？」


    　アリアは軽けい蔑べつ心しんをありったけ込めた目でダヤンを睨にらんだ。そう言われても、今までアリアを連れて旅をしてきたダヤンからしてみれば、自分の好きな女の子を旅に同行させるのを今いま更さら非難されても困るという話だ。


    　ダヤンは我知らず渋しぶい顔になった。


    　アリアは元々、潔癖なところがある少女だ。それゆえ、心の奥底で人というものを嫌きらっている自分を厭いとっている。それでも嘘うそ笑いを浮かべ続ける自分を厭っている。それくらい潔癖だ。


    　そんな潔癖さを抱える彼女にとって、好きな女の子を連れて旅をするというのは不ふ真ま面じ目めに感じられることなのだろう。


    　それでもダヤンは、もちろんルピナスをここへ置いていくことなどできない。


    　この少女は、アリアを生き返らせるために必要なのだ。


    「悪いが、道具の意見を聞くつもりはない。連れて行くのは決定事項だ」


    　理由を説明できない以上、押し通すしかない。


    　ダヤンが断言すると、アリアはぐっと言葉に詰まり、渋い顔で黙り込んだ。


    　睨みあう両者に挟まれ、ダヤンの腕うでに納まっていたルピナスが顔を上げた。


    「もう遅いから、帰らなくちゃ」


    　そう言って身をよじり、ダヤンの腕からすり抜ける。


    「それじゃあダヤン、また明日ね」


    　軽やかに手を振り、ルピナスはそこから立ち去ろうとした。


    「待て！」


    　ダヤンは心底慌あわててルピナスの腕を掴つかんだ。


    　強く引き寄せ、どうにかその場に捕とらえる。慌てすぎて心臓がばくばくと激しく鼓こ動どうした。


    「もう……邪じや魔ましないでよ、ダヤン。私、お父さんのところに帰らなくちゃいけないの」


    　咎とがめるような表情を作って、ルピナスはダヤンの頬ほおに手を添そえる。顔を近づけ、鼻と鼻をつんと触ふれ合わせた。


    「今度こそじゃあね」


    　再び言い、離れようとするけれど、ダヤンはルピナスの腕うでを掴つかんで離さなかった。


    「どうしたの？　また何か、研究がうまくいかなくて困ってるの？　私の身体からだに触さわっていたい？　相変わらず安定の変態ね」


    　やれやれといった態度でため息をつかれ、ダヤンの頭は混乱した。二年前まで、自分はどうやってアリアに接していただろうか？　この二年間露悪的に振ふる舞まい続けたせいで、どうやって接していたのか思い出せない。


    　どうやったら彼女を自分の傍そばに引き留められるか──記憶をたどる。


    　思い返してみれば、ダヤンは彼女に駆け引きめいたことなどしなかった。


    　ダヤンは昔のままに、彼女の手を強く握にぎった。


    「そうだよ、お前がいないと困るんだ。だから一いつ緒しよにいてほしい」


    　率直に、ただ思っていることだけを言う。昔から、ダヤンはこんな風に彼女と接してきた。嘘うそをついたことなどなかった。ただただ求めるばかりのダヤンに、アリアは何でも与えてくれたのだ。


    　ルピナスは真ま顔がおのダヤンをじっと見返して、ちょっと笑った。


    「しょうがないわね……分かった、いいわよ。もう少しだけ一緒にいてあげる。私がいないとダメなんでしょ」


    　少しばかり得意げな顔でルピナスはダヤンに抱だきついてきた。


    　何もかもが昔のままで、気を抜くとダヤンの記憶はたちまち過去に引き戻されそうになる。理性を総動員してそれに耐たえ、ダヤンはルピナスを逃がさぬよう肩かたを抱き、アリアの方を見た。


    　アリアはダヤンとルピナスを見たまま、酷ひどく冷たい表情で黙り込んでいる。


    　ルピナスに対して本心を告げたこの口で、今度はアリアを騙だまさなくてはならない。この二人に宿やどる魂たましいは元々一つだったはずなのに、全く違う接し方をしなくてはならない。


    　どちらも大事にしたいのに、それは許されない。


    　そのずれを感じ、胸が悪くなる。


    　ダヤンは元々、嘘をつくことなど好きではないし、人を騙したこともなかった。アリアに対しては、ろくに隠し事すらしたことがない。そんな自分が、彼女を騙し続けなければならない。


    　ほかならぬダヤン自身が、己の意思で悪魔とそう契約したのだ。


    　だというのに今いま更さら苦痛を感じている自分は、なんて愚おろかなのだろう。


    　ダヤンは深呼吸し、平静な顔をアリアに向けた。


    「アリア、これからすぐこの国を出るぞ。たぶん、こいつに追手がかかる」


    　ダヤンは淡たん々たんと告げた。


    　オスカーが彼女をみすみす逃がすわけはない。ルルーエルムも彼女を捜さがしていた。


    　ダヤンはもう、師に対して何の用事も未練もないのだから、彼女さえ手に入ればこんな国からはさっさと立ち去るに限る。


    「どういうこと？　まさか彼女はどこかの御令れい嬢じようで、それを誘ゆう拐かいしてきたとか言うんじゃないでしょうね？」


    　アリアは疑わしげにダヤンとルピナスを見やる。御令嬢という物言いにとげがあった。


    　嫌きらいなタイプなのかとダヤンは訝いぶかる。が、中身はどちらもアリアだということを考えれば、これは同族嫌けん悪おかもしれない。アリアは人が嫌いで、そんな自分を軽けい蔑べつしている。


    「まあ、そんな感じだ。この世に二人といない大事な奴やつだよ。絶対に渡せない。追手は何としてでもこいつを取り戻そうとするだろうから、逃げるためにお前にも戦ってもらう」


    　本当なら、アリアとルピナスを二人一いつ緒しよに棺ひつぎへ押し込め、担いで逃げたい心ここ地ちだった。けれどもちろん、そんなことはできないと分かっている。


    　多くの悪魔と契約したオスカーから、自分一人の力で逃げ切れるなどと自うぬ惚ぼれてはいない。逃げ切るには、アリアの力が必要だ。


    「行くぞ」


    「……嫌いやよ」


    　促うながしたダヤンを、アリアは冷たく拒否した。


    「アリア？」


    「どうして私が見も知らない人のために戦わないといけないの。そんなお荷物いらないわ。置いていきなさい。あなたが突き放せないって言うなら、私が送り返してくるわよ」


    　アリアはジャキンと爪つめを伸ばした。鋭利な刃物のごとき爪が攻こう撃げき的に煌きらめく。それを見たルピナスが一瞬怯おびえたように身を硬くし、すぐさま両手を広げてダヤンを背に庇かばった。


    　ダヤンは驚いてルピナスの肩かたに手をかけるが、彼女は下がろうとしなかった。


    　その光景に、ダヤンは覚えがあった。


    　子供の頃、襲い掛かってきた野良犬を前に、アリアはダヤンを庇ったことがある。


    　小さな身体からだで両腕うでを広げ、ダヤンを守ろうとしてくれた。


    　今の彼女も同じだ。


    　アリアの魂たましいは死んだ時、精神と記憶に分かれている。屍人形アイズオルガンに留められたのが精神。ルピナスの肉体に閉じ込められているのが記憶だ。


    　ルピナスに入っているのは、あくまで記憶なのだ。記憶は感情や心など持っていない。ただ、蓄ちく音おん機きのように記録した言動をしているに過ぎない。


    　それでもルピナスはダヤンを庇っていた。


    　生きていた頃そうしていたように、彼女は記憶に従いダヤンを庇っている。


    「やめろ、下がれ」


    　ダヤンは強く肩かたを引いて、ルピナスを後ろへ下がらせた。


    　アリアがその気になったら、ルピナスの脆ぜい弱じやくな肉体などひとたまりもない。だというのに、ルピナスはまた前に出てこようとする。


    「ダヤンは喧けん嘩かが弱いんだから、出てきちゃダメよ」


    　そう言って、自分より遥はるかに身体からだの大きいダヤンを背中に隠そうとする。


    　その姿を見て、アリアは冷酷な光を瞳ひとみに宿やどし、鋭するどい爪つめの先をルピナスへ向けた。


    「そんな男、庇かばう価値ないわよ」


    　何だこの状況は……と、ダヤンは眩暈めまいがした。


    　攻こう撃げき行動をとっているのも、ダヤンを庇っているのも、どちらもアリアなのだ。


    　片方は傷ついても痛みを感じない屍人形アイズオルガン、もう片方は傷つく心を持たない記憶の容いれ物もの。傷つくことを怖れぬ彼女らが傷つくことを、ダヤンは怖れている。


    　そんな自分が一番滑こつ稽けいだ。


    「アリア！」


    　やや強い声でダヤンは相あい棒ぼうを制する。


    　憤いきどおりの感情をあらわにしているアリアを真っ向から見返し、ダヤンは粛しゆく々しゆくと告げた。


    「こいつに傷をつけたら、俺はお前を怒るぞ」


    　怒ど鳴なったわけではなかったが、その言葉に込められた本気を感じたらしくアリアは怯ひるんだ。ダヤンがアリアに対してそんな物言いをしたことはなく、生まれて初めて怒られた子供みたいに固まっている。


    「自分よりも、他の何よりも、俺はこいつを優先する。だからお前もそうしろ。何より優先してこいつを守れ。命令だ」


    　戸と惑まどっているアリアに向かってダヤンは畳たたみかけた。


    　アリアには己おのれの身を守る十分な戦闘能力がある。だが、ルピナスには戦うすべがないのだ。ダヤンと、アリア自身で守らなければならない。ルピナスに閉じ込められているアリアの魂たましいは、今この場で最も守らねばならない存在だった。


    　言いながら、自分の薄情さにふと呆あきれた。ダヤンはルピナスという少女を、アリアの容れ物としてしか見ていない。そのことを急に自覚したのだ。


    　この少女はどういう経緯で魂を失い、アリアの器になってしまったのだろう？　そのことを初めて疑問に感じ、ダヤンはルピナスを見下ろす。ルピナスは視線に気づいてダヤンを見返してきた。


    「そんなに大事だって言うなら……きっと道具でしかない屍人形なんかより、ずっと大事なんでしょうね」


    　唐とう突とつに発言したのはアリアだった。


    「そりゃそうだ。だけどお前のことだって、俺は大事にしてるだろ？」


    　ダヤンはいつも通り軽口で答える。


    「ええ、私は大事な道具よね。分かってるわ」


    　まったく感情の見えない凍いてついた表情で、彼女は抑よく揚ようなく答えた。さっきまでの苛いら立だちや不満が鳴りを潜ひそめ、まるで全てを諦あきらめきってしまったかのようだ。


    「その人を守ればいいのね。いいわ、私はあなたの道具だもの。あなたの命令に従うわよ」


    　素直に言われ、何な故ぜだかダヤンはぞっとした。が、そのことから目を逸そらして行動を開始しようとする。


    「それじゃあ夜のうちに発たつぞ」


    　しかしダヤンがルピナスの手を引いて歩きだした瞬間、


    『そんなことをされては困りますわ』


    　上空から、艶つややかな女の声が降り注そそいだ。全身が一瞬で粟あわ立だち、ダヤンは素す早ばやく上を向いた。


    『またお会いしましたね、ダヤン様』


    　美しい女の姿をした悪魔ルルーエルムが、背中に大きな翼つばさを生やして宙ちゆうに浮かんでいた。悪魔はちらとルピナスに目を向け、安あん堵どするように微ほほ笑えんだ。


    『ルピナス嬢じよう、ようやく見つけましたよ。こんなところにいらっしゃったのですね。我が君がお捜さがしです。すぐに戻りましょう』


    　ふわりと地面に降り立ち、悪魔はルピナスに手を差し伸べる。


    「……お父さんは怒っている？」


    　ルピナスは不安そうに眉まゆをひそめた。


    　それを見ていて、ダヤンはまた遠い記憶が掘り起こされる。


    　幼い頃から、アリアという少女はオスカーをいつも気にしていた。彼女は父親の愛情が自分にないことを知っていたのだ。


    　だから殊こと更さらいい子でいようとした。


    　父の邪じや魔まになることは決してしない。


    　父の仕事を否定することもしない。


    　村人たちと信頼関係を築き、父が魔ヴア術ールに没頭できるよう心を砕くだく。


    　ずっといい子でい続けたアリアに、オスカーの情が向けられることは最さい期ごまでなかった。


    　優しくすることも、可か愛わいがることも……そして怒ることすらなかった。


    　オスカーにとって娘は、悪魔に喰くわせる生いけ贄にえでしかなかったのだ。


    　ダヤンはそれを知っている。だが、ルルーエルムは白々しく頷うなずいた。


    『きっと心配なさっていますわ』


    　優しく微笑みながらルピナスの中のアリアの魂たましいを陥落しようとする。


    　嘘うそだ──と、ダヤンは思った。


    　あいつはお前を愛してなんかいない。だから戻るな。自分の傍そばにいろ──と、言ってしまいたかった。


    　しかし、そんな言葉を発したところで無意味なだけだ。


    　アリアは自分が父に愛されていないことを、誰より理解している。それを理解した上で、父親の情を求めていた。


    　ルピナスがアリアの記憶でしゃべっているのなら、彼女はオスカーが自分を愛していないことを分かっている。


    「アリア」


    　ダヤンは呼んだ。アリアとルピナスが同時に振り向く。ダヤンが呼んだのは自分の使役する屍人形アイズオルガンのことだった。


    「どうしてあの悪魔がここにいるの」


    　アリアは訝いぶかるように目をすがめた。


    「あれが追手だ。こいつを連れ戻そうとしてる。アリア、背中を出せ」


    　ダヤンは短く命じた。それが何を意味するか、もちろんアリアはよく分かっている。緩かん慢まんな動作で背を向けたアリアに、ダヤンはいつも通り魔力を注そそいだ。


    「封ふう印いん解除・獣装甲ウオルフリユード装着」


    　その言葉を合図に、アリアは変へん貌ぼうする。肘ひじから先が獣じゆう毛もうに覆おおわれて太くなり、瞳ひとみは理性を失って獰どう猛もうな光を帯おびる。


    「アリア、あの悪魔を喰くうぞ」


    　ダヤンはそう宣言して梟ふくろうの悪魔を指差した。が、アリアはすんすんと鼻を動かし、ぎょろりとルピナスを見み据すえた。そして大きく目を見開き、嬉うれしそうににたりと笑う。その笑みにぞくりとし、ダヤンはルピナスを腕うでの中に庇かばった。


    「アリア！　これはお前の獲え物ものじゃない。お前が戦う相手はあれだ」


    　ダヤンは再び悪魔を指した。アリアは不満げに鼻を鳴らし、未練がましくルピナスを見ている。


    　さっきまでとは全く違う態度だ。もしや、目の前に失われた自分の魂たましいがあると本能的に気づいている……？


    　ダヤンは胸中で訝った。しかしそれを顔には出さず、厳しい顔を作って悪魔を示し続ける。


    「敵はあっちだ。絶対に逃がすな」


    　何度も同じことを言い聞かせると、アリアは不ふ承しよう不ぶ承しよう悪魔の方を向いた。


    　ルルーエルムは、微苦笑を浮かべている。


    『わたくしと戦うおつもりですか？　屍しかばねが悪魔と戦うなど無謀な行いです。おやめになった方がよろしい……』


    　言葉を終える前に、悪魔の胴体は切断された。上下に分かれた身体からだで、悪魔は『え？』と呆ほうけた声を漏もらした。
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    　ダヤンは息をのんでその光景を見つめた。悪魔を切きり裂さいたのはアリアの腕うでだった。いつもより格段に速く鋭するどいその動きに、ダヤンは茫ぼう然ぜんとする。


    　ダヤンはアリアを作るとき、あれほどの速さを彼女に与えていない。彼女の魂たましいが受うけ容いれられる限界の速度がそれだったのだ。なのに今、ダヤンの作った屍人形アイズオルガンは、術者の込めた力を超える能力を発揮した。


    　剛ごう力りきに特化した獣装甲ウオルフリユードで、アリアはいともたやすく悪魔を切り裂いた。術者の思い通りに動くはずの屍人形が、術者たるダヤンが与えた能力を超えた速さと鋭さで動いたのだ。


    「嘘うそだろ……」


    　茫然とするダヤンの腕の中で、ルピナスが笑った。


    「これでもう少し一いつ緒しよにいられるわね」


    　そこでダヤンははっとした。


    「お前が何かしたのか？」


    「私がもう少し速く動けたら……って思ったわ」


    　ダヤンはその言葉の意味を理解しようと思考を巡めぐらせる。


    　人の魂は魔力の源だ。間近に魂の半分があることで、力が強まっている？


    　アリアは半分にちぎれた悪魔を凶きよう暴ぼうな目つきで見やり、再び腕を振りかぶった。


    　ルルーエルムは余裕ぶった態度をかなぐり捨て、苦く悶もんの表情を浮かべている。しかしアリアの爪つめに再び切きり裂さかれる寸前、苦しげな顔でわずかに口角を上げた。


    『悪い子ですね、アリア様。お父様はあなたを酷ひどくお怒りですよ』


    　途と端たん、アリアの動きが止まった。凍こおり付ついた表情で、放心している。


    　悪魔は最も的確な攻こう撃げきをした。記憶や理性を失ってもなお、アリアは父親に疎うとまれることを恐おそれている。その感情は消えていない。


    　オスカーと契約するこの悪魔は、それを分かっているのだ。


    「アリア！　止まるな！」


    　ダヤンは思わず叫んでいた。が、その時にはもう遅かった。ルルーエルムの腕うでがアリアの腹を突き刺し、肉をえぐって引き抜かれた。全身に満たされた疑ぎ似じ体液が溢あふれてくる。


    「アリア！」


    　ダヤンはルピナスの腕を掴つかんだままアリアに駆け寄った。


    　痛みを感じることのないアリアは、赤く染まった身体からだで悪魔に襲い掛かろうとする。


    「やめろ！　動くな！」


    　ダヤンはアリアに抱だきついてその動きを止める。本来ならダヤン程度の力で止められるはずのない屍人形アイズオルガンの怪かい力りきが、今は簡単に抑おさえ込める程度まで落ちていた。疑似体液の流出で、力を全身に伝えることができなくなっているのだ。


    　アリアはダヤンに拘こう束そくされ、唸うなり声をあげている。それを見て、悪魔は皮ひ肉にくっぽい笑みを浮かべた。


    『なんという恐ろしい方でしょう……』


    「こいつはオスカーにとって、必要な駒こまのはずだ。これ以上傷つけると取り返しがつかなくなるぞ」


    　ダヤンは冷静さを装よそおって悪魔を脅おどす。悪魔は千ち切ぎれた身体を繋つなぎ合わせて宙ちゆうに浮いた。その顔に、さっきまでの優ゆう雅がな表情は浮かんでいない。


    『身体はいらない──と、言われております。魂たましいさえ回収できればそれでいい──と』


    　その言葉に、ダヤンはぎりと歯は噛がみした。オスカーは、どこまでアリアをないがしろにしたら気が済むのだろう。


    「生憎あいにくだが、俺にはこの身体も必要なんだ」


    　静かに言い、ダヤンは銃じゆうを抜いた。しかしダヤンが銃を向けるが早いか、悪魔は身を翻ひるがえす。


    『わたくしもこれ以上は戦えませんわ。一時休戦といたしましょう』


    　一見傷ついているようには見えないが、アリアの攻撃はこの悪魔を深く傷つけている。外側を取り繕っても、戦える状態ではないのだろう。


    　ルルーエルムはひらりと梟ふくろうの姿に変じ、夜空を飛んで消えて行った。


    　残されたダヤンはどっと汗が噴ふき出だした。


    　血まみれのアリアに手を当てる。


    「封ふう印いん発動・獣装甲ウオルフリユード解除」


    　するとアリアの身体からだは元通り少女の姿になり、がくんと地面に膝ひざをついた。彼女は自分の身体を見下ろすと、取り戻した理性で己おのれの状態を把は握あくし、悔しげに唇くちびるを噛かむ。


    「敵は？」


    　アリアは動かない身体で聞いてくる。


    「消えたよ」


    　答えながら、ダヤンはアリアの背中に触ふれた。魔術法陣ヴアルグラーンから魔力を注そそぐと、軽い傷はたちまち修復される。しかし、腹に空いた穴はほとんどふさがる様子がなかった。簡単に治すには深手すぎる。ダヤンは自分のコートをアリアの腹に巻き付けて体液の流出をふせぎ、彼女の身体を担いだ。


    「平気よ。歩けるわ」


    　アリアは気き丈じように言ってのけるが、どう見ても動ける状態ではない。


    「うるさい、黙ってろ」


    　ダヤンは険けわしい顔でアリアを担いだままルピナスの方を向いた。


    「一いつ緒しよに来てくれ」


    「……私が一緒にいたら嬉うれしい？」


    　ルピナスは、首をかしげてそんなことを聞いてくる。ダヤンが傷つくことは嫌いやがったくせに、アリア自身の怪け我がには無関心な様子だ。そんなところも彼女らしいとダヤンは思った。


    「嬉しいよ」


    　ダヤンがはっきり答えると、ルピナスの表情は輝いた。


    「いいわよ。一緒に行ってあげる。だけど……お父さんが迎えに来るまでね」


    「ああ、そうしたらお前を帰すよ」


    　ダヤンは平然と嘘うそをつき、歩き出した。


    　ルピナスはダヤンの袖そでを掴つかんでついてくる。


    　それを確かめ、ダヤンは必死に考えた。この状態で遠くまで逃げるのは無理だ。泊とまっている宿やど屋やへとりあえず戻ることにする。


    　宿屋へ戻り、そっと入り口から入ると、運よく誰もいなかった。ダヤンは見み咎とがめられぬよう忍び足で宿屋の中を歩き、宿泊している部屋へと戻った。


    　部屋の床にアリアを下ろす。巻き付けたコートを取り去ると、大きくえぐれた腹の傷から疑ぎ似じ体液が流出し続けていた。心臓の動いていない屍人形アイズオルガンは勢いよく血が噴ふき出だすことはないが、それでもここまで大きく傷ついてしまえば止めどなく体液は流れ出てしまう。


    　あまりの深手に、ダヤンは季節外れの汗を伝わせる。


    「傷を縫ぬうぞ」


    　ダヤンは布の荷袋に仕舞っていた道具を取り出した。魔術法陣ヴアルグラーンを描くためのペンや紙。疑ぎ似じ体液の材料になる鉱物や薬品。本格的に疑似体液を作ると仕込みに時間がかかるから、しばらくはここから動けまい。


    　無理に逃亡するより、アリアの傷を完全に修復することを優先すべきだ。二人を守りながら逃げ切れるとは思えない。


    　いつもダヤンを見張っていたという梟ふくろうの悪魔ルルーエルムは、あの怪け我がでしばらく活動できないだろう。下へ手たに動かなければ、アリアが治るまでは隠れていられるのではないか。


    　そんなことを頭の中で組み立てる。


    　とにかく傷を縫ぬうのが先決だ。


    　ダヤンは疑似体液で赤く染まった床に座るアリアの前にしゃがみこんだ。


    　貫つらぬかれた腹を縫うため、ブラウスの前を留めている紐ひもに手をかける。


    　しかし、ダヤンがそれをほどく前にアリアの手がダヤンの手を叩たたき落とした。彼女は胸元を押さえて後退ずさる。意味が分からずダヤンは眉まゆをひそめる。


    「何の真ま似ねだ？」


    「……触さわらないで」


    　その言葉にダヤンはますます訳が分からなくなる。


    「何で？」


    「……触られたくない」


    「いや……意味が分からん。とにかく傷を見せろよ」


    「見ないで」


    　彼女が何を言っているのか、ダヤンはさっぱり理解できなかった。


    　ダヤンがアリアの身体からだを治療するのはいつものことだ。その度にダヤンは彼女の身体を見ているし、触っている。彼女の身体でダヤンが知らないところなんて一つもない。


    　ダヤンは屍人形アイズオルガンであるアリアの作り主で、所有者だ。それを分かっているアリアは、ダヤンが触ふれることを拒こばんだりしない。そんな無意味なことなど今いま更さらしない。


    「お前、何言ってるんだ？　お前は俺の道具だろう？　持ち主に手入れされることを拒む道具がどこにあるっていうんだ」


    　ダヤンはいつものようにアリアを挑ちよう発はつする。が、アリアは頑かたくなに顔を背そむけている。疑似体液がどんどん流れている。ダヤンは小さく舌打ちして、床にしゃがんだままアリアの腕うでを掴つかんだ。無理やり引き寄せると、アリアは振り払おうと抵抗する。しかし、体液をほとんど失ってしまったアリアは今や普通の女の子と同じ程度の力しかなかった。


    「話はあとで聞いてやる。とにかく脱げ」


    　ダヤンはアリアを床に押さえつけ、ブラウスの前を留めている紐を引いた。アリアはダヤンの下で身をよじり、伸ばした手でダヤンの頬ほおを引っ掻かいた。ダヤンは痛みと苛いら立だちに、わずかに顔をしかめる。


    「おとなしくしろって言ってるだろ！」


    「あの人が見てる前で……触らないでよ!!」


    　アリアは怒りの形ぎよう相そうで怒ど鳴なり返してきた。ダヤンは虚きよを突かれ、一瞬ぽかんとする。


    　部屋の片かた隅すみにはルピナスの姿がある。彼女は膝ひざを抱えてじっと二人を見ていた。


    「そんなの……どうだっていいだろ！」


    　ダヤンは苛いら立だちを越えて激げき昂こうした。誰が見ていようがそんなことはどうでもいい。アリアの傷を修復することの方がずっと重要だ。


    「気にするな」


    　きっぱり言って、ダヤンはアリアを床に押し付ける。アリアは激しい憎ぞう悪おの目でダヤンを睨にらみつけていたが、抗あらがう力は段々弱くなっていった。諦あきらめた──わけではなく、体液を失いすぎてもう抵抗することができないのだ。ダヤンが手を放しても、アリアはもう起き上がることすらできず、ダヤンから顔を背そむけた。それが唯一できる抵抗であるかのように──。


    「腹を縫ぬうからな」


    　最後にもう一度念を押し、ダヤンはアリアのブラウスの紐ひもを解ほどいた。あらわになった白い肌はだと、そこに刻まれた深い傷。そしてブラウスを赤く染める体液。それらを見て、ダヤンは極きよく限げんまで顔をしかめた。


    　氷のように冷たい肌へ触ふれると、アリアは一瞬身を硬くした。きつくこぶしを握にぎって、決してダヤンを見るまいとしている。


    「情けないな、あんなにあっさりやられるとは」


    　ダヤンはいつもの調子で軽く挑ちよう発はつしてみせるが、アリアは反応すらしなかった。


    　ダヤンはもうアリアに話しかけることはやめ、黙々と傷を縫い合わせることだけに集中した。


    　ぶづり……ぶづり……特別製の糸で傷を縫い合わせ、その周りにインクで魔術法陣ヴアルグラーンを描いてゆく。数時間かけてすべてを終えると、そこに魔力を流し込んだ。すると、深く刻まれた無残な傷跡は表面上分からなくなる。


    　ダヤンはほっと息をついた。


    「しばらくここに隠れるぞ」


    　横たわるアリアを慎重に抱だき起こす。


    「……この国を出るんじゃないの？」


    「新しい疑ぎ似じ体液が完成するまで数日は無理だ」


    「……なら、二人で逃げればいいわ」


    　ダヤンに抱えられ、アリアはふいっとよそを向く。わずかに手を上げてダヤンの胸を押し返そうとするが、全く力が入っておらず、わずかに触れるだけでぽとりと落ちた。


    　その仕し草ぐさに、嫌いやな予感がした。


    「二人……誰と誰だ？」


    「あなたと、彼女」


    　わずかの間も空けることなく答えられ、ダヤンは渋しぶい顔になる。


    　想像通りの言葉を返されたことに、苦い気持ちが湧わいてきた。


    　馬ば鹿か馬ば鹿かしい話だ。ルピナスを連れて逃げたところで、アリアがいないのなら意味はない。ダヤンが大事なのは、欲しているのは、アリアだ。


    　しかしその本心を隠し、ダヤンは露悪的に言い返した。


    「武器がないと逃げるに逃げられんだろうが」


    「……私はあなたの武器だものね」


    「ああ、そうだよ。大事な武器だ」


    　そう言って、ダヤンはアリアをしっかりと腕うでの中へ抱え直した。


    　背中の魔術法陣ヴアルグラーンから魔力を流し込み、傷を完全に塞ふさごうとする。


    「平気なの？」


    「何が？」


    「この姿を彼女に見られて平気なの？」


    　アリアはそこで久ひさ方かたぶりにダヤンの目を見た。ダヤンは何な故ぜかぎくりとし、しかし、ははっと笑ってみせた。


    「武器の手入れを見られて何の問題があるっていうんだよ」


    「……そうね、武器に触ふれるところを見られたって、何の問題もないわね」


    　アリアは力なく笑った。


    　ここしばらくおかしかった様子が、どんどんおかしくなっている。嫌いやな予感がぬぐえない。


    　こんなの……まるで焼きもちを妬やいてみるみたいじゃないか。


    　心臓が奇妙に痛む。鼓こ動どうが早まる。


    　ダヤンは彼女に愛されるわけにはいかないのに──


    「アリア……」


    「何？」


    「お前は……俺が嫌きらいだよな？」


    　いつものように問いかける。嫌いだ──という当たり前の答えを求めて。しかし、この時のアリアは少し違う言葉を返してきた。


    「……そういうあなたは、私が嫌いなんでしょう？」


    　予想外に聞き返され、ダヤンはいささかうろたえた。しかし平然と答えてみせる。


    「嫌いなもんか。お前は可か愛わいい可愛い俺の道具だ」


    「……そうね、持ち主が道具を愛するのは当たり前ね」


    　そう呟つぶやいたきり、アリアは黙ってしまう。その胸中でいかなる感情がうごめいているのか、ダヤンには分からない。


    　室内に漂ただよう空気はピリピリとしたものになって、重苦しい沈黙が垂れ込めた。


    　何な故ぜ嫌きらいだと答えないのか、ダヤンは訝いぶかる。


    　元々嘘うそを吐つく習慣がなかったダヤンは、アリアがダヤンを嫌いだと言えばその言葉を信じてきた。嫌いではないのに嫌いだなどという嘘をつく可能性を、疑ったことはない。


    　人にとって、好意を偽る嘘は、最も苦痛で難しいものだとダヤンは思っている。


    　事実ダヤンは、アリアに嫌われねばならない今になっても、アリアを嫌いだと嘘をつくことができない。この二年間、毎日毎日嘘をつき、積み重ねた嘘の鎧よろいを着て生きていても、彼女を嫌っているという嘘だけは、上じよう手ずにつける自信がないからだ。だから道具という言葉を使い続けている。その言葉を盾たてにしていれば、大事にしても許されるような気がしていた。


    　だからこそ、アリアがダヤンを嫌いだと言っていれば、彼女は自分を嫌っているのだと信じられた。


    　なのに今、アリアはダヤンを嫌いだと言ってくれない。そのことがどうしようもなく恐おそろしかった。


    　不ふ穏おんな空気の中、ルピナスが不ふ意いに動いた。立ち上がり、近づいてきて、ダヤンの隣に腰こしを下ろす。


    　彼女はアリアを抱だきかかえるダヤンの肩かたに頭を預けてすがってきた。


    「どうした？」


    　突然の行動を訝り、ダヤンはルピナスを覗のぞき込こむ。


    　するとルピナスは顔を上げ、ちょっと不満そうな表情を浮かべた。


    「嫌いなんかじゃないわ」


    　唐とう突とつにそんなことを言う。


    「私がダヤンのこと、嫌いなわけないわ」


    　一瞬何の話か分からずダヤンはきょとんとする。が、それがダヤンの問いに対する答えなのだと、ややあって理解した。


    　嫌いだよな？　と聞いたダヤンに、アリアに代わって彼女が答えたのだ。


    「私はダヤンのこと好きだもの」


    　当たり前みたいに言われ、


    「やめてくれ」


    　ダヤンは反射的に答えていた。一瞬で血ちの気けが失うせる。


    　魂たましいが違う肉体に宿やどっていても、発する気け配はいは腕うでの中の彼女と全く同じで、ダヤンはルピナスの言葉をアリアの言葉そのもののように感じた。アリアに、好きだと言われた気がした。


    「どうして？　私に好きって言われたら嫌いや？　ダヤンは私のこと嫌いなの？」


    　悲しそうな顔で聞かれ、それが記憶に基づいてしゃべっているだけだと分かっていても、ダヤンは胸や腹や頭や身体からだのあちこちが、悲鳴を上げるように痛んだ。


    　黙り込んでしまったダヤンの顔を覗のぞき込こみ、ルピナスは小さく笑った。


    「ごめんね、嘘うそよ。ダヤンが私を好きだって、ちゃんと知ってる」


    「やめてくれ!!　頼むから……」


    　ダヤンは声を荒らげて、顔を伏せた。図らずも、抱えたアリアの肩かた口ぐちへ顔をうずめる形になる。アリアの身体がこわばった。


    　それでもダヤンは顔を上げることができない。


    　今つまずいて転んだら、自分はそのまま起き上がらず子供のように泣くかもしれないと、ダヤンは思った。けれどダヤンは座っていたし、転んだりすることもなかったので、泣きわめいたりはしなかった。


    　最後に泣いたのはいつだっただろうなと、ぼんやり考える。


    　そんなダヤンを見て、アリアと同じくらい小柄なルピナスは座ったままうんと手を伸ばし、ダヤンの頭を撫なでた。


    「どうしたの？　ダヤン。どうしてそんなに辛つらそうなの？」


    　心配そうに聞いてくる。


    　ダヤンは頭に触ふれる彼女の手を取り、そのぬくもりを感じて、ようやく少しばかりの冷静さを取り戻した。


    　これは違う。アリアの熱とは違う。


    　ダヤンはゆっくり顔を上げ、仮面じみた笑みを浮かべた。


    「何でもない。大丈夫だから、お前も休んでな」


    　その時、腕うでの中に収まっていたアリアが、ダヤンから離れようと身を動かした。


    「おい、勝手に動くな」


    　ダヤンはぎょっとし、頭から抱え込むようにして無む理り矢や理りアリアを拘こう束そくする。


    「邪じや魔まだろうから離れるのよ。棺ひつぎに戻して」


    「傷はまだ完全に塞ふさがってないんだ。おとなしくしてろ」


    「あなたに触さわられてるのが嫌いやなの。見られるのも嫌」


    　アリアは頑かたくなに言い、ダヤンの胸を弱々しい力で叩たたいた。


    「見てれば分かるわ。あなたが本気で彼女をずっと想ってたってこと。どんな理由で別れたのか知らないけど、忘れられなかったんでしょ。好きだって言われてそんなに取り乱すくらい、今でも大事なのね。だったら私を棺に閉じ込めて、好きなだけべたべたすればいいわよ！」


    　アリアは苛いら立だちを露わにして吐はき捨てた。今にも泣きだしそうな顔に見える。


    「お前……何怒ってんだよ。嫉しつ妬とでもしてるってのか？」


    　ダヤンは狼ろう狽ばいしつつ言い返す。軽口を叩いて笑おうとしたら、頬ほおがひきつった。


    　嫉妬と言われて、アリアは緩く首を振った。


    「嫉しつ妬となんかしないわよ。あなたのこと嫌きらいだって、何百回も何千回も言ってるでしょ」


    　ようやく彼女の口から望む言葉を引き出しても、ダヤンの動揺は収まらなかった。


    　彼女の言う通り、嫌いだという言葉は数えきれないほど聞いた。そうやって嫌われてさえいれば、ガーガウルドとの契約は守れると思っていた。


    　実際ダヤンは、今も彼女に嫌われていることを疑っていない。アリアは間違いなくダヤンを嫌いで、疎うとましく思っている。それは間違いないとダヤンは確信している。


    　しかし今、ダヤンは一つの疑念を抱いた。


    　本気で嫌っている相手を、憎んで恨うらんで殺したいと思っている敵を、嫌けん悪おを抱きながら同時に好きになるなんてことが有り得るのだろうか？


    　その考えに至り、思わず息を呑のむ。


    　ガーガウルドとの契約は、「嫌われなくてはならない」ではなく「愛されてはならない」だ。


    　いくら嫌われていても、彼女の心がダヤンに向けば契約は破られてしまうのだ。


    　これだけ嫌われる努力をして、心を殺して露悪的に振ふる舞まって、それでも好かれるなんて馬ば鹿かげたことがありえるのかと、ダヤンは焦あせった。


    　彼女が今どんな目で自分を見ているのか──そう考えると恐おそろしくなり、腕うでに抱えた彼女を見ることができなくなる。


    　その瞳ひとみに一瞬でも昔と同じ感情を見つけてしまったら、全部が終わってしまうのだ。


    　しかしダヤンは、どうしたらそれを防げるのか今や分からなくなっている。考えすぎてぎりぎりと頭が締め付けられるように痛んだ。


    「そりゃそうだ。嫉妬なんかするわけないよな。お前が俺を好きなんて、考えるだけで気持ちが悪いよ。お前はただの道具だし、まかり間違って好きにでもなられたら、俺はお前を嫌いになるよ」


    　ダヤンは必死でまくし立てた。表面上は飄ひよう々ひようとした態度を貫つらぬきながら、自分の言葉に吐はき気がした。嫌いだなんて言葉を、彼女に使いたくはなかったのに──


    　ダヤンは無理やり平静を装よそおって、どうにかアリアを見た。


    　彼女は険けわしい顔で凍こおり付ついている。それはいつもの反応だ。酷ひどいことを言うダヤンを厭いとうアリアの反応なはずだ。だが、ゆるゆると解凍したアリアは、いつもと違い皮ひ肉にくっぽく口の端を持ち上げた。


    「私……そこまで道具？」


    　その問いに隠された感情を図りかね、ダヤンはいつも通り断言した。


    「道具だよ」


    　彼女がどう反応するかと、息を詰める。


    　反応をうかがうダヤンの前で、アリアはたちまち表情を消した。


    「……もういいわ。好きにして」


    　ぽつりと呟つぶやき、アリアはダヤンの胸に頭を落として目を閉じた。


    　ダヤンは恐おそる恐おそる彼女の肩かたに触ふれる。アリアはぴくりとも反応しなかった。


    　活動を停止してくれたことにほっとし、ダヤンは彼女の背から魔力を注そそぐ。


    　まだ大丈夫だ。好かれてなどいないはずだ。自分をそう納得させる。


    「ダヤン？」


    　ルピナスが心配そうにダヤンの袖そでを引いた。


    「大丈夫？」


    「……大丈夫ではないな」


    「慰なぐさめてほしい？」


    　ルピナスは傍かたわらで腕うでを広げてみせた。


    　ほしい──と言いかけて、ダヤンは口を閉ざした。


    　ずるずると気持ちが引きずられて、昔の自分に戻ってしまうことを怖こわいと感じる。


    　無言になってしまったダヤンに憤ふん慨がいし、ルピナスは頬ほおを膨ふくらませた。


    「じゃあ慰めてあげない」


    　と、膝ひざを抱えて丸くなる。ダヤンはルピナスの丸まった背中を見下ろした。


    　この少女を、ダヤンはオスカーから守り切らなければならない。自然と身体からだが強こわ張ばった。


    　最後に会ったのは二年前、あれから一度も顔を合わせていないオスカーが近くにいる。そのことを改めて実感し、言葉にしがたい感情が湧わいた。


    　彼に再会したら……自分はどうするのだろう……。


    



    



    　棺ひつぎに閉じ込めてほしい──アリアがそう思ったのは初めてだった。


    　その願いは翌日にかなえられ、アリアは棺の中へと眠らされた。


    　なぜ自分が苛いら立だっているのか、傷ついているのか、泣きそうな思いに腹の中を焼かれているのか、アリアには分からない。


    　思えば、死体として蘇よみがえってから二年間、ダヤン・マクレガーを占有していたのはアリアだった。ダヤンはいつでも道具であるアリアを気にかけ、アリアの手入れに時間を費やし、すぐそばにいた。


    　手を伸ばせばすぐに届く場所。喉のどを掻かき切って一息に殺せる場所。ダヤンはそこにいた。


    　ダヤンはアリアのものだったのだ。


    　アリアが殺すと決めているアリアの獲え物もの。


    　自分以外の誰かがダヤンの心や身体や時間を縛しばっていたことはない。


    　強いて挙げるとするなら魔ヴア術ールだけが、アリアからダヤンを奪ったけれど、それ以外の何かがアリアより優先されたことはない。アリアはダヤンにとって唯一無二の道具だったからだ。


    　けれど今、ダヤンの心や身体からだや時間を占めているのはアリアではない別の少女だった。道具ではなく、一人の人間として大事にされている少女。


    　何な故ぜだかアリアは、ダヤンにそんな相手が現れるわけはないと信じていた。


    　けれど現実はあっさりと残酷で、アリアはもう、彼を自分のものだと断言できなかった。


    　自分と彼女は全く違った。


    　彼女はダヤンに愛されている。


    　アリアは彼に殺された。


    　痛むはずのない胸が痛む。


    　彼に殺された瞬間だけが、アリアに残された記憶だった。


    　それを思い出すたび、アリアは思う。


    　どうして自分は彼に殺されたのか……。


    　いくら考えてもそれを思い出すことはできないのだ。


    　ダヤンに殺されて、アリアは彼の所有物になった。


    　ならばアリアがダヤンを自分の物にするためには……？


    　その問いに、頭の中で答える声があった。


    　その声は自分によく似ていた。

  


  
    



    　　　第三章　彼女の秘密


    



    　ダヤンがアリアを棺ひつぎから出したのは三日後の夜だった。


    　この三日間、ダヤンはルピナスと共にアリアの回復を待ちながら、街の様子を調べていた。


    　街の中には、多くの悪魔が人に紛まぎれて暮らしている。ダヤンは目で見てそれを看かん破ぱすることはできないが、ルピナスが宿やどの窓から行きかう人たちを眺ながめ、悪魔が通るたびに教えてくれた。


    　みんなお父さんと契約している悪魔だと彼女は言った。悪魔たちがオスカーに会いに来るのを、彼女はいつも見ているらしい。


    　ダヤンは時折街へ出て、街の人たちの様子をうかがう。表面上は平穏に暮らしているが、彼らの中には額ひたいに魔術法陣ヴアルグラーンを刻まれた者が幾人もいた。


    　大勢の悪魔と、生いけ贄にえのように印を刻まれた人々……オスカーがこれらを使って何をしようとしているのか、ダヤンにはまだ分からない。


    　アリアが動けない今の状況で、悪魔のあふれかえる街から逃げるのは危険だ。途中で敵に見つかったら、ルピナスを守り切れるか分からない。アリアが動けるようになるまで、ここから動くわけにはいかなかった。


    　その間、オスカーの契約する悪魔がダヤンたちを襲ってくることは一度もなかった。


    　場所を突き止められていないのかもしれないし、泳がされているのかもしれない。


    　オスカーの手の上で遊ばされているような心ここ地ちのまま、ダヤンはいつ襲われても対処できるよう構えていた。


    　仕込んでおいた疑ぎ似じ体液がようやく完成し、ダヤンは棺ひつぎの蓋ふたを開ける。アリアはいつも通りゆっくりと目を開けた。


    　この瞬間、ダヤンはいつもほっとする。彼女が今日も目を覚ましてくれたことに、えも言われぬ安あん堵どを覚える。


    　アリアは何も言葉を発しなかった。ダヤンは彼女を棺から出して、出来上がった疑似体液を入れ替えた。その間も、アリアはずっと黙っていた。


    　作業を終えるのに長い時間がかかってしまい、いつしか夜が更ふけていた。ルピナスはもう、一つしかないベッドで眠っている。


    　新しい疑似体液で満たされたアリアに、ダヤンは声をかけた。


    「動けるか？」


    　聞くと、アリアはゆっくり身体からだを起こした。


    「問題なさそうだな」


    「……そうね。何の問題もないわ」


    　低い声でぽつりと言い、アリアは顔を上げて、突然腕うでを振るった。鋭するどく伸びた爪つめが、ダヤンの喉のどをかすめた。ダヤンは背後に飛とび退すさり、すんでのところで絶命を逃のがれた。


    「お前……何の真ま似ねだ」


    　またいつもの不ふ機き嫌げんかとダヤンは険けわしい顔をしたが、アリアはいつものように怒ったり苛いら立だったりする様子はなく、落ち着いた顔でダヤンを見つめていた。


    「もっと早くこうすればよかった」


    「は？　何のことだ？」


    　ダヤンは首を伝う血の筋を手の甲こうで拭ぬぐいながらアリアを睨にらむ。


    　アリアは無言で伸ばした爪を構えた。


    「おい」


    　呼ぶが、アリアは身を沈めて跳ちよう躍やくする。


    「おい！」


    　叫びながらダヤンは腕で自分の身体を庇かばった。


    　すさまじい速度で突っ込まれ、ダヤンは壁に激突する。アリアはダヤンを床に押し倒し、喉のど元もとに爪を突き付けた。


    　殺される──！　と本気で感じ、ダヤンは全力で抵抗しようとして、気づくと何な故ぜか身体の力を抜いていた。


    　何をやってるんだろう……？　冷静な頭の一部が自らに問いかける。殺されかけて、どうして抵抗していないのだろう？


    　爛らん々らんと燃えるアリアの瞳ひとみが間近にあった。泣き叫ぶことをこらえるように、表情を歪ゆがめている。彼女は本気で、ダヤンを殺したいと思っているのだ。それを感じ、ダヤンは自分の身体からだが動かぬ理由を自覚する。


    　彼女になら、殺されてもかまわない……。


    　アリアは無む抵てい抗こうのダヤンにのしかかり、床に押さえつけ、封ふう印いんを解かれて獣けものと化した時のような瞳で見下ろしてくる。その攻こう撃げき的な瞳に魅み入いられ、ダヤンはぞくりとした。薄く開いた彼女の口元に、鋭するどい獣の牙きばが見えるような気がした。


    　喰くわれる……。


    　そんな錯さつ覚かくにとりつかれ、ダヤンは瞬まばたきもせずアリアを見上げる。


    　アリアの唇くちびるがかすかに動いた。


    「どうして……私を殺したの？」


    　心臓を掴つかまれたかのように、ダヤンの胸は一つ大きく鼓こ動どうした。


    　部屋の中に張り詰めた静せい寂じやくが下りる。


    「お前を…………道具として利用したかったからだ」


    　ダヤンは嘘うそをつき通した。


    「そう……分かったわ」


    　小さく呟つぶやき、次の瞬間──アリアはゆっくりと身体を屈かがめ、突然覆おおいかぶさってきた。


    　何が起きたのか分からず、ダヤンは頭が真っ白になった。アリアは、ダヤンの唇を自らの口で塞ふさいでいた。


    　唇に氷の冷たさを感じ、ぎょっとして我に返る。ダヤンは反射的に彼女の身体を押し返そうとして、突とつ如じよ襲ってきた強烈な痛みに絶ぜつ叫きようした。


    　アリアがダヤンの下唇を噛かんだのだ。


    　ダヤンはパニックになり、噛みつかれたままバタついた。無理やり引きはがしたら唇をもぎ取られる。本気でそう感じた。叫び声をあげるが、まともな言葉にならない。


    　しかしそこで痛みはふと消える。アリアは口を放してダヤンを見下ろしていた。


    　ダヤンは荒い息をつきながら自分の口を押さえ、唇がきちんとくっついていることを確かめる。手のひらにどろりと赤いものがついた。アリアは口の中に溜まったダヤンの血を横に向かってぷっと吐はき出した。客室の床がわずかに赤く染まる。


    　ダヤンは非難の意を込めてアリアを見上げた。アリアは問われる前に口を開いた。赤く染まった唇が動く。


    「あなたを殺したいの」


    　今までに幾いく度どとなく聞かされたその言葉が、奇妙に艶つやを帯おびて聞こえる。


    「でも……殺さない。あなたは私の獲え物もので、殺せばずっと私の物にしておけるって分かってるけど……しないわ」


    　諦あきらめのような、あるいは決意のような意思を込めてそう言い、アリアはダヤンの上から立ち上がった。


    「さよなら」


    　何の脈みやく絡らくもなく別れの言葉を告げ、アリアは客室の窓を開け放った。


    　夜の景色が目の前に広がる。


    「アリア！」


    　ダヤンは痛む唇くちびるで鋭するどく呼び止める。


    　しかし彼女は振り返りもせず、闇やみの中に身を躍らせた。


    　ダヤンは茫ぼう然ぜんとその場に座り込む。窓から入る冷たい風が頬ほおを刺した。


    「ダヤン？」


    　呼んだのは、アリアに似たアリアではない声だ。


    　寝ていたはずのルピナスが、いつの間にか起きていた。


    「彼女は行ってしまったの？」


    「……ああ。あいつはどこに行ったんだ。何を考えてるのか全然わからん」


    　ダヤンは絶望的な気分で独り言のように問いかける。


    　うっすら微ほほ笑えみながらルピナスはかぶりを振った。


    「そういうことを聞く人には教えてあげない」


    　からかうような物言い。いかにもアリアらしくて腹が立った。


    「魔力が切れる前に追いかけて連れ戻す」


    　悪魔が闊かつ歩ぽしている街の中を思い出してぞくりとする。あれにアリアが捕つかまったら……嫌いやな想像が頭を占めた。


    　ルピナスを奪い去ることができたところで、アリアを失ったら何の意味もない。


    「一いつ緒しよに来てくれ」


    　ダヤンは手を差し出す。しかし、ルピナスは何な故ぜかその手を取ろうとしなかった。


    「追いかけたって、彼女は戻らないわよ」


    「どうしてそう思う」


    「分かるわよ。だって私は彼女だもの。そして彼女は私だもの。彼女はあなたのもとに戻ってこない」


    　はっきりと断言され、ダヤンは頭を鈍器で殴なぐられたような衝撃を受けた。


    　何故だろう……ダヤンはアリアが自分から離れていくなんてことは絶対にないと思っていた。それが殺意であったとしても、アリアの執しゆう着ちやく心しんはいつも自分にあると思い込んでいたのだ。


    　しかし今、ルピナスの──アリアの魂たましいを持つ彼女の口から確かに告げられた。アリアは戻ってこないと──


    　ルピナスは悲しげに微ほほ笑えんだ。


    「あなたへの憎しみが揺らいでしまったの。憎しみを失ってしまったら、彼女は──私たちは──あなたの傍そばにいられない」


    　ダヤンは動転した。アリアの憎しみが揺らぐことなどあるものかと思っていた。いや、今でも思っている。道具として無情に扱い、優しいことなど何一つしてこなかった。憎まれるために憎まれてきた。事実、ダヤンは彼女の命を奪った殺人者であり、魂たましいをかすめとった支配者でもある。憎まれないはずはない。


    「憎む方が楽だもの。憎んでいれば、あなたの傍にいられたわ。罪から目を逸そらしてしまえた」


    「罪？」


    　その言葉は奇妙な強さを持ってダヤンの耳に残った。ルピナスはゆっくり一つ頷うなずいた。


    「私には罪があるわ。私はあなたに私を殺させた。それは全部私のせいよ。お父さんがおかしくなってしまったのは私のせい。彼女は記憶をなくしても、自分の罪を分かってる。そこから目を逸らすために、ずっとあなたを憎んできたのよ」


    「ちょっと待てよ、どういうことだ？　お前がオスカーに何をしたって？」


    　突然オスカーの話になり、ダヤンは眉まゆをひそめた。


    「生まれてきたのがいけなかったの」


    　ルピナスは投げ捨てるように言った。ダヤンは怪け訝げんな顔になる。アリアが戻ってこない理由を問いただしたはずが、思いもよらない答えが返ってきて、ダヤンは動揺していた。


    　アリアはダヤンの動揺を置き去りにして言葉を重ねる。


    「私が生まれなければお父さんはあんな風にならなかった。そしたらダヤンはずっと村にいられた。私を殺すこともなかった。私がいなければ……ダヤンは苦しまなくてすんだ。ずっと平和に生きられた。あなたを憎むことができなくなったら、その罪と向き合わなくちゃいけないわ。彼女の心はそれを知ってる。だから彼女は戻らない」


    「待てよ！　俺が苦しんでるかどうかなんて、お前が勝手に決めるな！」


    　ダヤンはカッとなって怒ど鳴なった。


    「ダヤンが故郷の村を好きだったこと、私は知ってるわ。村の人たちを好きだったことも知ってる。それから、私のことをもっと好きだったってことも知ってる。私はあなたの好きだったものを全部奪った」


    「それがどうしてお前のせいだっていうんだ。仕向けたのはオスカーだろ。それはお前のせいなんかじゃない」


    　目を吊り上げたままダヤンは断言する。しかしルピナスは首を横に振った。


    「いいえ、全部私のせいよ。生まれてきたこと自体がいけなかったんだと思ってる。だからみんなに優しくしようって思ったわ。自分が生きていることの罪悪感から目を逸らしたかったから……。だけど、無む駄だだった。やっぱり私が生まれてきたことが間違ってた。私は罪の結けつ晶しようみたい。私が生まれてきたせいで、お父さんは……」


    　ルピナスの瞳ひとみは洞ほらのように暗く沈んだ。


    　ダヤンは絶句する。


    　アリアがそんな風に感じていることは知っていた。その理由の大半は、父親の愛情を得られなかったことにあるとダヤンは密ひそかに思っている。


    　人が嫌きらいで、自分が嫌いで、嘘うその笑顔で自分を鎧よろい、いい子でい続けようとした。そんなアリアを知っている。


    　だが、アリアのせいでオスカーがおかしくなったというのは、意味が分からない。


    「お前は師匠に……何をしたんだ？」


    「……絶対言わない。あなたに知られたくないの。だけど私に罪があるのは本当よ。だから彼女を連れ戻すのは諦あきらめて」


    　ルピナスははっきりと拒絶する。


    「お前は本当に……」


    　ダヤンは舌打ちしてしまう。面めん倒どうくさいという言葉が頭の中で爆発しそうだ。彼女ほど面倒くさい人間を、ダヤンは他に知らない。


    「だったら黙ってろ。戻りたくないと言おうが、俺は勝手にあいつを捜さがすからな」


    　ルピナスの腕うでを掴つかみ、ダヤンは宿やど屋やを飛び出した。


    



    　夜の中、ダヤンは街を歩き回る。


    　見つからぬようコートのフードをかぶり、ルピナスにも大きな布をショール風に頭と肩かたへ巻き付けて、ひっそりと歩んでゆく。


    　ルピナスを一人で宿に残したくなかった。手の届くところに置いておきたかったのだ。手の届く範囲なら、何が起こっても守ってみせる。


    　アリアの魔力を捕とらえようとするが、やはりこの街の魔力の出所は多すぎて、アリアだけを捕捉するのは難しい。


    「お前、アリアの居所は分かるか？」


    「さあ、どうかしら」


    　ルピナスはダヤンに手を引かれながら、誤ご魔ま化かすように答えた。それでダヤンはピンとくる。


    「分かるんだな」


    「見つけたところで彼女は戻らないって言ってるのに。それでも捜すの？」


    「捜すよ。あいつに会いたいんだ」


    　真まっ直すぐに言うと、ルピナスは達たつ観かんした表情を困ったように歪ゆがめた。


    「ダヤンは……いつもずるい」


    「何がだよ。俺、お前にずるいことなんか一度だってしたことないだろ。酷ひどいことはしたことあるけどな」


    「そう思ってるところがずるい」


    　ルピナスは小さくため息をついた。


    「でも……言わないわ。ごめんね」


    「お前の方がよっぽどずるいな」


    　ダヤンは顔をしかめた。


    　ルピナスはそんなダヤンの頬ほおを撫なでるように手を伸ばしてきた。しかしその手がダヤンに触ふれる直前、彼女は唐とう突とつに表情を消した。


    　今までのアリアらしい素振りが一変し、知らない少女の顔つきになる。


    「早くこの国を出ていって」


    　硬い声が諭さとすように言った。ルピナスは訝いぶかるダヤンを真正面から見つめ、真しん剣けんな顔で言葉を重ねる。


    「彼女はもう君のもとへ戻らないし、わたしも君とは行かない。だから、今すぐ一人でこの国を出て行って。旅はもう終わりよ」


    　突然告げられた言葉に、ダヤンは動揺する。強い拒絶の意思が彼女の言葉には込められていた。


    　しかしそこで、ダヤンはふと違い和わ感かんを覚えた。ルピナスをじっと見下ろし、その違和感を口に出す。


    「お前……誰だ？」


    「……わたしはルピナスで、アリアよ」


    　彼女は仮面のような微笑でそう答えた。しかし、やはり違うとダヤンは感じる。


    　さっきまでのルピナスは、顔が似ていなくてもアリアに見えていた。細かな仕し草ぐさや表情の出し方が、驚くほど一致していたからだ。


    　けれど今のルピナスは、それらが全く違っていた。顔も、表情も、仕草も、全てが違ってしまえば、それはもう知らぬ少女にしか見えない。


    「お前、アリアじゃないだろ」


    「……わたしはアリアよ」


    「嘘うそだ。お前はアリアじゃない」


    　ダヤンはありったけの警けい戒かい心しんを眼まな差ざしに乗せて彼女を見み据すえた。


    　掴つかんでいた手を放し、やや距離をとる。


    　ルピナスは驚いたようにとダヤンを見つめ、悲しそうに微ほほ笑えんだ。その微笑みもやはり、アリアの笑い方とは違っていた。悲しげな笑みのままルピナスは囁ささやくように言う。


    「お願い……わたしを生き返らせないで……そんなことをしたら……」


    『困るね』


    　そのとき不ふ意いに闇やみの中を低い声が這はい寄り、ルピナスの言葉を遮さえぎった。ダヤンがはっと振り向くと、暗い道の先に一人の女が佇たたずんでいる。異国風の服を着た美しい女だ。


    「ガーガウルド……」


    　己おのれの契約する悪魔の姿に、ダヤンは思わず安あん堵どの声を漏もらしていた。


    『私の契約者ベルダーを、誑たぶらかすのはやめてもらおうか』


    　ガーガウルドの瞳ひとみには、ありありと怒りの色が湛たたえられている。その姿を目まの当あたりにした途と端たん、ルピナスは青ざめて後退ずさった。彼女の瞳には恐怖と──そして憎ぞう悪おが込められている。ルピナスは憎しみの瞳をガーガウルドに向けたまま、全身をカタカタと震ふるわせ、ふっと糸が切れたようにその場へ倒れる。


    「アリア！」


    　ダヤンはとっさにそう呼んでしまった。


    　倒れたルピナスの身体からだを抱だき起こすが、彼女は意識を失ってぐったりとしている。


    　以前アリアがガーガウルドを目の当たりにして我を忘れたことを思い出し、ダヤンはとっさに彼女を抱えたままガーガウルドを睨にらんだ。


    　その態度を見て、ガーガウルドはふっと笑った。嘲ちよう笑しようのようでもあり、親愛が込められているようでもあるその笑みに、ダヤンは険けわしい表情を返す。


    『心配することはないさ。彼女には何もしていない』


    　ガーガウルドは悠ゆう然ぜんと言い放ち、己の無実を証明するかのように両腕うでを広げてみせた。


    『ただ、彼女にとって私は恐怖の対象なのさ。それは仕方のないことだろう？』


    　むろんガーガウルドの言葉は正しい。自分を死に追いやった悪魔が目の前に現れれば、そんな反応をするのは仕方のないことだ。だが──


    「ガーガウルド、これはアリアか？」


    　ダヤンはルピナスの身体を抱いたまま問うた。


    『ふふ……愛する少女を疑うのかい？　ならば答えてあげよう。この中にある魂たましいは、確かに君の彼女だ。それは疑いようのない事実だ。君だって分かっているんだろう？』


    　むろんダヤンは、彼女の身体にアリアの魂の半分が閉じ込められていることを疑ってはいない。だが、さっき会話を交かわしていた少女がアリアではなかったこともまた疑ってはいない。ダヤンがアリアを間違えるはずはないのだから──


    　ダヤンは確かにさっき、アリアではない誰かとしゃべっていた。


    　思い返し、ダヤンははっとした。あれが本当のルピナス──？


    　魂を失ったと彼女は自分で言った。だが、本当はまだ魂がこの身体にあるとしたら──？


    　今この肉体には、アリアとルピナス二人の少女の魂が混在していることになる。


    　だとしたら、なぜルピナスはダヤンに旅の終わりを告げたりしたのか……。


    　考えれば考えるだけ、彼女の言葉が全て疑わしいもののように感じてしまう。


    「ガーガウルド」


    『何だい？』


    　アリアの犯した罪というのは何だ──と、ダヤンはガーガウルドに聞こうとして、口を閉ざした。


    　ガーガウルドはアリアが幼い頃から彼女の中にいた。彼女の心を感じ、その行動をつぶさに見ていた。この悪魔は、アリアの罪について知っているはずだ。


    　しかし、それをこの悪魔に聞くのは反則だと感じる。答えたくないと訴えたアリアの意思を、踏みにじる行為のような気がする。


    　ダヤンは唇くちびるを引き結んで、意識を失ったルピナスを見下ろす。


    　そんなダヤンを眺ながめ、ガーガウルドは唇の端を持ち上げた。


    『ねえ、君……例えば彼女が咎とが人びとだったとしたら生き返らせることをやめるかい？』


    　唐とう突とつなその質問に怪け訝げんな顔をし、ダヤンはすぐ顔をしかめた。この悪魔は、ダヤンとルピナスのやり取りを聞いていたのだ。


    「そんなわけないだろ」


    　ダヤンは馬ば鹿か馬ば鹿かしいとばかりにかぶりを振った。


    「アリアが世界を滅ぼす悪魔だと言われても、俺はあいつを生き返らせるぞ。もちろん世界を滅ぼすことはやめさせるがな」


    　即答するダヤンに、ガーガウルドは目を丸くし、くっくと笑い出した。


    『そうだね、君はそういう人間だ。だから私は君を気に入っている』


    「そうか、それはありがとうな。俺もお前を好きだよ」


    『めでたく両思いだ。私の愛いとしい契約者ベルダー。君の苦悩とそれを乗り越える精神を、心から愛しく思うよ』


    　それはどうもとダヤンが返す前に、ガーガウルドは語調を変えて聞いてきた。


    『君、彼女の罪が何なのか、知りたいかい？』


    　ダヤンは一瞬目を見張り、すぐに表情を引き締めた。


    「知りたいよ。だけど、お前から聞くつもりはない」


    『へえ……そうかい？　そんな風に拒否されてしまうと、なおさら言いたくなるじゃないか。君は疑問に思ったことはないのかい？　彼女が生まれてきたことを、罪だと思ったことはないのかい？　彼女が生まれてこなければ、世界は今と違う姿をしていただろう』


    　ダヤンは無言でその言葉を飲み込み、吐はき出した。


    「それがアリアの罪だって言うなら、俺は世界を敵に回す覚悟をしないとな」


    　生まれただけで罪になる人間などいない。誰かの誕生を断罪するような権利など誰にもない。そんな当たり前の事実を、ダヤンは揺らぐことなく信じている。


    　ガーガウルドは口角を上げたまま更さらに続けた。


    『だが、彼女が罪にまみれているのは本当だよ。だから私はかつて彼女を欲した。ここまで無む垢くでありながら、罪深く穢けがれた魂たましいは他にない。父親の手で、彼女はそんな風に作られてしまった。彼女は罪そのもの……罪の結けつ晶しようなのだよ』


    　ダヤンは思わず歯は噛がみする。ただ生まれてきただけで、どうしてアリアがそこまで言われなければならないのか……。


    「いい加減にしろ、ガーガウルド。これ以上言うならお前を怒るぞ」


    　ダヤンは真ま顔がおで言った。ガーガウルドは目をまん丸くし、ふっと笑み崩れる。
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    『それは困るね。どうか怒らないでおくれ、私の契約者ベルダー。私はただ、困っているであろう君を助けるために参上しただけだ。君の彼女を捜さがしているんだろう？　どこへ行ったか分からなくて困っているんだろう？　早く彼女を捕つかまえた方がいい。この街は今、悪魔で溢あふれかえっているからね』


    　助けるなどと、悪魔は白々しく親切そうなことを言う。


    　ダヤンの苦悩を好むガーガウルドが、親切心からダヤンを助けることなどありえない。この悪魔はただ、ダヤンに契約を完かん遂すいさせようとしているのだ。


    「この街が危険なことは分かってるよ。だからアリアを捜しに出たんだろうが」


    　言いながら、ダヤンはルピナスを背せ負おって立ち上がった。


    「敵の手に渡すわけにはいかないからな」


    　アリアがオスカーに捕とらえられてしまう前に、ダヤンは彼女を見つけなければならないのだ。


    



    



    　全てがどうでもいいような気がしていた。


    　アリアは、自分が今何を考えて何を望んで何をしようとしているのか分かってもいない。


    　ダヤンの元を離れた。


    　造り主であり、仇かたきでもあった彼から離れた。


    　自分はじきに魔力が尽き、物言わぬ屍しかばねに戻るだろう。


    　胸の中には絶望感という名の黒い感情が渦うず巻まいている。それが何によってもたらされているのか、アリアは気づかぬふりをしている。気づかないまま、どうか終わらせてほしい。


    　夜の街を、屋根から屋根へと跳ちよう躍やくする。姿を隠すこともなく、人目に付く行動をとっていた。


    　しばらく街中を移動し、とある家の屋根で立ち止まると、周囲に気け配はいを感じる。街中にあふれかえる濃密な悪魔の臭においが、間近に集まっていた。


    　アリアは周囲をぐるりと見やる。屋根の上に、一つ二つと影が集つどい、アリアを取り囲んでいた。見知らぬ悪魔たちが、いつしかアリアを包囲していた。


    『見つけました、お嬢じよう様。ご一いつ緒しよにお越しください』


    　悪魔の一人が恭うやうやしく礼をしながら言った。


    「いつから私、あなたたちのお嬢様になったのかしら？　何か勘かん違ちがいしていない？　私はあなたたちのご主人様からお嬢様を奪った男の道具。あなたたちにとっては敵だわ」


    　アリアは冷たく言葉を返し、攻こう撃げき的に爪つめを尖とがらせる。


    　悪魔たちは身み構がまえた。


    『抵抗なさるなら力ずくで──あなたの肉体には用がありませんので』


    　言われてアリアは皮ひ肉にくっぽく笑う。彼らの言っていることはよく分からなかったが、そんなことはどうでもよかった。


    　敵が目の前にいる。それが全てだ。


    　アリアは無言で跳躍し、目の前の悪魔に肉にく薄はくすると爪で相手を切きり裂さいた。


    　ギャッと上がった悲鳴を合図に、悪魔たちは飛び掛かってくる。


    　その攻撃に腕うでを割さかれ、頬ほおを切られ、赤い体液をまき散らしながらアリアは笑った。


    　──お願いだから……私が自分の気持ちを認める前に、早く私を消してよ──


    



    



    『まずいことになったようだ』


    　ガーガウルドの先導で街を捜索していると、悪魔は空を見上げてつぶやいた。


    『遠くで悪魔が集つどっている気配がする。おそらく君の彼女が見つかってしまった』


    「っ……！　くそっ！」


    　ダヤンは思わず舌打ちし、ルピナスを背せ負おったまま走る速度を上げた。棺ひつぎに比べたら軽いものだ。


    「場所はどこだ！」


    『西の方だ。かなり遠いね』


    　ガーガウルドは遥はるか彼方かなたを指差した。


    　間に合ってくれ……と、幾いく度ども念じ、ダヤンはその場所へと走っていった。


    　夜でも都会の街には時折人通りがある。


    　ルピナスを背負って走るダヤンは人目を引いた。人さらいか何かのように見えたのだろう。


    　途中、ルピナスが目を覚ました。しかしダヤンは下ろす手間を惜しんで、彼女を背負ったまま走り続けた。


    　悪魔の気け配はいがしたという場所にたどり着いた時、そこにはアリアの姿も悪魔の群れも見当たらなかった。


    　ただ夜の静かな街並みが広がっているだけだ。


    『悪魔の気配はもうないね』


    　ガーガウルドは忌いま忌いましそうに言う。この悪魔がそんな風に感情を見せるのは珍しかった。


    「あいつはどうなったんだ？　足跡を追えるか？」


    『それは難しいな。彼女は私の契約者ベルダーではないし、ここには悪魔の気配が多すぎる』


    「……お父さんのところへ戻ったのよ」


    　ダヤンに背負われていたルピナスが、ぽそっと言った。


    　ダヤンは背後に首を巡めぐらせ、背負った少女を地面に下ろした。


    　彼女の仕し草ぐさや物の言い方は、いつの間にかアリアのそれに戻っている。


    　ルピナスはガーガウルドを見て、警戒するように身を硬くした。


    　ガーガウルドはそんな彼女を見て苛いら立だちを収め、薄く笑う。


    「アリアはやっぱり、師匠に捕とらえられたのか……」


    　ダヤンはぎりと歯は噛がみした。間に合わなかった。思考を切り替えるように強く息を吐はく。


    「師匠は今どこにいるんだ？」


    　問われたルピナスは腕うでを上げて、遠くを指差した。


    「お父さんはいつもハルバートのお屋や敷しきにいるわ」


    「ハルバート？」


    　ダヤンはその名を繰り返す。この国一番の富豪で、魔術師ヴアルドの地位を向上させたという男。ダヤンがオスカーとの繋つながりを疑っていた男だ。


    「やっぱり、そいつと師匠には関わりがあるんだな？」


    　ダヤンの目つきは自然と鋭するどくなった。ハルバートは街の人たちから慕したわれているのだろう。この国を発展させたのだろう。それでも、オスカーと手を組んでいるならダヤンの敵だ。


    「師匠はその男に雇やとわれているのか？」


    　オスカーは金で動く人間ではない。誰かと対等に信頼関係を結ぶような人でもない。そんな魔術師ヴアルドがハルバートと手を組んでいるというのは、何か不思議な気がした。


    　するとルピナスは、思いもよらない言葉を返してくる。


    「ハルバートはお父さんの信者よ」


    「は？　信者？　魔術師を信奉するような人間なのか、そいつは？」


    　ダヤンは目を白黒させた。最初話を聞いた時、ダヤンはハルバートを、魔術師に手を差し伸べ、力を合わせて街を発展させた人物だと思った。だが、信者となると話は逆転する。


    　ルピナスは軽く首を傾かたむけた。


    「ハルバートは魔術師になりたくてなれなかった人なの。才能がなかったんですって。だから、お父さんを妄信してる。お父さんのためなら全財産なげうつくらいに」


    　その言葉にダヤンは驚き、納得した。珍しい話ではあるが、魔術師になりたかったというならあこがれの対象を信奉するのは分かる。幼い頃、ダヤンがオスカーの魔ヴア術ールを見て魅せられたように、ハルバートもまた魔術に惹ひかれたのだろう。


    「手を組んでるんじゃなく、師匠が一方的にその男を利用してるってことか……」


    「ハルバートは、お父さんの魔術の研究に莫ばく大だいな金額の援助をしてるわ。だけど……お父さんはハルバートに興味がないみたい」


    　ダヤンはオスカーが村にいたころのことを思い出した。


    　オスカーは、村人全てを拒絶しているようなところがあった。いや、それどころか──


    「そもそも師匠は人間なんて、一人残らず虫けら扱いだろ」


    　ハルバートだけじゃなく、オスカーは全てを疎うとんじていた。アリアと同じだ。


    「そんなことないわ。お父さんはダヤンのことを気に入っていたでしょう？　私より、ダヤンがお父さんの子供だったらよかったのにね」


    　ルピナスは遠い目をして言った。そしてダヤンの顔を覗のぞき込こむ。


    「本当に彼女を取り戻したいの？」


    「当たり前だ」


    「それなら、連れて行くわ」


    　その言葉が意外で、ダヤンは面食らった。


    「さっきは一人で国を出ていけと言ってたのに、どういう風の吹き回しだ？」


    　疑うたぐるように聞く。するとルピナスはきょとんとして首をかしげた。


    「私、そんなこと言ってないわよ」


    「は？　いや、さっきそう言っただろ」


    「言ってないったら」


    　頑かたくなに否定され、ダヤンは眉み間けんにしわを刻んだ。


    　やっぱりさっきのあれはアリアじゃなかった。ダヤンの感じたことは正しかったのだ。やはりあれが失われたと思われているルピナスの魂たましい……。


    　しかし、それならルピナスは何な故ぜ旅の終わりを告げてきたのか、それが謎なぞだ。


    　しばし沈黙して考えたものの、よく知りもしない少女の思いなどダヤンに分かるはずがない。


    「ハルバートの屋や敷しきとやらへ連れて行ってくれ」


    　ルピナスの理解を諦あきらめ、ダヤンはアリアの行方を追うことにした。


    



    



    　ハルバートの屋敷は、街の中央にある大通りに面していた。


    　重厚な雰ふん囲い気きを携たずさえた巨大な建物が、水をたたえた深い堀でぐるりと囲まれ、まるで城のようだ。


    　ガーガウルドはいつの間にか姿を消していて、ここにいるのはダヤンとルピナスだけだった。


    　ダヤンは世界の視点を切り替えて、魔力の流れを目視しようとする。アリアがこの屋敷の中にいることを、確かめたかった。


    　視点を切り替えると、たちまち目の前に洪水のような映像が押し寄せた。目がちかちかして頭が痛む。ここは街のどの場所より、魔力が満ち満ちていた。


    　ダヤンは痛む頭を押さえ、どうにかアリアの気け配はいを探さぐる。身動きもせず屋敷を凝ぎよう視しする。


    　かなりの時間が経たち、ダヤンの額ひたいからはつうっと季節外れの汗が流れた。


    「……見つけた、アリアだ」


    　ダヤンは瞬まばたきして世界の景色を元に戻した。くらっとめまいがする。


    「あいつは間違いなくここにいる。どうやって取り戻すかな……」


    　ダヤンは眉間を押さえて思案する。


    　今まで喰くらった悪魔の保有する魔術法陣ヴアルグラーンで、使えそうなものをいくつか思い浮かべる。


    「準備に少し時間がかかるが、お前がこっちにいてくれれば……」


    　と、ダヤンはルピナスの方を向いた。


    　魂の半分である彼女がダヤンの手の内にある限り、アリアの魂が魔ヴア術ールに使われることはない。両方がそろわなければ意味がないのだ。


    「いったん宿やどへ戻って、魔術法陣を仕込むか……」


    　そう呟つぶやいた時、頭の中でキイイインと小さな音がした。


    　ダヤンはピタッと動きを止め、再びハルバートの屋敷を見やった。


    　何故、わざわざ出直す必要があるのだろう？　このまま押し入れば、アリアを取り戻すことは簡単にできるはずだ。いちいち準備をする必要など何もない。


    　ダヤンは屋敷を見上げてそう思った。


    　さっきまで胸に満ちていた警けい戒かい心しんが、溶けるように消えている。


    　自分の感覚の変化を、ダヤンは自覚することさえできなかった。


    「アリアを取り戻しに行く。どこか入れる場所がないか？」


    　ダヤンは自分の変化を全く疑いもせず、ルピナスに聞いた。


    「あるわよ、中に入れるところ」


    　ルピナスは裏手へ回り、堀にかかる小さな橋を渡ると、ポケットから取り出した鍵かぎで裏口を開けた。おいでおいでと無言で手招きされ、ダヤンは彼女に続いて屋や敷しきへと侵入する。


    　廊ろう下かの向こうから複数の足音がして、ダヤンとルピナスは大きな柱の陰に隠れた。


    　数名の使用人が歩いてきて、二人に気づかず通り過ぎてゆく。彼らの姿が見えなくなると、傍かたわらのルピナスがダヤンの袖そでを引いた。


    「あの人たちも悪魔だわ」


    「本当か？」


    　ダヤンは驚いて彼らの立ち去った方を見る。


    「ええ、このお屋敷の人間は、私を入れて四人しかいないわ。働いてるのは一人を除いてみんなお父さんの悪魔よ」


    「その一人ってのは？　執事か何かか？」


    「いいえ、乳う母ばよ、おばあさん。その人は人間だわ」


    　考え込むダヤンの手をルピナスが握にぎった。


    「こっちよ。うるさくしないでね」


    　ルピナスはダヤンの唇くちびるの前に人差し指を立てて沈黙を求めた。ダヤンが小さく顎あごを引くのを見て、彼女はダヤンの手を握ったまま歩き出した。


    「師匠とアリアの居所が分かるのか？」


    　声を潜ひそめてダヤンは聞いた。


    「自分の部屋にいるはずよ」


    　ルピナスはすたすたと遠慮なく廊下を歩き、ふと足を止めた。そして突然走り出す。


    「おい、離れるな！」


    　ダヤンは鋭するどく呼び止めた。しかし、ルピナスはダヤンの制止を聞かず廊下の角を曲がってしまう。すぐさま後を追い、ダヤンは唖あ然ぜんとして立ち尽くした。ルピナスの姿は消えていた。


    「おい……ルピナス!?」


    　ダヤンは彼女を呼んだ。しかし返事はない。彼女の姿を求めて足早に廊下を進んでゆくと、不ふ意いに誰かが角を曲がって現れた。


    『お前──』


    　その人物は言うなり牙きばをむいた。文字通り牙が長く伸びたのだ。


    『悪魔喰いのダヤンだな。来てもらうぞ』


    　こいつは悪魔だ──！　それを認識するが早いか、ダヤンは考える間もなく銃じゆうを抜いて精神撹かく乱らん用の魔術法陣ヴアルグラーンを仕込んだ弾丸を撃ち込んでいた。


    　相手は幸い下級の悪魔だったようで、ダヤンの攻こう撃げきをまともに受けた。悪魔は目を回して廊ろう下かに倒れる。ダヤンは即座に悪魔の腹に手を突き刺し、速やかにその悪魔を喰くらった。


    　思わぬ獲え物ものに喜ぶ間もなく、銃声を聞きつけて近づいてくる複数の足音が聞こえる。


    　相手が悪魔か人間かも分からないまま、ダヤンはその場を退避した。全員を相手にするのは得策ではあるまい。


    　消えたルピナスの姿を捜さがして足早に廊下を歩く。歩いているうち、ダヤンは不思議な感覚にとらわれた。人の気け配はいが全くしないのだ。まるで廃はい墟きよを歩いているかのようである。


    　この屋や敷しきに人間は四人しかいないとルピナスは言った。ルピナス、オスカー、ハルバート、それにあと一人、ルピナスが乳う母ばと言っていた老ろう婆ば。この広い屋敷に、たったそれだけしかいないのだ。


    　考えながら歩いていると、どこからともなく歌声が聞こえてきた。ダヤンはその歌声に耳を澄すませる。それは子守歌だった。


    　か細いその歌声が聞こえる方へ、ダヤンはそっと歩いて行った。


    　角を曲がってすぐの位置に、少しドアの開いた部屋がある。歌声はそこから聞こえていた。


    　ドアの隙すき間まから、ダヤンは部屋の中を覗のぞいた。


    　暖かな暖だん炉ろの炎が揺らめく小ぢんまりとした部屋の中に、一人の老婆が見えた。


    　ロッキングチェアに腰こし掛かけ、身体からだを揺らしている。


    　それは悪魔か人間か……ダヤンは老婆の姿を凝ぎよう視しした。魔力を視認してみるが、この老婆から悪魔の魔力を感じることはできない。人間だ。


    　そこで老婆は子守歌を歌うことをやめ、ドアの方を振り向いた。


    「誰かいるの？」


    　小首をかしげて聞いてくる。ダヤンは黙して考えた。ルピナスが言っていた乳母の老婆。それが彼女に違いない。


    　オスカーとハルバートとルピナス以外で、ここに暮らす唯一の人間。おそらくはハルバートの乳母なのだろう。


    「いったいだあれ？　オスカー様かしら？」


    　老婆はぼんやりとした眼まな差ざしを入り口の方へ向けてきた。


    　彼女はオスカーを知っている。何か情報を得られるかもしれないと思い、ダヤンはドアを開けて部屋の中へ入った。


    　姿を見せたダヤンに、老婆は目を丸くする。


    「あら、初めてのお客様ね。坊やは誰かしら？　突然現れて、まるで妖よう精せいさんみたいね」


    　にこにこと笑って夢見るようなことを言った。


    「おばさん、オスカーを知ってるのか？」


    「もちろん知っていますとも。あの子を育てたのは私ですからね」


    　顔をほころばせて老ろう婆ばは答えた。ダヤンは愕がく然ぜんとし、混乱した。


    　この老婆がオスカーを育てた？


    「……あんたの言うことが正しいなら、オスカーはこの家で育ったってことになるが？」


    　疑わしげに聞くダヤンに、老婆は目をぱちくりとさせた。


    「ええ、そうですよ、妖よう精せいさん。私はこのお屋や敷しきに勤めている乳う母ばですからね。オスカー様とハルバート様を育てたわ」


    　ダヤンは理解が追い付かず、ますます混乱した。が、いくら考えても老婆の言葉が示す事実は一つだった。


    「この屋敷は……オスカーが生まれた家なのか？」


    「ええ、そうですよ。オスカー様はハルバート様の弟ですよ」


    　老婆は優しく微ほほ笑えんだ。


    　ダヤンは言葉を失い、アリアとルピナスの顔を頭に思い浮かべた。ルピナスはハルバートの娘だと言っていた。つまり、あの二人は従姉妹いとこ同士だったのだ。


    　何もかもが想定外だった。ダヤンはオスカーに生まれた家があるということすら想像したことがなかった。


    　ダヤンは田舎いなかの村で質素な暮らしをしているオスカーしか知らない。


    　彼は贅沢に興味がなく、裕福な暮らしなどとても似合うような人間ではなかった。


    　こんな豪邸で生まれ育ったなどとは思いもしなかった。


    「おばあさん……」


    「なあに、妖精さん」


    「オスカーは、俺と同じ村で暮らしてたんだ。あの人はどうしてこの家を出たんだ？」


    　魔ヴア術ールの研究をするなら、何不自由ない暮らしができるこの屋敷の方が遥はるかにいい。なのにどうして、田舎の村へ移り住んだのだろう？


    　すると老婆はたちまち表情を曇くもらせた。


    「全てはライラのせいですよ」


    　今までとは打って変わって険けわしい声が女の名を口にする。


    「ライラってまさか……」


    　ダヤンはその名を知っていた。それは二年前に亡くなったアリアの母親の名前だ。


    「オスカーと彼女はこの国で出会ったのか？」


    「……ええ、ライラはオスカーを誑たぶらかしたの」


    「誑かした……普通に出会って恋に落ちたとかじゃなく？」


    　ダヤンが怪け訝げんな顔で首をひねると、老婆は嫌けん悪おを込めて強く首を振った。


    「ライラは淫いん婦ぷですよ」


    「……は？」


    　ダヤンは思わず素すっ頓とん狂きような声を上げた。


    　ダヤンの記憶にあるアリアの母は、清せい楚そで優しい女性だ。魔ヴア術ールの美しさを追究するダヤンにとって、人の造ぞう作さなど称賛するに値しないが、それでもライラは娘と似ていて綺き麗れいな顔立ちをした人だった。淫婦という言葉の持つ雰ふん囲い気きにはまるでそぐわない。あまり大人びた雰囲気がなく、どちらかといえば少女のような女性だった。


    　ダヤンの混乱をよそに、老ろう婆ばは話を続ける。


    「あの娘はハルバート様が使っていた下女だったの。ハルバート様がそれを、魔術の実験に使ったらいいと、オスカー様に譲り渡したんですよ。オスカー様は子供の頃から魔術がお好きでしたからね」


    　ダヤンの表情は自然と歪ゆがんだ。ハルバートが使っていた下女という言葉に、なんとなく含みを感じたからだ。ただの下女ではなかったのかもしれないと思う。


    「オスカーは彼女を、何の研究に使ったんだ？」


    　ダヤンは思考を切り替えて話を繋つないだ。


    　オスカーは娘のアリアも魔術の道具にした。妻を同じように扱ったと言われても、さほどの驚きはない。


    　老婆はゆっくりと記憶をたどるように遠くを見て答えた。


    「オスカー様は、ライラの目を治したんですよ」


    　その答えはダヤンの想像を完全に裏切っていた。


    「……あの人は目が悪かったのか？」


    「ええ、ライラは生まれつき魂たましいに欠陥があるとかで、長くは生きられないと診断されていたそうですよ。そのせいで失明したと聞いたわ。オスカー様はライラを実験材料にしたんですよ。それだけならよかったのに……ライラはオスカー様を誑たぶらかして、二人でこの屋や敷しきを出て行ってしまったわ」


    　老婆は深いため息をついた。


    「彼女さえいなければ、オスカー様がお屋敷を出ることもなかったでしょうに……オスカー様はライラが現れて、おかしくなってしまったの」


    　そこで老婆はほろほろと涙を流した。


    「でもよかった……オスカー様が帰ってきてくれて。ハルバート様も喜んでるわ」


    　泣きながら老婆は笑う。


    「ねえ、妖よう精せいさん。オスカー様と仲良くしてあげてね。あの子はとてもいい子で、とても可か哀わい想そうな子なんですからね」


    　祈るように手を合わせ、彼女は目を閉じた。


    「……オスカーが可か哀わい想そうってのは？　どういう意味だ？」


    　ダヤンはその言葉に少し引っかかった。


    　老ろう婆ばはふっと目を開けて、ゆっくり瞬まばたきし、


    「あら……坊やはだあれ？」


    　うつろな瞳ひとみで微ほほ笑えんだ。


    「そろそろ朝食の時間かしら？　一いつ緒しよにいかが？」


    　と、窓から見える真夜中の庭へ目を向ける。


    　さっきまでと全くかみ合っていないその言葉は、老婆の老いを感じさせた。彼女はもう、はっきりと物事を認識できていないのだ。ダヤンはしばし沈黙し、


    「捜さがし物をしに来ただけだよ。勝手に入って悪かったな」


    　軽く片手をあげて別れの合図をする。


    　老婆は優しく微笑んで、ひらひらと手を振った。


    「さよなら、ぼうや」


    「さよなら、おばあさん……元気で」


    　ダヤンは外に誰もいないことを確かめて、静かに部屋を出て行った。


    　ふと、オスカーの顔を思い出そうとした。けれど、何な故ぜだか毎日見ていたはずの師の顔を思い浮かべることはできなかった。今聞いた話と昔接していた師の姿が、頭の中でうまく合致してくれず、ぼんやりとした輪郭だけが頭の中に浮かんでいた。


    



    



    　まだこの世に存在してる……


    　目を開けて、アリアは自分の肉体が動くことを感じた。


    　薄暗い部屋のベッドに横たわっている。


    　見ると、身体からだについた無数の傷から疑ぎ似じ体液が漏もれていたらしく、シーツを赤く染めていた。


    　しかし傷はさほど深くないようで、体液の流出はもう止まっている。


    　このまま肉にく塊かいとして廃棄してくれればよかったのに……。


    　自分がこの世に存在している限り、アリアはダヤンについて考えなければならない。


    　自分が彼について抱いている感情から、目を背そむけることがもうできない。


    　自分を殺した憎い敵に、憎ぞう悪お以外の感情を抱くなど、そんなことがあっていいわけがない。


    　そんなさもしいことを、アリアは自分に許したくなかった。


    　ぼんやり天井を見上げていると、ドアの開く音が聞こえた。


    　無意識にそちらを向いて、アリアはぎくりとする。


    　ダヤンの昔の女──ルピナスが部屋に入ってきた。


    　彼女は静かに歩いてくると、アリアの横たわるベッドの端に腰こしかけた。


    「見つけた」


    　と、ルピナスは言った。アリアは緩かん慢まんな動作で起き上がる。


    「どうしてあなたが……」


    「ここはお父さんの家──ハルバートのお屋や敷しきだもの」


    　アリアは目を剥むく。少し分かりにくい言い回しだったが、ここは父であるハルバートの家だとルピナスは言ったのだ。ルピナスはハルバートの娘だったのだ。


    　儲け話の相手として探さぐっていたハルバートの娘と、ダヤンは恋仲になっていた──？


    「……彼は一いつ緒しよじゃないの？」


    　アリアはダヤンの名を呼ばない。彼という言葉はアリアにとって、たいていの場合ダヤン・マクレガーを指す言葉だった。


    　問われたルピナスはすぐにそれを理解した。


    「彼とは一緒に来たわ。だけどはぐれたの」


    　うっすら微ほほ笑えむルピナスに、アリアは敵意の眼まな差ざしを向ける。


    　その視線を受けて、ルピナスはくすくすと笑った。


    「ごめんね、嘘うそよ。わざと置いてきたの。あなたと二人で話したかったのよ」


    　そしてアリアに身体からだを寄せ、頬ほおをそっと挟むと鼻先をつんとくっつけた。


    　突然の行動に驚き、アリアはルピナスを突き飛ばすように押し返す。身を引き、攻こう撃げき的な目つきで睨にらみつける。


    「どういうつもり？　自分の男が他の女と旅していることに文句でもいいに来たの？　それは私のせいじゃないわよ。あの男が勝手に私を道具にして、好き勝手に扱ってるだけだわ」


    　冷静を装よそおいながらも、アリアの表情は次第に歪ゆがんだ。自分の言葉が胸の内を斬きりつける。それは自分の意志ではどうにも制せい御ぎよできず、アリアをますます苛いら立だたせる。


    「あなたが彼といたいなら、勝手にすればいい。彼が今でも好きなんでしょう？」


    　愛おしそうに抱だき合っていたあの光景は、アリアの脳のう裏りに焼き付いている。きっと別れていた間も、お互いを想い続けていたのだ。そう考えれば、アリアの存在は邪じや魔ま以外の何物でもなく、むしろルピナスから敵意を向けられてもおかしくはない。


    　しかしルピナスは、怒りや憎しみなどわずかも感じさせることなく微笑んだ。


    「残念だけれど……この身体には意志なんて存在していないのよ」


    　言われて、アリアは怪け訝げんな顔になる。


    「この身体にあるのは記憶だけだわ。精神じゃないの。思考力もないし、感情もない。ただ、記憶に従って動いているだけの人形と同じよ。そうね、蓄ちく音おん機きと同じようなものだわ。感じて、思考して、悩んで、判断するのは、本当ならあなたの役割」


    「何を……言ってるの？　あなた、何なのよ」


    　寒さを感じることのなくなった身体にぞくりとしたものが走った。


    　ルピナスはアリアの問いに答えず話を続けた。


    「だけど、今のあなたに判断を任せておくことはできないわ。このままじゃきっと、取り返しのつかないことになってしまう」


    　彼女は真しん剣けんな顔になり、真まっ直すぐアリアを見み据すえた。


    「彼とお別れしましょう。これ以上、わたしたちに関わらせてはいけないわ」


    「……私たちって何よ。私はあなたとひとくくりにされるほど、あなたと親しくなったつもりはないわ」


    「じゃあ、あなたとわたし──という言い方でもいいわ。あなたとわたしの問題から、彼を解放してあげましょう」


    「私の問題って何よ！　私は何も覚えていないのに、ただ殺されたことしか覚えていないのに、何の責任を負えっていうの！」


    　アリアは思わず感情的に声を荒らげる。対するルピナスは、思考力も感情もないと語る通り、穏やかな表情を崩さない。ただ、わずかに下げた眦まなじりにどことなく悲しみの気け配はいが漂ただよっているように見えた。


    「そうね……あなたは覚えていない。だけど、わたしは覚えているわ。彼が契約した瞬間を、確かに見ていたから」


    　ルピナスはそっと距離を詰め、アリアの手を握にぎってきた。


    「彼と離れて、お父さんの傍そばにいましょう。お父さんは、あなたが生き返る方法を知ってるわ」


    　突然の言葉にアリアは目をまん丸くして呆ほうけた。しばらくその表情で停止し、言葉の意味が頭に染み渡ると、皮ひ肉にくっぽい笑みが口の端に上る。


    「何を言ってるの？　死体が生き返るわけないでしょ？」


    「どうして？」


    「そんなの当たり前よ。それが世界の理ことわりだからよ」


    「……生き返りたいと思わないの？」


    　そう問われ、頭の中でぐるぐると言葉が回った。


    　生き返りたいと思わないのか……そんなことは考えたこともなかった。死者でありながら言葉を話し、動いている自分は、それだけで世界に背そむいた罪深い存在だ。そんな自分が生き返るなど許されるはずがない。


    　少し前に訪れた北の国で、魔ヴア術ールを拒こばんでいた教会キルヒエンの人々の記憶が脳のう裏りによぎる。


    　屍人形アイズオルガンは、あるべきところに還るべきだと彼らは言った。生き返るなど許されない。


    　許されない……？　誰に？　誰に？　誰に!?　……神様に？


    　そんな何の役にも立たないものに許されたいと、自分は思っているというのか。


    　敬けい虔けんな信徒が悪魔の毒に苦しんでいても、救おうとしなかった神様に──？


    「はは……馬ば鹿かみたい」


    　乾いた笑しよう声せいが零こぼれる。


    「私は生き返りたいと思うほど、この世界に興味なんて持ってないわ。生きていた時のことを何も覚えていないんだもの。未練なんて何一つない。でも、仮に生き返ることができるとしたら……何な故ぜあなたのお父さんが私を生き返らせようなんて考えるの？」


    　ハルバートにアリアを生き返らせる動機などあるはずがない。


    　ぎらりと目を光らせたアリアに、ルピナスは緩く首を振る。


    「いいえ、お父さんはあなたを生き返らせようなんて思ってないわ。あの人はあなたを魔ヴア術ールに利用しようとしているの。他人を道具のように使う……なんて傲ごう慢まんなのかしらね。だから……わたしたちがお父さんを利用するのよ。男たちの身勝手と傲慢に付き合う理由なんてないわ」


    「その、私たちって言うのやめて」


    　鋭するどく指摘すると、ルピナスは虚きよを突かれたように一瞬黙り、「ごめんね」と言った。


    「つまり──ハルバートは私を魔術の道具に使いたくてここへ連れてきた。あなたはそんな父親を止めたい。そしてそこに────恋人を関わらせたくない。そういうことね？」


    「少し違うわ。お父さんはハルバートじゃない。オスカーよ」


    「誰よそれ」


    　知らぬ名を聞いて問いただすと、ルピナスは表情を曇くもらせ俯うつむいた。


    「この世で最も愚おろかで、怖ろしい人……私がどれだけお父さんを愛していたか、最後まで理解できなかったんだわ。だから彼は……あなたを死なせたのよ」


    　その言葉にアリアは凍こおり付ついた。


    「……何言ってるの？　私を殺したのは……」


    　ダヤンだ。だからアリアは彼の屍人形アイズオルガンになったのだ。


    　けれどルピナスは悲しげな顔で首を振った。


    「あなたが死んだのは、お父さんのせいよ」


    　再び言われてアリアは茫ぼう然ぜんとした。足元がガラガラと崩れていくような心ここ地ちがする。


    　ダヤンを敵だと信じていた。この二年間ずっと憎んできた。変わり者で人から疎うとまれることも多いくせに、呆あきれるほど人に甘いあの男が、どうして自分を殺したのか……どうして自分だけが殺されなくてはならなかったのか……アリアはずっと分からなかった。


    「あなたは、私の生きていた頃を知ってるの？」


    「ええ、よく知ってるわ。何があったのか、知りたい？」


    　ルピナスはこの上なく真しん剣けんな顔で聞いてくる。


    　彼女の顔を見返し、アリアは自然と頷うなずいていた。


    　知りたい……ずっとそう思い続けてきた。


    　自分がどこの誰なのか、昔何があったのか、ダヤンがなぜ自分を殺したのか……。


    「それならここにいましょう。ここにいれば全て分かるわ」


    　ルピナスはアリアの手をぎゅっと握にぎった。


    



    



    　ダヤンは廊ろう下かの陰に身を隠して、通り過ぎる影をやり過ごした。


    　ルピナスの言葉が正しければそれらは全て悪魔だ。世界の視点を切り替えると、人間離れした魔力を放っていることが分かる。


    　何体もの悪魔をやり過ごしているうち、ダヤンは疑問に思った。


    　ハルバートは広く魔術師ヴアルドを雇用していると聞いたはずだが、その人たちは別の場所にいるのだろうか？


    　悪魔は魔術師の祖だ。悪魔がいるのなら、魔ヴア術ールの研究にはおあつらえ向きだというのに、魔術師たちの姿はない。ハルバートは魔術師ではないということだったから、この屋や敷しきに魔術師は、オスカーただ一人しかいないということになる。


    　悪魔が通り過ぎるのを確かめ、ダヤンは再び廊下に出る。


    　それにしても、真夜中だというのにうろつく人影が多い。その全てが悪魔だというなら、この屋敷には、いったいどれくらいの悪魔がいるのだろう？　その数を全て足せば、もしかしたら……そう考え、ぞくりとする。


    「……ガーガウルド」


    　ダヤンは小声で呼びかけていた。


    　いつもなら、少し呼んだくらいで出てきたりはしない。しかし、この日はダヤンの呼びかけを聞き、黒々とした羽毛のカラスがどこからともなく現れてダヤンの肩かたに止まった。


    『馬ば鹿かだね』


    　ガーガウルドは姿を見せるなり言った。


    「突然何だ？　失礼な奴やつだな」


    　ダヤンは不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆ根ねを寄せる。


    　カラスは小さく首を振った。


    『今いま更さら言っても仕方がないね、君は何の疑いも持たず、ここまで来てしまった』


    「アリアを取り戻さないといけないんだから、ここに来るのは当たり前……」


    　言い返す途中で、ダヤンははたと言葉を切った。


    　何か変だ。態勢を立て直してから出直そうと考えていたはずなのに……。


    「なんで俺……ここにいるんだ？」


    　さーっと血ちの気けが引く。しかしそこで、キイイイイインと不思議な音が聞こえた。その音を聞いた途と端たん、ダヤンの中に生まれた疑問は消え失うせる。


    「そうだ、アリアを取り戻すためだ。何か問題あるか？」


    　ダヤンは見つけた答えに安あん堵どする。ガーガウルドは緩く首を振った。


    『仕方がないね。で？　私に何の用だい？』


    「この屋や敷しきに何体の悪魔がいるか分かるか？」


    　カラスはかくんと首を傾かたむけ、数秒思案し、


    『二百と……十八ほどだね。上う手まく使用人に変じたものだ。四人の人間が暮らすための使用人としては十分すぎる数だよ。まあ、この豪邸を管理するにはふさわしい数かもしれないね。街中に散っている者たちも合わせれば、数は五百五十ほどになるだろう』


    　そう答えた。ぶわっと毛穴が開くような感覚がした。気づけば全身に鳥とり肌はだが立っていた。


    「ガーガウルド……それを全部喰くらったら、アリアを生き返らせるのに足りるか？」


    　飛び跳はねそうになる声を無む理り矢や理り抑おさえ込んで静かに問う。


    　黒い悪魔は数拍間を空け、同じくらい静かに答えた。


    『ああ、奴やつらを喰らえば君の彼女を生き返らせることができるよ』


    　ぶるっと、ダヤンは身み震ぶるいした。


    「……そうか」


    　廊ろう下かに立ち尽くし、頭の中を全速力で回転させる。


    「手伝え、ガーガウルド」


    　数秒の間に無限の思考を巡めぐらせて、ダヤンは言った。


    『何を？』


    「奴らを喰う」


    　決然と言い放つ。しかし彼の契約する悪魔は、その声に応じなかった。


    「ガーガウルド？」


    『……君は今すぐ彼女たちを連れて、この国から離れるべきだ。この屋敷の悪魔を喰らえば、契約の数には足りるだろう。ここには彼女の魂たましいの片割れもある。けどね、君がオスカーの支配する領域でそれを成しえるとはとても思えない』


    　ダヤンはふんと鼻を鳴らした。


    　全く腹立たしい事実だが、この悪魔の言っていることは正しい。


    「俺の弱さは俺が一番知ってる。だから手伝えと言ってるんだ」


    『そういうことではないんだよ。君が弱いとかそういう話ではないんだよ。私は君をオスカーに会わせたくない。君は……自分を過信している。自分の信念や異常性を、過信している。君は確かに怪物だが、人間だ。前にも言ったね』


    　本気で心配されているように感じ、ダヤンは意外に思った。


    　この悪魔はダヤンを喰うこと以外何も考えていないと思っていたのだ。


    「お前がそんな風に俺を心配するなんて珍しいこともあるもんだ」


    『私はいつだって君を心配しているよ。君の魂を食べられなくなったら、私の空腹を誰が満たしてくれるというんだい？』


    「そうか……そう思うならなおさら手伝ってくれ。お前が手伝ってくれないと、俺が死ぬかもしれないだろ。俺の弱さを舐なめるなよ」


    　堂々と威張るダヤンに、カラスはぱかっとくちばしを開けてしばし停止する。


    『……具体的にどうするつもりだい？』


    「俺だって、ここですぐに悪魔を喰くえるなんて思ってない。アリアを連れ戻してからだ。奴やつらは必ず、アリアに食いついてくる」


    　悪魔を喰うのに時間がかかるのは、そもそも悪魔を見つけることが困難だからだ。しかしここにはすでに悪魔が集まっている。彼らをおびき出し、捕とらえることができれば、大量の悪魔を喰うことができる。


    「まあ、やってみれば何とかなるだろう」


    　ダヤンはことさら軽い物言いをしてみせた。同時に肩かたをすくめる。少しおどけた態度になりながらも、手のひらは緊張感で冷えていた。


    『……賛成はできない。だが、君たちがここから出るのには手を貸そう。けれど、君が下へ手たを打てば私はオスカーに寝返るよ』


    　ダヤンは唖あ然ぜんとして肩に止まるカラスを見た。


    「お前、まだ師匠と繋つながりがあるってのか？」


    『逆に聞くが、何な故ぜ私がオスカーと切れていると思うんだい？　悪魔が一人の人間としか契約を結べないなんて決まりはどこにもない。私とあの男の契約は、まだ破は棄きされていないよ』


    　その言葉にダヤンはぎくりとした。その可能性を考えなかったわけではないが、今まではそれを問いただす必要性がなかったのだ。


    「お前、師匠とどういう契約を交かわした？　まさか契約書ベルダングラーンには、俺たちが不利益を被こうむる内容が描かれているんじゃないだろうな？」


    『俺たちというのは？　君と彼女のこと？』


    「俺と、お前だよ」


    　ダヤンは自分とカラスの顔を順に指差す。


    「契約者ベルダーの中でオスカーを最優先するとか、命を盾たてにしてもオスカーを守るとか、そういう契約を結んでないだろうな？」


    　カラスは黒く丸い目をぱちぱちさせ、くちばしの奥で笑い声を立てた。


    『君はやっぱり……馬ば鹿かだねえ。悪魔をそこまで信用するなんて。そういう契約を結んでいない限り、私が君の味方だと信じているんだねえ』


    　ぞっとするような声が耳じ朶だを打つ。


    『私と彼の契約は単純なものだよ。彼は娘の魂たましいと、五百五十五体の悪魔と九千九百九十九人の人間の魂を私に捧ささげる。それと引き換えに、私は彼の願いを叶かなえる。それだけだ。他には何もないよ』


    　それを聞き、ダヤンは額ひたいに魔術法陣ヴアルグラーンを刻まれた街の人たちを思い出した。もしかすると、あれが魂たましいの所有権を奪われた人間の証あかしなのかもしれない。


    　オスカーは殺害という行為に頼ることなく、他人の魂の所有権を奪うことができる。生まれつき、そういう力を持っている。


    「そうか……師匠が結んだ契約の条件は、俺の条件よりずいぶん多いな」


    　ダヤンの条件は、ダヤン自身の魂と六百六十六体の悪魔だけだ。


    　それより遥はるかに多い対価を支払って叶かなえる願いとは、いったいどれほどの願いだろうか？


    　しかしガーガウルドはかぶりを振った。


    『そうでもないさ。君にはそのほかにもいろいろな枷かせを与えただろう？　それは君の魂を美お味いしくする。それも十分に重い条件だ』


    　言われてダヤンは比べてみる。ダヤンの与えられた枷とオスカーに課せられた条件、どちらがより重いのか、はっきりと数字では表せないことだった。


    『だが──』


    　と、ガーガウルドは声を低めた。


    『私以外の悪魔は違う。オスカーと契約している他の悪魔たちは、彼に対して絶対服従する契約を結んでいる。彼らはどんな命令でも聞くだろう』


    「ああ、覚えてるよ。俺は師匠が悪魔と契約するところを何度も見てる」


    『釣つり合う対価さえ差し出せるのなら、人は悪魔を思うままに動かせるということだ』


    　対価──悪魔が望むものといえば、人間の魂にほかならない。あれだけの悪魔と契約するために、どれほどの人間から魂を奪ったのか……想像し、ダヤンの眉み間けんにしわが刻まれる。


    『安心するといい。少なくとも私は、オスカーに無条件で服従することはないからね。私が誰かに加勢するとしたら、それは自分の意志によってのみだ。だから、君が危機になっても助けるとは限らない。むろん見捨てるとも限らない。例えば今も……』


    　そう言って、悪魔はくちばしで廊ろう下かの先を示した。その先に、美しい一人の女が立っていた。


    『侵入者というのはあなた方でしたか……』


    　艶えん麗れいな声で言うのは、梟ふくろうの悪魔ルルーエルム。


    『わざわざ来てくださったのですね、ダヤン様』


    　悪魔は嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。


    『我が君はきっとお喜びのことでしょう。さあ、こちらへどうぞ』


    　白く華きや奢しやな手が差し出される。ダヤンはそれを一いち瞥べつし、肩かたに止まったカラスに向けて言った。


    「……ガーガウルド、あれを任せていいか？　いいな。頼んだ」


    　言うや否いなや、ダヤンは返事を聞くことなく二体の悪魔に背を向けて走り出す。


    　追いかけてくる気け配はいはない。ダヤンは全力で廊下を走っていった。


    



    



    『……困るわ、ガーガウルド。そこをどいてくれないかしら』


    　ルルーエルムは艶なまめかしい仕し草ぐさで腕うでを組み、首をかしげた。


    『あの坊やを連れて来いと言われてるのよ、オスカーに』


    　さっきまでの礼儀正しい物言いを打ち捨てて、我が君と呼んでいた魔術師ヴアルドを呼び捨てる。


    『戻っていらっしゃい、ガーガウルド。オスカーは素す敵てきよ。あんな人間、他にいないわ。悪魔なんかよりずっと悪魔よ』


    　ルルーエルムはうっとりと頬ほおを上気させた。


    『彼は人の魂たましいから所有権を奪ってしまえる。それがどういう意味か分かるでしょう？　彼は私たちに、いくらでも魂を食べさせてくれるのよ。契約なんてまどろっこしいことをしなくても、私たちが気に入った魂を刈り取って与えてくれる。それもその人間が死ぬまで待つわけじゃないわ。今すぐ食べさせてくれるのよ。ここにいる限り、私たちは飢うえることがない』


    　その言葉に、ガーガウルドは納得した様子で黒い翼つばさを振るった。


    『なるほどね……そういうことか。だから街に悪魔があふれているのだな？』


    『ええ、そういうことよ。あれを全部、オスカーがやったの。魂を抜いて、私たちに食べさせてくれたのよ。彼は本当に素敵でしょう？　だけど……残念なのはどれだけ長く生きたところで、あと五十年もすればオスカーは死んでしまうということだわ。人間って、なんて儚はかない生き物なのかしら』


    『だからこそあれほど甘かん美びなのだろう』


    『そうね、その通りだわ。悪あく食じきと呼ばれるあなたでも分かっているじゃないの。ねえ、こっちへ戻っていらっしゃいよ。あんな坊やの何がいいの？　罠わなにかかってあっさりここへ入ってきた。あんな未熟な坊やの何がそんなに？』


    　小こ馬ば鹿かにしたような微笑の悪魔を見やり、ガーガウルドはカラスから燕えん尾び服ふくの男に変化した。


    『お前には分からないさ』


    　ガーガウルドはいかにも人間っぽくため息をついてみせた。そして探さぐるようにルルーエルムを見やる。


    『オスカーは……私の契約者ベルダーをどうするつもりなんだろうね？　何な故ぜ彼を呼び寄せた？』


    　問われたルルーエルムは軽く両手を広げて、にたりと笑った。


    『もちろんあの坊やが必要だからよ。オスカーが求める魔ヴア術ールには、あの坊やの存在が絶対に必要なの。そんなこと説明されなくたって、あなた本当は分かっているんでしょ？　オスカーが何故あの坊やを欲しているか。あの坊やをどうするつもりなのか』


    『……だから私は彼をここへ来させたくはなかったんだよ』


    　ガーガウルドは苦にが々にがしげに吐はき捨てる。


    『あなたがいなければ、あの坊やは無力なものよ。早く追いかけて守ってあげなくちゃね。だけど……私一人でもあなたを足止めするくらいはできるわよ』


    　この上なく楽しそうにルルーエルムは笑う。
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    『楽しそうだな』


    『ええ、楽しいわ。こうしてまた、あなたと話せて嬉うれしいのよ。私たち、何千年も昔からずっとこうしてきたじゃないの。自分の喰くらった人間の魂たましいがいかに美お味いしいか、どうやってそこまで美お味いしく育ててきたか、熱く語り合ってきたじゃない？』


    『美味しく育てた……か。今のお前は、与えられた餌えさを食べるだけの家畜に等しいがな』


    　ガーガウルドは嘲あざ笑わらう。


    　ルルーエルムはぴくりと眉まゆを跳はね上げたが、すぐに笑みを取り戻した。


    『こちら側に来れば、あなたの意見も変わるわよ』


    『どうだか。私とお前は昔から食の好みが合わなかった』


    『だからこそよ。お互いの嗜し好こうを競うことに価値があるんじゃないの。こういう関係、人間の言葉でなんていうのかしらね。悪友……とでもいうのかしら？』


    　彼女は距離を詰め、ガーガウルドの胸元をとんと指で突いた。


    『愚おろかね、ガーガウルド。オスカーのもとにいれば望む魂が手に入ったわ。あんな坊やにふらふらついて行って、損したわよ。もう一度言うわ。戻っていらっしゃい。オスカーはあなたに一番望む魂を食べさせてくれるわ』


    『残念だが、今の私が望むのは彼の魂たましいだけだよ。数千年生きて、最も欲した魂が彼だ。悪あく食じきと呼ばれた私が最も欲した魂だ。お前には分かるまいよ』


    　拒絶の言葉を聞き、女はすっと真ま顔がおになる。からかうような笑みは消え失うせて、冷たい瞳ひとみがガーガウルドに向いた。


    『そう……残念だわ』


    　ばさりと音を立て、女の背に大きな翼つばさが生えた。羽根の一つ一つが刃やいばのように鋭するどい。羽根は攻こう撃げき的な光を宿やどしてガーガウルドに向けられた。


    『それなら、力ずくでこちらに戻ってきたくなるようにするだけよ』


    　ルルーエルムが高こう慢まんに言い放つと同時に、刃のような羽根が矢のように放たれた。ガーガウルドの足元に、無数の羽根が突き刺さる。その羽根をちらと見下ろし、ガーガウルドは不敵な笑みを浮かべた。


    『……久ひさ方かたぶりの再会で、身の程を忘れたか。悪い子だ。少しばかり、お仕置きしてあげないといけないね』


    　低く言い、ガーガウルドはゆらりと手を持ち上げた。

  


  
    



    　　　第四章　師匠との再会


    



    　アリアの居場所が分からない。


    　いくら世界の視点を切り替えても、悪魔の魔力が混在しすぎていて、正確な居所が分からないのだ。


    　ダヤンは隠れながら、一つ一つ部屋を開けて捜さがすしかなかった。


    　アリアを両方とも連れて行く。そう覚悟を決めて探さぐっていると、妙に質素な扉とびらを見つけた。


    　豪華な屋や敷しきの中、ここだけ何の飾りもない。物置部屋か何かだろうかと思い、扉に耳をつけてみる。何の気け配はいも感じられなかったので、念のために戸を開けた。


    　中を見て、ダヤンは思わず動きを止めた。


    　息を呑のみ、中を見回す。


    　部屋の中には大量の書物、薬草、無数の数式を記した紙、正体不明の鉱物……それらが散らばって床を埋め尽くしていた。


    　その光景は、ダヤンがよく知っていたとある場所の様子と酷こく似じしていた。


    　どくんと心臓が一つ大きく鼓こ動どうし、ダヤンは気づくと部屋に入っていた。一歩一歩奥へ足を進める。


    　そこに、一人の男が佇たたずんでいた。


    　大きな本ほん棚だなから一冊の本を取り出し、ダヤンの方を向く。


    「よく来たな」


    　男は抑よく揚ようのない声で言った。


    　四十代くらいの男だ。この豪ごう奢しやな屋や敷しきに似つかわしくなく、粗そ末まつで薄汚れたシャツとズボンを身に纏まとい、髪は酷ひどい寝ぐせで乱れている。元々の顔立ちは整っているのだが、それらの要素が全てを台無しにしていた。そして何な故ぜか、ボタンを掛け違えていて、全部一つずつずれている。


    　ダヤンは男を見て凍こおり付ついた。全身が彫ちよう像ぞうのように硬くなり、瞬まばたき一つできず男に見入った。


    　オスカー・ハルバート──アリアの父親であり、ダヤンの師であり、アリアを悪魔の生いけ贄にえにしようとした狂きよう乱らんの魔術師ヴアルド──その男が目の前にいた。


    「だが、人の悪魔を無断で喰くらったことは感心しない。あれらにはお前をここへ通すように命じてあった。お前は僕の指示に従って、そのままここへ来ればよかったんだ」


    　途と端たんに、ダヤンは血ちの気けが失うせた。


    　何故、自分は今ここにいるのか──


    　何故、何の策もなくこの屋敷へ入ってきたのか──


    　何故、そんな自分に何の疑いも持たなかったのか──


    　己おのれの異常をようやく自覚した。


    　同時に、屋敷の外と中で二度ほど聞いた奇妙な音を思い出す。


    　ダヤンは最初から罠わなにはまっていたのだ。


    　それが分かり、ダヤンは部屋の中に立ち尽くした。


    　昔と少しも変わらず、妙にだらしない格かつ好こうのオスカーは、物があふれかえった部屋の真ん中にどかっと座り、床に置いていた大きな紙を前に胡坐あぐらをかく。紙には複雑な魔術法陣ヴアルグラーンが描かれていた。


    「こことここを連結するにはどうしたらいいと思う？」


    　唐とう突とつにそんなことを聞き、オスカーは魔術法陣の端を指した。


    　遠い昔、まだオスカーが村で暮らしていた頃、彼はよくダヤンにこうして意見を求めた。その時と何ら変わらぬ光景が、繰り広げられている。


    　ダヤンはふらりと足を進め、オスカーの向かいに腰こしを下ろした。


    「……ハドル曲線は二重より、三重の方がいいんじゃないですか」


    「式が重くなる」


    「それならこっちの線を削けずってバランスをとったらどうです？」


    「……美しさに欠けるな」


    　その言葉にダヤンは少しカチンとくる。


    「そもそも命令式が多すぎるんですよ」


    「だが全部必要な式だ」


    「じゃあ、二つに分けて後から重ねるのは？」


    「……そうか、試してみよう」


    　オスカーは少しだけ目を見開き、小さくうなずいた。


    　ダヤンは一つ大きく息をつく。


    「師匠」


    「何だ」


    「どうしてアリアを生いけ贄にえにしたんですか？」


    　ダヤンは魔術法陣ヴアルグラーンに目を落としたまま、日常の一コマを語るような平坦さで問うた。


    　ほんの少しでも感情を波立たせてしまえば、自分が爆発するような気がしていた。


    「僕はもう、その答えをお前に言ったはずだが？　あれはそのために産ませた。魔ヴア術ールの道具だ。だからそのように使用した」


    　オスカーは顔色一つ変えずに答える。


    「アリアは師匠の娘ですよ？」


    「それも前に言ったな。血の繋つながりで人を愛するような獣けものじみた行為には興味がないと」


    「じゃあ本当に、魔術の研究をしたいだけの理由でアリアを死なせた？」


    　するとオスカーは初めて表情を変えた。わずかに目をすがめ、呆あきれたような顔になる。


    「何を言っているのか分からないな。あれを殺したのは僕じゃない。お前だ」


    　その答えは、あふれんばかりに水を注そそがれていたダヤンのグラスに、最さい期ごの一滴を注いだ。


    　ダヤンはゆっくり手を伸ばした。オスカーの襟えり元もとを掴つかみ、思い切り床に引き倒す。


    「ふざけるな!!」


    　喉のどがひび割れるほどの怒声を放ち、ダヤンはオスカーを押さえつける。馬乗りになる格かつ好こうで、相手の襟えり首くびを締め上げた。


    「あいつはいつだって師匠のこと大事に思ってたのに、それが何で分からないんだ！　あんたのためにアリアがどれだけ必死だったと思うんだよ！　村の中であんたが悪く言われないよう、必死に振ふる舞まってたのが分からないのか！」


    　頭に血が上り、訳も分からず怒ど鳴なり散らす。感情に突き動かされて拳こぶしを振り上げるが、その拳は容易たやすくオスカーの手で受け止められる。


    　その力は強く、ダヤンは掴まれた拳を全く動かすことができなかった。


    　オスカーは拳を掴んだまま、馬乗りになったダヤンを引きずり下ろすと、さっきまでと何ら変わらぬ様子で緩かん慢まんに立ち上がり、近くの古びた椅い子すに座った。


    「ダヤン」


    　奇妙に澄すんだ静せい謐ひつな目が、真まっ直すぐダヤンに向いた。


    　ダヤンは床に座り込んだまま、オスカーを睨にらみつける。


    　オスカーは昔から人と目を合わせることをほとんどしない人間だったが、時折相手を見ることがあるかと思うと、その度に怖ろしいことを口にした。


    　それを思い出し、ダヤンはかち合う視線に怯ひるむ。言葉は喉のどの奥で凍こおり付つき、外界に発せられることを拒こばんだ。


    「お前をここへ呼んだのは、僕の研究を完成させるためだ」


    　オスカーの態度は終始平坦で落ち着いていた。


    「師匠はいつもそれだ……研究……研究……研究……そのために、九千九百九十九人もの人間から魂たましいを奪って、ガーガウルドに喰くわせようっていうのか。街の人たちの額ひたいに刻まれた魔術ヴアル法陣グラーンも、そのためのものなんでしょう？」


    「ああ、お前も見たようだな」


    　オスカーは躊躇ためらいなく認めた。


    「あれは僕が魂の所有権を奪った人間に刻んである。あと少しで九千九百九十九個の魂が集まるところだ。究極の魔ヴア術ールが完成するまで、あと少しなんだ」


    　ダヤンは頬ほおをひきつらせ、更さらに問うた。


    「あんたの兄貴が魔術師ヴアルドを集めているってのは？　あれもあんたの指示なのか？」


    　ハルバートが募つのっているという魔術師。そこにオスカーが関わっているのか、ダヤンは確かめたかった。居場所を求めてやってきた魔術師たちがどうなったのか……少なくともこの屋や敷しきにその姿は見えない。


    「ああ……あれはもう、全部喰わせた」


    　オスカーは捨てたごみについて語るような無関心さで答える。ダヤンの脳は、一瞬その言葉を受うけ容いれることを拒んだ。閉ざしかけたダヤンの精神を、オスカーは淡たん々たんとこじ開ける。


    「お前も見ただろう？　街にはびこる悪魔たちを。あれは全部、魔術師を喰ってその姿に変じた悪魔たちだ」


    　ダヤンはしばし放心し、口元をひきつらせた。


    「……全員死なせたってことですか？　何でそんなことができるんだ。魔術師は、師匠にとって同志じゃないんですか」


    「だからこそ、力を貸してもらった」


    　いささかもぶれることなくオスカーは言った。


    「魔術師ならば誰でも、僕が完成させようとしている魔術の価値が分かるはず。そこに使われることは本望だろう。お前も僕と同じ魔術師だ。力を貸してくれるな？」


    「俺に……何させようっていうんです？」


    「アリアの魂を手放してもらう。あれは僕の研究に必要な道具だ」


    　道具という言葉に苛いら立だちを覚えつつも、ダヤンはオスカーとの会話を繋つないだ。


    「どうやって？　殺された人間の魂たましいは殺した人間の物になる。俺にそれを教えたのはあんただ。今いま更さらそんなことで文句を言われても困る」


    　挑ちよう発はつ的に言い返すが、やはりオスカーの表情は変わらない。彼は椅い子すに座ったまま、軽く膝ひざに頬ほお杖づえをついた。


    「ああ、そうだ。殺人は相手の魂を最も強く縛しばる。僕は他人の魂の所有権を奪ってそれを悪魔との契約に使うことができるが、殺人による所有権の強さはそれに勝る。僕はお前が持つアリアの魂の半分を、どうあがいてもお前から奪うことはできない」


    　不可能を語るにも彼の口く調ちようは淡たん々たんとし過ぎていて、内容に深刻さを伴っていない。何の感情も見えないその語り口調に、ダヤンは苛いら立だちと不安を否いや応おうなく募つのらされた。


    「それじゃあ諦あきらめるんですね」


    　苛立ちながら素っ気なく言い捨てる。


    「諦める必要はない。方法はある。アリアの魂の所有者が、この世からいなくなればいい。そうすれば、あれは元々の持ち主である僕のもとへ戻ってくるだろう」


    　ごく自然に言われ、ダヤンは彼の言葉が意味することを理解できなかった。しかし、ややあってその言葉が頭の奥深くまで染み込んでくると、その言葉が意味する未来に愕がく然ぜんとした。


    「ダヤン、お前が死ねばアリアの魂は僕の物になる」


    　最後まで平坦にオスカーは語った。


    　たちまち、ダヤンの頭の中は凪ないだ。さっきまでうるさく騒さわいでいた感情が、一瞬で消え失うせた。


    　奇妙に穏やかな感覚が、ダヤンを支配していた。


    　ただ、何な故ぜだか目の奥だけがずきずきと痛んでいる。


    「師匠、俺はなんでだか、師匠が俺を本気で殺しにかかることはないと思ってました」


    　零こぼれ落ちるような言葉が出てくる。


    　言いながら、それでも自分が彼に対して敬語を失っていないことが内心不思議だった。


    　オスカーはダヤンが生まれて初めて敬意を感じた人間だった。


    　どれほど目上の人に対しても、ダヤンはそういう感情を持ったことがなかったのに、初めて出会った時から、ダヤンはオスカーに対して憧れを伴った尊敬の気持ちを抱いた。


    　彼のありようがどれほど歪いびつか理解もせず、ただただあのようになりたいと望んでいた。


    　そしてその思いは今でもまだ消えず、憎しみを伴ってなおダヤンの腹の奥にくすぶっている。


    「そうか。だが、死んでくれ。僕の研究を完成させるために」


    　あまりにもあっさりと、オスカーはダヤンの死を望んだ。


    　その言葉に、ダヤンは胸の内をえぐられるような気持ちがする。


    　オスカーは娘を実験道具として悪魔の生いけ贄にえにした。しかし、何故だかダヤンは彼が自分の死を望むことなどありえないと勝手に思っていたのだ。


    　自分と師匠の間には、温度のない連帯感のようなものがあると信じていた。


    　それは過去のことだと思っていたが、ここへ来て思い知る。ダヤンは今でもオスカーを師と思い、敬意を抱き、信頼感を抱いている。捨てたはずだと思っていたそれらの感情は、今でもダヤンの中にはっきりと残っていた。


    　ガーガウルドが何な故ぜダヤンに反対したのか思い知る。


    　あの悪魔には分かっていたのだ。ダヤンがオスカーに対する情を全く捨てきれていないということを……。


    　ダヤンはオスカーに対して、非情になることができない。


    　脱力して俯うつむくダヤンを見て、オスカーはダヤンが抵抗の意思を失ったと思ったらしく、淡たん々たんと確認してくる。


    「死んでくれるな？　魔ヴア術ールのために」


    「……冗じよう談だんじゃない」


    　ダヤンは唸うなるような声で低く呟つぶやき、決然と顔を上げた。


    「あんたにだけは、殺されてやらない。絶対にだ！　あんたがやろうとしてる馬ば鹿かげたことは、全部叩たたき潰してやる！」


    「どうやって？」


    　激げき昂こうするダヤンと対照的で、オスカーは無感情にすぐさま聞き返してきた。


    「教会キルヒエンがあんたのしようとしていることを知れば、異端審問官クライスビシヨフが派遣される。全力であんたを潰しにかかるぞ」


    　ダヤンは平気で他人の力を当てにした。自分だけの力で事を成しえる──というプライドをダヤンは持っていない。


    「俺はあんたを、奴やつらに売ることだってできる」


    　必要ならば虎の威を借りて脅おどしをかけることだってする。


    　しかし、オスカーは顔色一つ変えなかった。


    「実際にそういう計画があるようだな」


    「何だって？」


    　さらりと返され、ダヤンは驚く。


    「異端審問官が僕の計画を嗅かぎつけて、阻止しようとしているようだ。この国へ集まってきていると、契約した悪魔たちから報告を受けている。究極の魔術が完成するまではあまり邪じや魔まされたくないのだがな」


    　語るオスカーはどこまでも淡々としていて、焦あせっている様子は微み塵じんも感じられない。


    　その身で体験したダヤンは、異端審問官の強さを知っている。しかし、彼らがオスカーに勝つ姿はどうしても浮かんでこない。


    　最悪の想像が浮かび、思わずごくりと唾つばをのむ。室内に重い静せい寂じやくが垂れ込めた。


    　その時、突然部屋の扉とびらがすさまじい轟ごう音おんを立てて吹き飛んだ。


    　ダヤンとオスカーは同時に入り口を振り返る。


    「こんなところにいたのね」


    　高こう慢まんさを感じさせる声が部屋の中に響いた。


    　吹き飛んだ扉の上に立ち、アリアが二人を睥へい睨げいしていた。


    「行くわよ」


    　尊大に顎あごで行き先を示し、アリアはダヤンを睨んだ。


    　ダヤンは弾はじかれたように立ち上がり、アリアに駆け寄る。


    「ああ、逃げるぞ」


    　と応じ、一気に扉の瓦が礫れきを飛び越えた。


    「逃げても無む駄だだ」


    　背後からオスカーの声が聞こえる。それでも振り返ることは決してしなかった。一度でも振り返ってしまえば、また足が動かなくなるかもしれないと思った。


    　部屋を出ると、廊ろう下かには多くの悪魔がひしめいている。


    『勝手に出ていくことは許されません。お戻りを』


    　悪魔たちはずらりと並んで言った。


    　アリアは覚悟を決めるように腹へ力を入れると、ダヤンの腕うでを掴つかんで彼らの間を風のように駆けてゆく。


    　ダヤンはほとんど引きずられる格かつ好こうでアリアについてゆく。


    　悪魔たちがすぐさま後を追いかけてきた。


    「このままじゃ戦えないだろ。魔力を注そそぐぞ」


    　装甲を纏まとわせようとしてダヤンは言うが、アリアは足を止めなかった。


    「……いらないわ。もう必要ないから」


    　風に掻かき消えるような声で呟つぶやき、アリアは屋や敷しきの端までたどり着くと窓を開け放った。


    　そこは二階で、ある程度の高さがある。しかしアリアなら容易たやすく降りられるだろうし、下は幸いにも水をたたえた堀だった。ダヤンが飛び降りても死にはすまい。


    「ここからなら脱出できるな……行くぞ」


    　と、ダヤンはアリアを促うながすが、彼女は不ふ意いにダヤンから手を放した。


    「……じゃあね」


    　そう言うと、彼女はダヤンを突き飛ばした。あっけなくバランスを崩した身体からだは窓の外へ落ちてゆく。


    　冷たい風を切り、瞬またたく間にダヤンは堀へと落ちていた。


    　冷たい水にもまれ、全身をばたつかせてダヤンは水面へ顔を出す。盛大に水を吐はき出し、むせながら上向くと、夜の中に佇たたずむ壮そう麗れいな屋や敷しきが見えた。しかし、自分が身を躍らせたであろう窓にアリアの姿はもう見えない。


    「アリア！」


    　叫んではみても、答える声などなかった。


    　自然の川を利用した堀には流れがあって、ダヤンはぐんぐん流されてゆく。かろうじて岸に捕つかまり、石の積まれた陸に上る。冷えた身体からだが震ふるえ、がちがちと歯が鳴った。


    「くそっ……あいつ、どういうつもりだ」


    　悪あく態たいをついて屋敷に戻ろうとした時、堀を飛び越えてくる異い形ぎようが見えた。鋭するどい牙きばと角を生やし、赤い目がぎらぎらと光っている。


    　人への擬ぎ態たいを解いた悪魔が、ダヤンを追ってきたのだ。


    『小こ僧ぞう、逃げることは許さん!!』


    　がなり声を立てて着地し、ダヤンを捕とらえようと襲い掛かってくる。


    　ダヤンはホルスターから銃じゆうを抜こうとして、腰こしが軽いのに気が付いた。ホルスターに収まったはずの銃がない。川に落としてしまったのだ。


    　うげっと喉のどの奥で呻うめき、ズボンのポケットを探さぐる。今までに描きためていた魔術法陣ヴアルグラーンはどれもびしょびしょに濡れて滲にじんでいた。もはや何の図形が描かれていたのか分からない。


    　寒さのためでなくダヤンは青ざめた。


    　一瞬アリアの消えた窓へ視線を送り、ダヤンは迷うことなく背を向けた。


    　一いち目もく散さんにその場を駆け、街の中へと逃げてゆく。


    　全速力で駆け抜けると、たちまち悪魔の姿は見えなくなる。ダヤンはあちこち走り回り、大通りへ出た。真夜中の通りにはほとんど人がいないが、数軒開いている酒場がある。


    　ダヤンはそのうちの一軒へ駆けこんだ。


    　この街に異端審問官クライスビシヨフが集まっているとオスカーは言っていた。彼らに研究を邪じや魔まされたくないのなら、あまり目立つ行動はとらないだろう。


    　そう考え、息を切らしながらカウンター席に着く。


    「いらっしゃい。どうした？　兄ちゃん。ずぶ濡れじゃないか」


    　店主が怪け訝げんな顔でダヤンを見る。


    「いや、ちょっと、運動不足解消のために泳いでただけだ」


    　ダヤンは適当な嘘うそを吐つく。


    「何か飲むかい？」と胡う乱ろんな顔の店主に聞かれ、ダヤンは迷わず「ミルク」と答えた。


    　出されたミルクを飲みながら、ダヤンは胸中で悪態をつく。ダヤン一人を逃がしてオスカーのもとに残ったアリアに腹が立っていた。


    　アリアが父親に執着しすぎていることは、昔から知っている。


    　しかし、目の前で自分より父親を選ばれるなどとは思ってもみなかったのだ。ましてや彼女は記憶を失っているというのに……。


    「あいつ、ふざけるなよ」


    　アリアとルピナスを両方オスカーに盗とられてしまったのだ。今すぐ取り返しに行きたいが、戦うすべを全部失ってしまっている。荷物を置いてある宿やど屋やに戻り、態勢を立て直さなねばなるまい。


    　苛いら立だたしげに頭を掻かく。荒く息をつき、ミルクを飲みほして立ち上がった時、突然酒場のドアが吹き飛んだ。


    　酔客の悲鳴が上がる。ダヤンは一瞬アリアの姿を想像し、素す早ばやく振り返った。


    　しかしそこにいたのはアリアではなかった。


    　見知らぬ三人の男たち。彼らが店の中を見回している。


    「おい！　一体何なんだ!?　ん……？　あんたたち、もしかしてハルバート様のところの魔術師ヴアルドじゃないか。俺の店に何しようってんだ？」


    　泡を食った店主がわめき散らした。しかし男たちはそれを無視する。


    　ハルバートの魔術師という言葉で、ダヤンは胸が冷えた。


    　つまりあれは、喰くらった魔術師の姿に変化した悪魔だ。


    　人前で襲ってくることはないと考えた、ダヤンの読みは外れた。


    　悪魔たちはダヤンを認めて、取り囲もうとする。


    『小こ僧ぞう、オスカー様のところへ戻ってもらうぞ』


    　絶体絶命の状況に、ダヤンは冷や汗をかいた。


    「よく俺を見つけられたな」


    『馬ば鹿かめ、印をつけられたことに気づいておらんのか？』


    　悪魔はにやりと笑った。


    　ダヤンはチクリと痛みを感じ、ぱっと自分の手を見下ろす。手首に小さな模様が刻まれている。獲え物ものに刻んだ所有の印のごとく、魔術法陣ヴアルグラーンが煌きらめいている。


    　何だこれは……いつ刻まれた……？


    　ダヤンは訝いぶかり、はっと思い至った。


    「まさか……あの時!?」


    　殴なぐりかかった拳こぶしを掴つかまれた時、オスカーが刻んだのだ。それ以外に考えられない。


    『どこへ逃げても無む駄だなこと。おとなしく来るがいい』


    　悪魔はダヤンを包囲しようと距離を詰める。


    　ダヤンは後退ずさりながらも、この状況を打破する手立てを必死に考えた。


    　戦う道具は失われ、周りには一般人の姿がある。ダヤンが使える力は、あと一つしか残っていない。


    　ガーガウルドの力を借りて、背中の魔術法陣を開くこと──


    　寿じゆ命みようを縮ちぢめる力だが、使わざるを得ない。


    　ダヤンが腹をくくったその時、


    「あ……がっ……！」


    　先頭に立っていた悪魔が、まるで踊っているかのように奇妙な格かつ好こうで停止した。


    　見ると、悪魔の胸に光る刃やいばが突き刺さっている。どこからか投とう擲てきされた剣が、悪魔を貫つらぬいていた。


    　ダヤンは茫ぼう然ぜんとし、辺りを見回した。入り口から人影が現れる。その人物を見てダヤンは我が目を疑った。いるはずのない人間がそこにいた。


    　十九歳くらいの娘だ。後頭部で一つにくくった黒髪が冷たい風になびく。白を基調にした神官服のような格好で、腰こしに剣の鞘さやを吊っている。


    　ダヤンは彼女を知っていた。


    　クロノア・マグデリニヒ──生身の人間でありながら悪魔とさえ渡り合う、北国最強の異端審問官クライスビシヨフ。


    　クロノアは無表情で歩いてくると凍こおり付ついて震ふるえている悪魔に近寄り、胸に刺さった剣の柄えを掴つかんだ。
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    「人に仇あだなす悪魔に神の鉄てつ槌ついを……」


    　清せい廉れんな声で呟つぶやき、掴んだ剣を一いつ閃せんする。悪魔は八つに千ち切ぎれて散らばった。苦く悶もんの声を上げ、悪魔は煙のように掻かき消える。


    　クロノアは続けざまに隣の悪魔へ剣を突き立て、二体目の悪魔を屠ほふった。


    　そして三体目へ視線を送る。その視線を受けた途と端たん、悪魔は脱だつ兎とのごとく逃げ出した。その背中に向け、クロノアは剣を突き立てる。


    　あっという間に悪魔たちは消滅した。


    　あまりの出来事に、その場の酔客たちは放心している。


    　クロノアは何事もなかったかのように振り向き、穏やかな眼まな差ざしをダヤンに注そそいだ。


    　ダヤンはとっさに近くの窓を開け放って店から飛び出していた。路地裏に駆け込み、逃亡を図る。


    「どこへ行くんですか？」


    　耳元で聞こえた声に、ダヤンは一瞬で鳥とり肌はだが立った。


    　走りながら振り返ると、すぐそこにクロノアがいる。彼女は剣を構え、横薙ぎにしてダヤンを切り捨てようとした。


    「うお！」


    　ダヤンは悲鳴を上げてすっころび、どうにか真っ二つになることを逃のがれた。全身にぶわっと汗が噴ふき出だす。しかし息をつく間もなく、クロノアはダヤンに飛び掛かってきた。


    　ダヤンはなおも逃げようとするが。起き上がる前に胸を踏まれて地面に縫ぬい留められる。


    　動けなくなったダヤンにまたがり、クロノアは刃やいばをギロチンのように首へあてがった。


    　刃物よりもギラギラした目がダヤンを見下ろす。


    「神に……懺ざん悔げするなら聞きます」


    　クロノアは荒ぶる感情をねじ伏せるように、声を低めて告げた。


    「けれど、君の魂たましいが救済されることを私は望みません。君は私を騙だまして、何の罪もない子供たちを殺した。自らの行いを悔いて死んでください」


    　その姿は聖職者というより、まるで死神のように見えた。


    　路地裏に押さえつけられたダヤンは、組み伏せてくるクロノアを見上げた。


    　怒りに満ちた彼女の目を見返し、初めて後悔の念を抱く。


    　かつて訪れた北の国で、ダヤンはとある孤こ児じたちの逃亡劇に力を貸した。魔ヴア術ールと関わりがあったために差別されていた子供たちは、教会キルヒエンを恨うらんで悪魔と契約した。


    　毒をばらまき、多くの人を苦しめた。


    　そんな子供たちを、ダヤンは国から逃がしたのだ。


    　毒をまいた犯人は自分だと嘘うそを吐ついて──。


    　クロノアはそれを信じ、ダヤンを憎んでここまで追いかけてきた。


    　彼女に深い心の傷を負わせてしまったのだと分かり、もう少し別のやり方がなかったのかと今いま更さら考える。


    「あんたは……あの子供たちを本当に大事に思っていたんだな」


    　ダヤンの呟つぶやきを聞き、クロノアの表情は崩れた。


    　泣きそうな……あるいは怒ど鳴なりだしそうな顔で、しかしどちらも表すことなく堪こらえていた。


    「母が死んだんです」


    　凍いてついた声が抑よく揚ようのない言葉を紡つむぐ。


    　ダヤンは思わず目を見張った。死んだのは異端審問官クライスビシヨフ一人だけだと思っていたが、クロノアの母である神官長も命を落としたというのか……。


    　彼女はダヤンの治療を受けに来なかったから、てっきり毒に冒おかされていないものだと思っていた。


    　その事実を聞かされ、ダヤンは腹をくくった。


    　彼女に真実を告げることは絶対にしない。


    　死ぬまで自分が恨うらまれればいい。


    「俺が教会キルヒエンを襲ったのは──」


    「母が死んだ時」


    　クロノアはダヤンの声よりわずかに強い声で、ダヤンの言葉を遮さえぎった。


    「私は何も感じませんでした。アリの行列でも見ているような感じがして、何も感じなかったんです。母親が死んだのに……」


    　クロノアの剣がわずかに押し込まれ、ダヤンの首の皮ひ膚ふが切れる。ダヤンはわずかに顔をしかめた。


    　抵抗しようとするが、彼女の身体からだはまるで岩のように硬く重く、ダヤンは腕うでをわずかに動かすことしかできなかった。


    　どうにかして逃のがれなくてはと、ポケットに隠した小刀に手を触ふれる。しかし、この刃物を少女に突き立てるだけの意思をダヤンは持ちえなかった。


    　ダヤンは今までの人生で、人を故意に攻こう撃げきしたことがほとんどない。ましてや刃物で切り付けるなど……。そんなことをしたのはアリアを殺した時だけだ。


    　そもそもダヤンは昔から殴なぐられることはあっても人を殴ることはなかった。どのくらいの力を入れればどのくらいの傷がつき、どのくらいの傷が致命傷になるかも分かっていないのだ。


    　目の前で自分を殺そうとしているこの少女に、ダヤンは刃物を突き立てることができない。


    　アリアを生き返らせる過程で人を殺あやめることはしない。そう決めている。


    「私みたいな冷酷な人間は、きっと地じ獄ごくに落ちます。それでも生きている間は、使命を全まつとうしなくちゃ」


    　思いつめた目で、クロノアは腕にぐっと力を込めた。


    『ならばその行いは、君の罪を深めることだろうね』


    　闇やみの中で響いた声に、クロノアはぴたりと手を止めた。


    　突とつ如じよその場にふわりと現れたのは、ドレスを着た五歳くらいの少女。


    　その手には、ボロ雑ぞう巾きんのようになった梟ふくろうを無む造ぞう作さにつかんでいる。そしてもう片方の手には、川に落ちたと思おぼしきダヤンの銃じゆうを。


    　少女はひたひたと歩いてくると、舐なめるようにクロノアを眺ながめた。


    『君のような魂たましいは嫌きらいじゃないね。だが……まだ足りない。君では私の腹を満たすことなどできないだろう。だから見み逃のがしてあげるよ』


    「ガーガウルド……」


    　ダヤンは身動きできぬまま、契約する悪魔の名を呼んだ。


    　ガーガウルドは冷ややかにダヤンを一いち瞥べつし、ぽいっと銃を放ってきた。そしてクロノアへ視線を送る。


    　クロノアは警戒するようにじっとガーガウルドを見つめている。


    「あなたは……もしかして悪魔ですか？」


    『ああ、そうさ。彼の悪魔だ。私の契約者ベルダーを解放してくれ。その代わり、本当のことを教えてあげよう』


    「……本当のこと？」


    　クロノアの眉まゆがぴくりと跳はねあがる。


    　ガーガウルドはふっと笑った。


    『あの孤こ児じたちは、生きているよ』


    「え……」


    　彼女は呆ほうけた声を漏もらす。ダヤンを押さえ込む腕うでの力が緩んだ。


    「ガーガウルド！　やめろ！」


    　ダヤンはいまだ押さえ込まれたまま叫んだ。


    　真実を知れば、クロノアは子供たちが生きていることを喜ぶだろう。しかし、その奥の真実を知れば、今より深く傷を負うかもしれないのだ。


    　しかし悪魔は、平然とダヤンの訴えを受け流す。


    『彼が殺す振りをしたあの孤児たちは、もちろん生きていると言っているのさ。君は彼に、自分を騙だましたと過去を語るように言ったね。いいや、違う。君は今でも彼に騙されているんだよ』


    「悪魔の言葉に耳を傾かたむけるのはやめろ！」


    　ダヤンは剣の下で怒ど鳴なる。


    　ガーガウルドはふるふると首を横に振った。


    『まったく……赤の他人をそこまでして庇かばう君の神経は理解できないよ。異端審問官クライスビシヨフとやら、君が真実を知りたくないというならそれでもいいさ。愚おろかなままでいることは罪じゃない。知らなければ、自分の過ちに責任をとる必要などないからね』


    「……あの子たちは本当に生きてるんですか？」


    　クロノアは疑わしげに聞き返す。本当なら信じたくもないはずの悪魔の言葉だ。しかし、子供たちが生きているという言葉を無視することができないのだろう。


    　ほしい言葉を聞かされて、拒こばむのは至難の業わざだ。悪魔はそれをよく分かっていて、甘い蜜みつのような言葉を差し出す。


    『ああ、生きている。とても元気に今頃のびのびと暮らしていることだろう』


    　途と端たん、クロノアの頬ほおが上気し、困惑に瞳ひとみが揺らいだ。


    「どういうことですか、あの子たちをどこに連れて行ったんです？　どうして殺した振りなんて……」


    　食いついたクロノアを楽しげに見やって、ガーガウルドはさらりと言った。


    『それはね、君たちの教会キルヒエンに毒をばらまいた犯人が、ほかならぬあの子たちだからさ』


    「……うそ」


    『嘘うそじゃないさ。嘘だと思うならそこの男に聞いてみるといい。彼は本当のことを全部知っているからね』


    　クロノアはぎしぎしと音が聞こえそうな動きで再びダヤンを見下ろし、首にあてがう剣に改めて力を込めた。


    「何が本当なんですか？　全部話してください。あの子たちは本当に生きてるんですか？　本当に教会を襲った犯人なんですか？　本当だとしたら、どうしてそんなことをしたんですか？　全部話してください」


    　ダヤンは必死で言い募つのるクロノアを見上げ、決めた。


    「本当のことは言えない。墓まで持っていくと決めたんだ。だけど、あんたがそこまであの子たちを心配してるなら、一つだけ教えておいてやるよ。あの子たちは確かに生きてる。今も元気でいるはずだ」


    　断言すると、クロノアの身体からだから力が抜けた。へたり込みそうな身体を押し返すと、あっけなく彼女はダヤンの上から下りる。


    　ダヤンは起き上がって言葉を続けた。


    「俺はあいつらを誘ゆう拐かいした。それは本当だ。だけど、殺しちゃいない」


    「どこに……今どこにいるんです？」


    　疑うべきだという気持ちと、信じたい気持ちがないまぜになり、クロノアは虚うつろな様子で聞いてくる。


    「悪いが、それを教えるつもりはない」


    　彼らはそれを望むまい。自分たちに親切だったクロノアに、本当のことを知られたくはないだろう。彼らはクロノアを傷つけないでほしいとダヤンに願ったのだから。


    　だから彼女は、何も知るべきではないのだ。


    「証しよう拠こはあるんですか？　あの子たちが生きているという証拠は」


    「ないな。何一つない」


    　彼らと過ごした時間はそう長くない。生存の証しよう拠こになるようなものは何も持っていない。


    「証拠もないのに信じろというんですか？　君に騙だまされたこの私に？」


    　クロノアの瞳ひとみが剣けん呑のんな光を帯おびた。


    「場所を言ってください。直接見て確かめます」


    「それは言えないと言ってるだろ。それでもあいつらが生きてるのは本当だ」


    　ダヤンは膝ひざの上で拳こぶしを握にぎり、ぐっとその腕を差し出した。


    　固めたこぶしの中、小指だけを突き立てている。


    「ゆびきりでもするつもりですか？」


    　クロノアは馬ば鹿かにされたとでも思ったのか、怒りの気け配はいが再びにじんだ。


    　ダヤンは真ま顔がおで首しゆ肯こうした。


    「ああ、指切りだ。この指をあんたにやる。それで信じてくれないか？」


    　本気でそう告げる。


    　クロノアは怒りを忘れたかのようにぽかんとした。


    「自分で切るのは怖こわいから、悪いがあんたが切ってくれ」


    　ダヤンは小指を差し出したまま目を閉じた。


    　指を失う痛みより、子供たちが死んだと思ったクロノアの胸の方が痛んだだろう。


    　ダヤンにはその嘘うそをついた責任があった。


    　クロノアは何も言わず、剣をとる気配もない。あまりに長く待たされ、ダヤンの鼓こ動どうは早まった。指を切られるのはやはり怖い。


    　長い沈黙の果て、クロノアは口を開いた。


    「今も君が嘘をついているのだとしたら、私の見る目がなさすぎるんでしょうね。分かりました。もう一度だけ君を信じます」


    　ダヤンはぱっと目を開けた。


    　クロノアは渋しぶい顔で剣を納めている。


    「いいのか？　切らなくて」


    「私は人斬きり魔じゃありませんから。子供たちの居場所を教えられないのには、何か理由があるんでしょう？」


    　クロノアは探さぐるようにダヤンを睨にらむ。


    「あったとしても、俺は言わんぞ」


    「それなら、本当のことを言いたくなるまで君と一いつ緒しよにいますよ」


    　言われてダヤンは唖あ然ぜんとし、そこで打算が生まれた。


    　この少女がどれほど強いか、ダヤンは身を以って体験している。


    　彼女が今目の前に現れたことは好機ではないのか──？


    「お嬢じようさん、あいつらの居所をあんたに教えることはできないが、あいつらの安全を保障することならできる。俺はあいつらに、二度と関わらないと約束しよう」


    　するとクロノアは顔をしかめた。


    「……何を企たくらんでいるんです？」


    「あんたを利用できないかと企んでいる」


    　ダヤンは馬ば鹿か正直に明かした。


    　嘘うそをつくときは全力で、正直になる時は丸裸はだかで。ダヤンはいつもそういう言動をする。


    「私を何に利用しようっていうんです？」


    「アリアが盗とられた」


    　クロノアは目を丸くした。


    「君が不道徳な接し方をしていた、あの屍人形アイズオルガンの少女のことですか？」


    　不道徳な接し方というクロノアの物言いに、ダヤンは苦笑いを漏もらしてしまった。


    　クロノアはアリアの存在を知っている。ダヤンがアリアを屍人形として利用していることを知り、ダヤンに対して激怒していた。


    　それを指して不道徳な接し方と評したのだろうが、クロノアが思っているより遥はるかに、ダヤンはアリアに対して不道徳だ。


    「そうだ。あの屍人形だ。あれは俺の大事な道具なんだよ。絶対に取り戻したい。だけど、俺は弱いんだ。だからあんたの強さを利用したい」


    「……やっぱり、君の態度は彼女を道具として扱っているようには見えないです。あの子は君の大事な女の子なんじゃないですか？」


    　探さぐるように疑うたぐるように、クロノアはダヤンを見つめる。


    　ダヤンは数拍思案し、


    「ああ、そうだよ。世界一大事な女の子だ」


    　断言した。


    「……彼女を盗ったという人物は誰ですか？」


    「狂きよう乱らんの魔術師ヴアルド、オスカー」


    「君は彼の仲間じゃないんですか？」


    「仲間ではないけど、俺はあの人の弟子だよ。今でも尊敬してるし、特別に想ってる。同じくらい、ぶちのめしてやりたいとも思ってる」


    　ダヤンが正直に答えると、クロノアは視線を落として考え込んだ。


    　ダヤンの言葉や態度を全て吟ぎん味みし、判断を下そうとしている様子だった。


    「正直に言います。私がこの国へ来たのは、狂乱の魔術師がこの国で危険な魔ヴア術ールを使おうとしているという報を受けたからです。今、この街にはオスカー討とう伐ばつのために、何人もの異端審問官クライスビシヨフが訪れているんです」


    「ああ、オスカーはそれを知ってるみたいだったな」


    　それを知っていても平然としていたオスカーの姿を思い返す。


    　クロノアは一つ大きくうなずいた。


    「私は彼らと合流するためにここへ来ました。君がオスカーの仲間だと思っていたから、ここへ来れば君を見つけられると思ったんです」


    　そこで彼女の目は鋭するどく細められた。


    「君には、オスカーに敵対する意志があるんですか？」


    　覚悟を問うように聞かれ、ダヤンはぐっとあごを引く。


    「ああ、できれば俺がこの手で殴なぐってやりたい」


    　それもできる限り早く。急がなければ、オスカーは分かれたアリアの魂たましいを融ゆう合ごうさせてしまうかもしれない。記憶が戻れば彼女を生き返らせることはできなくなる。


    　ダヤンの答えを聞き、クロノアは一度目を閉じ、ゆっくりと開いた。


    「分かりました、君に力を貸します。君に死なれたら、子供たちの行方が本当に分からなくなってしまう」


    「俺に利用されてはくれるのか？」


    「利用されてあげます。その代わり、私も君を利用しますよ。子供たちが生きていると確信できるまで」


    　凛りんとした態度で、クロノアはダヤンに手を差し出した。


    



    



    　ダヤンの落ちた堀を数秒見下ろし、アリアはすぐに屋や敷しきの中へと首をひっこめた。


    　振り返った廊ろう下かの先には大勢の悪魔がいる。


    　何な故ぜだか知らないが、彼らはアリアを逃がすまいとしている。


    　契約者ベルダーであるオスカーとかいう魔術師ヴアルドが、アリアを実験道具にしようとしているのだという。


    　皮ひ肉にくなものだ。アリアは死んでから、どこにいても魔ヴア術ールの道具でしかない。


    　そんな扱いを受けるほどの悪事を、自分は生前働いたとでもいうのだろうか。


    　生きていればきっと、ため息の一つもついたに違いないけれど、呼吸をしていない今のアリアにはため息などつきようがなかった。


    　アリアは悠ゆう然ぜんと歩み、悪魔の中へ割って入った。


    　悪魔の群れに取り囲まれ、軽く両手を広げて見せる。


    「捕つかまえたいなら捕まえなさいよ」


    　自分がなぜ死んだのか、過去に何があったのか、知る権利がアリアにはあるはずだ。


    　悪魔たちは無む抵てい抗こうのアリアを捕まえて、元いた部屋へと連行した。


    　そこにはルピナスが待っていて、アリアを見ると微ほほ笑えんだ。


    「ダヤンは逃げたの？」


    「逃げたわ。逃がした」


    「よかった」


    　ルピナスは口元で両手を合わせ、ほうっと息をついた。


    　アリアは軽く腕うでを組む。


    「あなたが教えてくれるの？」


    　アリアは聞いた。


    「何を？」


    　ルピナスのきょとんとした顔が、アリアは少し癇かんに障さわった。


    「私の昔のこと。何があったのか、何な故ぜ彼が私を殺したのか。ここにいれば分かるとあなたは言ったわ。あなたが教えてくれるのじゃないの？」


    「私はそんなこと言ってないわよ」


    「……は？」


    　乙女らしからぬ、いささかどすの利いた声が出た。


    「言ったじゃないの。まさか……彼を逃がすために私を騙だました？」


    　ダヤンの傍そばにいるアリアが気に入らなくて、父親に自分を引き渡そうとしているのか……。


    　険けわしい顔で睨にらむアリアに対し、ルピナスは不思議そうに首をかしげている。なんだか、さっき会話をしていた人物とまるで別人のようだと感じた。


    「さっきのあなた、いったい何だったのよ」


    「分からないわ。覚えていない」


    「ついさっきのことを忘れたっていうの？」


    　問いただしたその時、部屋の扉とびらが開いた。そこから一人の男が入ってくる。相手を睨み、アリアは何故か身動きができなくなった。


    　屍しかばねであるアリアは、鼓こ動どうを早めることも、震ふるえることも、青ざめることも、汗をかくこともない。けれど、生きていたらそんな反応が出たに違いない。アリアは、対たい峙じする男に恐怖を覚えていた。


    「お父さん」


    　と、ルピナスが呼んだ。ルピナスの言によれば、彼女の父はオスカーという男だという。ならばこの男はオスカーだ。


    　会ったことなどないはずだ。なのに何故、自分はこの男をこんなにも恐おそれているのだろう？


    「あなた、何者なの」


    「……お前の所有者だった者だ」


    「所有者？」


    　その言葉は否いや応おうなくダヤンを想像させた。屍人形アイズオルガンであるアリアの所有者は、術者のダヤンであるからだ。


    　しかしオスカーは続けた。


    「ああ、私がお前の所有者だ。だからお前に罰を与える。お前は勝手にダヤンを逃がした」


    　そんなのあなたに責められる覚えはないわ──と、言いたかったが、何な故ぜか言葉が出てこない。


    　逆らいたくない……嫌きらわれたくない……そんな思いが胸に湧わき上がる。


    　胸の奥が渦うず巻まいて、何かがあふれてきそうになる。生きていれば、泣いていたかもしれない。けれども、屍人形アイズオルガンにそんな機能は備わっていないのだ。ダヤンはアリアに、戦うためだけの機能を与え、それ以外は何一つ与えなかったのだから……。


    　オスカーは傍かたわらで静かにたたずんでいるルピナスを呼んだ。


    「こっちへ」と、短く。


    「はい、お父さん」


    　ルピナスは従順に従い、オスカーの近くへ移動した。


    「これから魂たましいを元に戻す。アリアを究極の魔ヴア術ールに使う。構わないな？」


    「はい、お父さん」


    　ルピナスはやはり従順に答えたが、オスカーは数拍のあいだ黙り込んだ。


    「……あなたはやはり応えないな」


    　ぼそりと呟つぶやく。ルピナスは不思議そうに首をかしげた。


    　見ていたアリアはふと、オスカーがルピナスの中にいるもう一人の彼女に話しかけたのではないかと思った。ここにいれば全て分かると言った彼女に──


    　オスカーは冷めた目でルピナスを見下ろすと、手を伸ばした。


    「やめてよ！　触さわらないで！」


    　何故だかたまらずアリアは叫んでいた。何故そう感じているのか、自分では何一つ分からないのに、とても嫌いやなことが起きようとしていると分かったのだ。


    「思い出さなくていい……思い出したくない……お願いだから……！」


    　声を振ふり絞しぼり、アリアは懇こん願がんする。


    　知りたいと願っていた心を、身体からだはあっさり裏切っていた。


    　この男はアリアの知りたかったことを知っているのだ。それを感じた途と端たん、胸中に警けい鐘しようが鳴る。


    　思い出してはいけない──と。


    　けれども、オスカーは眉まゆ一つ動かすことなくルピナスの腕うでを掴つかんだ。


    「嫌……やめてえええええええ!!」


    　アリアの絶ぜつ叫きようは誰の中にも届くことなく宙ちゆうに消える。


    　次の瞬間、アリアとルピナスは同時にその場へ倒れ、意識は闇やみの中へ途切れた。

  


  
    



    　　　第五章　屍人形の本心


    



    　目の前に、のどかな田園風景が広がっている。


    　昔から、アリアはこの風景が好きだった。


    　九歳のアリアは田園の中を走る。


    　手に持っているのは小さなバスケット。その中には、焼いたばかりのスコーンが三つ。


    　アリアは息を切らして駆けてゆく。


    　その先に一本の大きな木が立っていた。


    　大きなクヌギの木だ。


    　その下にはふっくらしたドングリが一面に落ちていて、そこに彼が座っていた。


    「ダヤン」


    　アリアは彼の名を呼ぶ。


    　しかしダヤンはドングリの一つとにらめっこしていて、アリアの接近に気づかない。


    　アリアは歩調を落として近づくと、彼の隣にちょこんと座った。


    　秋風がそよそよと吹いている。風はだんだん冷たくなって冬がやってくるだろう。


    　高い空には一つ二つ雲が流れ、青の中を白く彩っていた。


    　ダヤンといる時、アリアはこの世界を美しく感じることができた。彼がいなければきっと、世界はもっと灰色で、早く終わってしまえばいいのにと思うようなものになるだろう。


    　アリアは風を浴びつつ目を閉じた。


    「あれ？　アリア？」


    　ふいに名を呼ばれてアリアは目を開ける。ダヤンが驚いた顔でこちらを見ていた。


    「お前、いつ来た？」


    　彼はいつも、周りが見えていないのだ。


    「実はね、ダヤンが来た時からずっといたのよ。ダヤンが気づかなかっただけ」


    　アリアは少しも視線を動かすことなく、澄すまして嘘うそをついた。


    「へー……お前はカエルみたいだな」


    　どういう感性なのか知らないが、ダヤンは失礼なことを言う。


    「何でカエルなのよ」


    　アリアはぷんすかしてみせた。


    「何持ってきた？」


    　ダヤンはアリアのふくれっ面を無視して、膝ひざ上のバスケットに目を落とす。


    「スコーン。だけど、人をカエルとかいう人にはあげません」


    　アリアはバスケットを遠ざけようとしたが、彼は平気でその中に手を突っ込み、三つのうち二つを強奪した。


    　彼はアリアがダヤンに多く食べさせるためにそれを持ってきていると、最初から知っているのだ。


    「もう……」


    　アリアはため息をついて、自分もスコーンを取り出した。


    　パクリと食べると、レーズンの多さでスコーンはぼろぼろ崩れる。けれど、味はとても美お味いしかった。


    　見ると、ダヤンはぼろぼろスコーンのかけらを零こぼしながら、またしてもドングリと向き合っていた。


    　ダヤンはスコーンを食べきると、汚れた手をズボンでぬぐおうとする。


    「ダメよ、汚れちゃう」


    　アリアはダヤンの手を取ると、バスケットにいれていたハンカチでその手を拭いた。


    　その間も、ダヤンはアリアに全く注意を払わなかった。


    　彼は全然アリアを相手にしない。だけど、それでいい。アリアは何かに夢中になっているダヤンを見ているのが好きなのだ。


    　お腹が満たされて、風は心ここ地ちよく、彼をずっと見ていられる。


    　今より幸せな時はきっとない。


    



    　景色が変わり、十歳のアリアは小川の辺に座っていた。


    　ダヤンは川に入ってせっせを石を拾っている。


    　丸くて白い石を探しているのだ。


    　アリアは頬ほお杖づえをついて、ダヤンをじっと眺ながめている。


    　夏の日差しが暑くて、汗が首筋を伝う。


    　あんまり暑くて、アリアはダヤンに倣ならい川に近づく。


    　ぱしゃぱしゃと水音を立てて川へ入ると、冷たい水が心地よかった。


    「手伝ってあげようか？」


    　白い石を探すくらい、アリアにだって簡単だ。


    「別にいいよ」


    　ダヤンは顔も上げずに言う。


    　けれどアリアは冷たい水へ手を突っ込んで、白くて丸い綺き麗れいな石を探し始めた。


    「ねえ、ダヤン。なんでお父さんはいなくなっちゃったのかな」


    　水底を探さぐりながら、アリアは何気なく聞いた。


    　何気なさを装よそおってはいたけれど、もしかしたら声は震ふるえていたかもしれない。


    　ダヤンは顔を上げてアリアを見た。


    「さあ……師匠の考えることはよく分からない」


    　答えるダヤンの表情が少し曇くもった。


    「ごめん。ダヤンはお父さんと、私よりずっと仲が良かったよね」


    　きっと、魔ヴア術ールの師を失ったダヤンの方が、ずっと落ち込んでいるはずだ。


    「ごめんね。私が生まれなかったら、お父さんはいなくならなかったかもしれないのに」


    　アリアはそう言ってダヤンの方を見た。どんな顔をしていいのか分からなくて笑ったら、失敗して唇くちびるが震ふるえた。


    「師匠も意味が分からないけど、お前も意味が分からないよな」


    　ダヤンは小さく鼻を鳴らす。


    「師匠がいなくなったのとお前が生まれたのは全然関係ないだろ。師匠がいなくたって俺は魔術の勉強を続けるし、ちゃんと魔術師ヴアルドになってみせるよ」


    「なれるかな……」


    「なるよ。師匠がいなくなった代わりに、俺が魔術師になってお前のことを守ってやるから」


    　言われてアリアはびっくりした。


    「そんなの初めて言われた。お父さんは、私を守ってくれたことないもの」


    　いつだって、アリアが父と母を守る役目を果たしてきたのだ。アリアを守ってくれる人なんて、この世界にはいないのだと思っていた。


    「なら、俺がお前を守る最初の奴やつだな」


    　真ま顔がおで言われ、何だか恥ずかしくなった。


    「それじゃあ、お返しに私はダヤンを守ってあげるわね」


    　照れ隠しにちょっと気取って言ってみる。


    「うん、頼んだ」


    　ダヤンはあっさりと言う。それがなんだか嬉うれしかった。


    



    　時は移ろい、目の前には星空が広がっている。


    　十五歳のアリアは、ダヤンと手を繋つないで冬の小道を歩いていた。


    「さぶい……」


    　ダヤンはアリアの手をきつく握にぎりしめて震えている。


    　彼は寒いのが苦手なのだ。


    「じゃあちゃんとつかまっててね」


    　アリアもしっかとダヤンの手を握り返す。


    「最近、お母さんの具合がよくないの」


    「うん、そうだな」


    　ダヤンは渋しぶい顔になった。


    　母のための薬を作っているのはダヤンだ。


    「俺が何とかするから、もう少し待ってて」


    「うん……」


    　アリアは強くダヤンの手を握にぎった。


    　そこでふと、ダヤンは白い息を吐はきながら空を見上げ、立ち止まった。


    「あの星の並び方……悪くないな。何だか、新しい薬の調合を思いつきそうな気がする」


    　呟つぶやいて、突然地面にしゃがみ込む。


    　道みち端ばたの石ころで地面にがりがりと線を描き始めた。


    「寒くないの？　ダヤン。風邪かぜをひいちゃうよ？　帰ってから考えようよ」


    　夢中になってしまった彼の気を引くため、ぱしぱしと肩かたを叩たたきながらアリアは訴えた。


    「じゃあ先に帰っていいよ」


    　ダヤンはいささか名残惜しそうではあったが、アリアの手を放そうとする。


    「ダメ」


    　とアリアはダヤンの手を引き留めた。


    「あのね、ダヤンの手は魔ヴア術ールを使うためにあるんじゃなくて、私と繋つなぐためにあるのよ。知らなかったの？」


    「知らなかったよ」


    「じゃあ覚えておいてね」


    　ちょっと怒った顔を作り、アリアはダヤンに肩を寄せる。


    　寒い夜でもくっついていれば暖かかった。


    



    　そして十六歳のあの日──


    「やめて──！」


    　移り変わる世界に、突とつ如じよ割って入った声がある。


    　アリアは顔を上げる。


    　世界はいつの間にか真っ暗くら闇やみになっていた。闇以外に何もない。


    　アリアは振り返る。


    　そこには、表情をこわばらせたもう一人のアリアが立っている。


    　アリアとアリアは暗闇の中で向かい合う。


    「こんなの……私じゃない」


    　叫んだ方のアリアが言う。


    「あなたよ。そして私」


    　記憶を蘇よみがえらせていたアリアが答える。


    「嫌いやよ、思い出したくない」


    「そうね……だけど、これ以上逃げたって何にもならないわ。あの日私は罪を犯した。自分の罪から目を逸そらして、それでどうなるっていうの」


    　アリアが囁ささやいた途と端たん、世界が真っ白になって弾はじけ飛んだ。


    



    　まばゆい光に包まれて、アリアはそっと目を開ける。


    　そこは見知った部屋の中だ。


    　アリアが今まで──この二年間、ずっと閉じ込められていた部屋だ。


    　絨じゆう毯たんの上に倒れていたアリアは、力なく身体からだを起こした。


    　すぐ傍そばに、今まで自分が肉体を借りていた少女の身体が横たわっている。


    　少女の身体は死んでいない。呼吸をしている。しかし、抜け殻になってしまったかのようで、目を覚ます気け配はいがまるでなかった。


    「記憶は戻ったか？」


    　低い声が耳に届き、アリアはびくりと肩かたを揺らした。


    　そっと振り向いた先に、想像した相手の姿を見つけ、アリアは呟つぶやいた。


    「お父さん……」


    　そう呼ばれたオスカーは、わずかに顎あごを引く。


    「ちゃんと戻っているようだな、問題ない」


    　問題ないと言われたアリアは、頭の中が混乱していて状況を把は握あくできなかった。


    　今まで二年間、ダヤンと旅をしてきた。そのことをはっきりと覚えている。


    　自分を殺した敵と信じ、憎み続けてきたことを、その感情までも覚えている。


    　そして同時に、生きていた頃の記憶も、自分の中に存在していた。


    　ダヤンが誰だったのか、自分が誰だったのか、自分たちがどう過ごしてきたのか、どうして彼が自分を殺したのか、全て思い出していた。


    　それが頭の中でごちゃ混ぜになり、アリアはパニックに陥おちいった。


    「何これ！　何なの！　どういうことよ！　私はダヤンに殺されたはずなのに……何で私、屍人形アイズオルガンなんかにされてるの!?」


    　叫ぶアリアに対し、オスカーは冷ややかに告げた。


    「ダヤンがお前を生き返らせようとしたからだ」


    「生き返らせ……って、嘘でしょ……」


    　理解不能すぎて頭が痛くなりそうだ。もっとも、アリアに痛つう覚かくはないのだけれど。


    「ダヤンはお前を生き返らせようとして屍人形にし、完全に人間として生き返らせるために悪魔と契約した」


    　オスカーはやはり淡たん々たんと語った。


    　アリアが知らなかったこと、ダヤンが隠してきたこと全部、契約の内容まで全て、オスカーは知っていた。彼は己おのれの見たものを全て話した。


    「あいつは僕ができなかったことをやった。あれほど驚いたことはない。どうしてそんなことができたのかと不思議だった。だからあいつの行動はその後も全部見ていたんだ。契約の内容も全て」


    　冷たい目がアリアを射いる。


    「このまま契約を遂行し、お前が生き返っていたら──ダヤンは死んでいただろう」


    　オスカーはそう締めくくった。


    「……どういうこと？」


    「人を生き返らせる魔ヴア術ールは強力だ。使っていれば、ダヤンの寿じゆ命みようは数年と残らなかっただろう。それでなくてもダヤンは、寿命を削って魔術を使うことを何度もしている」


    　想像もしていなかったことを告げられ、アリアは放心する。


    「……そう」


    　しばらくして小さく呟つぶやいた。全て聞き終え、自分の状況をようやく理解し、絶望感と怒りだけが胸の中に残った。


    　ため息をつきたいと思う。が、動かぬ肺は呼気を発してくれない。


    　アリアはゆっくりと立ち上がった。


    「お父さん……私、少し出かけてきてもいい？　ダヤンと話がしたいの。すぐに戻ってくるから」


    「ああ、別に構わない」


    　オスカーはあっさり許可を与え、アリアに向かって手を伸ばした。乾いたその手がアリアの首筋に触ふれる。その手が温かいのか冷たいのか、今のアリアには分からない。


    　バチッと一瞬火花が発生し、アリアの首に黒い模様が刻まれた、それはまるで首輪のように、アリアの首をぐるりと取り巻いていた。


    「簡易的なものだが鎖だ。一時間以内に戻らなければ強制的に戻らせる」


    　アリアに魔術の知識はほとんどないが、何かしらの魔術を施ほどこされたのだろうことは分かった。ダヤンではない人間に触れられて魔術をかけられる。そのことに違い和わ感かんがあった。


    　あっさり許可を得たことは意外でもあったが、すんなり納得できることでもあった。


    　オスカーはアリアが逆らわないことを知っているのだ。


    「ありがとう。でも、ダヤンを見つけるまでにもう少し時間がかかるかもしれないわ」


    「大通りにある酒場の裏だ。ダヤンはそこにいる」


    　言われてアリアは目を見張る。


    「分かるの？」


    「魔術で捕ほ捉そくしている」


    「そう……分かった。すぐに戻ってくるわね。必ず戻ってくるからね。私は……お父さんの味方だから」


    　アリアは父に背を向けて、窓を開け放った。そこから空へと身を躍らせる。


    　昔の記憶を持ったまま、屍人形アイズオルガンの肉体で空を翔かけるのはおかしな感じがした。


    



    



    　同じ頃、路地裏で共闘関係を結んだダヤンとクロノアは、顔を突き合わせて思案していた。


    「さて……と、何から始めるかな。正直、異端審問官クライスビシヨフにオスカーを持っていかれるのは癪しやくだ。できれば自分で殴なぐってやりたい。だけど、それよりアリアを取り戻す方が重要だ」


    「それなら、我々がオスカーを討とう伐ばつするまで待ちますか？」


    　地面に向かい合って座り込み、クロノアはそう提案してくる。


    　ダヤンは口元を押さえて考え込んだ。


    「いや、なるべく急ぎたい。あまり時間をかけたら、オスカーは二つに分かれたアリアの魂たましいを融ゆう合ごうさせるかもしれない」


    　その前に何としても取り戻さなくてはならない。


    「え？　二つに分かれた？　融合？」


    　クロノアは目を白黒させてその言葉を繰り返した。


    　ダヤンは少し迷って、彼女に自分の目的を明かすことにした。


    「俺はアリアを生き返らせようとしてるんだ。神様にはきっと、反対されるんだろうけどな」


    　ダヤンは手短に己おのれの事情を話した。


    　クロノアは険けわしい顔で、最後まで言葉を挟むことなく聞いていた。


    「そんなこと、不可能です」


    　全て聞き終わると彼女は言った。


    　神への冒ぼう涜とくだと責める様子はない。むしろ、無謀な望みを持ったダヤンを憐れんでいる様子に見えた。


    　ダヤンはふっと笑ってしまう。


    「ああ、大それた願いを持ったと思うよ。だけどやると決めたんだ。そのためにあんたの力を必要としてる。あんたなら、オスカーに勝てるか？」


    「……分かりません。彼の契約する悪魔は多すぎます」


    　なるほど、それはオスカーにとって一番の強みであるはずだ。


    　オスカーは他人の魂を使って悪魔と契約することができる。


    　本来なら一人一度しかできない悪魔との契約を、人類の数だけ結ぶことができる。


    「オスカーは昔から、悪魔と契約する時同じ内容で契約を結んでいたんだ。『自分の命令を聞くなら、望みのままに魂を喰くわせてやる』って。悪魔は食欲で動く。自分にとって最上級の魂を用意されたら、それを拒こばむことはしない」


    「だから何だというんです？」


    　ダヤンが何を言いたいのか、クロノアは分からなかったようだ。


    　ダヤンの言葉は時折回りくどかったり率直すぎたりして、他人の理解を置き去りにする。


    「つまり──オスカーが命じれば、あの悪魔たちは俺に喰くわれることすら受うけ容いれるってことだ」


    「自分の命を捨ててまで、悪魔が食欲を優先するというんですか？」


    「命？」


    　ダヤンは怪け訝げんな顔でその言葉を繰り返し、クロノアが『悪魔喰い』の異い名みようを勘かん違ちがいしているのだと気が付いた。


    「俺は悪魔を殺してるわけじゃない。ただ、身体からだの中に封じ込めて、その力を搾しぼり取るだけだ。願いを叶かなえた暁あかつきには解放する。無力な存在になってしまっているだろうが、まあ数百年で元に戻るだろう。悪魔にとってはそう長くない時間だ」


    　人を殺さないと決めているダヤンが、悪魔なら殺していいと判断するわけないではないか。


    　心があって、生きている。人も悪魔も同じようなものだ。そしてダヤンは悪魔に魅み入いられた魔術師ヴアルドでもある。


    　ダヤンは人を殺さないし、悪魔のことも殺したいとは思わない。


    「ただ、悪魔にとって人間の俺に喰われるのは気持ちのいいことじゃないはずだ。それでも契約内容が勝る。オスカーが命じれば、悪魔は逆らわない。それを利用するために、オスカーを異端審問官クライスビシヨフにとられるわけにはいかないんだ。それより前に、オスカーを捕とらえたい。その手助けをしてほしい」


    「……分かりました」


    　クロノアは物言いたげな様子だったが、渋しぶ々しぶダヤンの言葉に承知した。


    　生き真ま面じ目めな彼女にとって、仲間を出し抜くのは気分のいいことじゃないだろう。


    「悪いな」と、ダヤンは謝あやまった。


    　クロノアは少し驚いた顔をする。


    「君のためではないです」


    「それは分かってる」


    　彼女がダヤンとの取引を受け入れたのは、子供たちのためであり、同時に囚とらわれたアリアのためだ。


    「……君は怖こわくないんですか？」


    　クロノアは険けわしい顔で聞いてきた。


    「何が？」


    「人を生き返らせるなんて、神に背そむく行為です。途方もなく罪深いことです。そんな行いに手を染めることを、君は怖いと思わないんですか？」


    　問われてダヤンは考え込んだ。


    　足元を見ると、寒さのせいか寿じゆ命みようなのか、小さな虫の死し骸がいが落ちていた。


    　ダヤンは指先でそれをつまみ、手のひらに乗せた。


    「俺はこれからこの虫を生き返らせようと思う」


    「は？」


    　クロノアは素すっ頓とん狂きような声を上げた。


    「例えば俺がそう言ったら、あんたは同じことを言うかな？」


    　小さく乾いた虫の死骸を見下ろし、ダヤンは続けた。


    「この虫を生き返らせることは、神に背そむく行為で、とんでもなく罪深いことだとあんたは思うか？」


    「虫と人は違います」


    「何が違う？　同じ命だ。だけど、小さな虫一匹生き返らせるくらいなら、なんとなくそんなに無茶なことじゃないような気がしないか？　魔ヴア術ールを極めれば不可能じゃない気がしないか？　神の怒りを買う許されざる行為ではないような気がしないか？　だとしたら、人間を生き返らせることだって実は不可能じゃないと思わないか？」


    「虫と人は違います！」


    　クロノアは声を荒らげた。


    「あんたがそう思うなら、それを否定はしない。ただ、俺は不可能だと感じなかったから、アリアを生き返らせようと思った」


    「君とは本当に……理解し合えません」


    「そうか、残念だ。俺はあんたを好きなんだけどな」


    　ダヤンは心からそう思った。


    　理解し合えないことを少しだけ悲しいと思ったが、それはもうずっと昔に諦あきらめたことだ。たった一人、分かってくれる少女がいればいいと思ったのだ。その彼女をこのまま失うことはできない。


    「じゃあ行くか」


    　ダヤンがそう言った時、ずっと傍かたわらで二人のやり取りを見守っていた少女姿の悪魔──ガーガウルドが不ふ意いに舌打ちした。


    『ああ……くそ……何ということだ……』


    　ダヤンは悪魔の存在を思い出し、そちらを向く。


    「どうした、ガーガウルド。何か手伝ってくれるのか？」


    　ダヤンの軽口を無視して、ガーガウルドは顔をしかめる。


    『残念だよ……本当に残念だ……』


    「何があった」


    　嫌いやな予感がして、ダヤンは思わず立ち上がった。クロノアもつられて立ち上がる。


    『本当に残念だ、私の愛いとしい契約者ベルダー。こう呼ぶのも最後だな……たった今、私たちの契約は破られた。君はもう、彼女を生き返らせることはできないよ』


    「……は？　どういうことだ？」


    『別れ別れになっていた彼女の魂たましいが融ゆう合ごうした。それがどういう意味か、君なら分かるだろう？』


    　突然のことにダヤンは固まり、みるみる青ざめる。


    　恐おそれていたことが起きてしまった。


    　魂が融合したということは、記憶を取り戻したということだ。


    　記憶を取り戻したということは、ダヤンへの好意を蘇よみがえらせたということだ。


    　愛されてはならないという、ガーガウルドとの契約が破られたということだ。


    「待ってくれ！　本当にアリアは記憶を取り戻したのか!?」


    　ダヤンはガーガウルドに詰つめ寄よった。


    「君！　あれ！」


    　クロノアが声を張った。振り向くダヤンの視線を誘導し、クロノアは遠くを指さしている。


    　華きや奢しやな指が差すその先には、一人の少女がいた。こちらに向かってゆっくり歩いてくる。


    「アリア！」


    　ダヤンは歩いてくる少女の名を呼び、彼女に向かって駆け出した。


    「来ないで、ダヤン」


    　アリアは立ち止まり、鋭するどい声でダヤンを制止した。


    　急停止したダヤンは、たたらを踏んで転びかける。


    　そして愕がく然ぜんとアリアを見つめる。


    　いま彼女は……何と言った？


    　ダヤンの名を呼びはしなかったか？


    　アリアは屍人形アイズオルガンになってから、ダヤンを名前で呼ばなくなった。


    　その名を呼んだということは……


    「やっぱり、思い出したんだな」


    　ガーガウルドの言葉は事実だった。


    　茫ぼう然ぜんとするダヤンに、アリアはありったけの嫌けん悪おと憎ぞう悪おを込めた目を向けた。


    「私、言ったじゃない？　私だったら悪魔の力で蘇ったりしたくないって。そんなことされたら相手を恨うらむって。ねえ、なんで私を屍人形なんかにしたの？　私、こんな風になってまで、この世に存在していたくなかったわ」


    　ダヤンは何も言葉を返すことができなかった。


    　彼女は正しい。彼女を生き返らせたいと思うのはダヤンの我欲と傲ごう慢まんで、彼女の望みではない。


    「お父さんに全部聞いたわ、ダヤンと悪魔が交かわした契約のこと、何もかも。お父さんは、最初から全部知ってるのよ。私、命を弄もてあそばれたような気がしたわ。ねえダヤン、私に何か言うことがある？　言えることが、一つでもある？」


    　追いつめるように、アリアは聞いてきた。質問ではない、詰問だ。ダヤンは今、はっきり責められているのだと感じた。


    　そして、彼女の望み通り答えた。


    「好きだよ」


    　その場に間の抜けた沈黙が下りた。


    「おい、聞いてるか？」


    　ダヤンは首をかしげた。


    「……馬ば鹿かなの？」


    「お前が聞いたんだろうが。言いたいことがあるかって。二年間黙っていたんだから、一言ぐらい言わせろよ」


    　ダヤンは叱しかりつけるような口く調ちようで言った。


    　アリアは呆あきれ返った顔でぽかんとし、目を逸そらした。


    「ダヤンって本当に……」


    　その先は唇くちびるの奥で消えた。


    「話すことはもうないわ。帰るから」


    　アリアは踵きびすを返す。もう相手にしていられないという様子だ。


    　ダヤンはその背に向かって聞いた。


    「アリア、俺が好きか？」


    　彼女はぴたりと動きを止める。振り返り、真まっ直すぐダヤンを見た。その瞳ひとみはわずかも動くことなくダヤンに据すえられる。


    「嫌きらいだ──と、本心から言えていたら、契約は今も続いていたんじゃない？」


    　一拍置き、しかしほんの少しすら瞳を揺らすことなく続けた。


    「だけど……だから……あなたがこんなにも憎いんでしょ。二度と顔を見たくないと思う程度には。殺されて蘇よみがえらされた憎い敵を好きでいるほど、辛つらいことはないわ。私は別れを言いにきたのよ。もう二度と会うことはないでしょうね、お父さんのところに帰るわ」


    「お前はお父さん子だもんな」


    　そんなダヤンの言葉に、アリアの眉まゆが跳はね上がる。


    「私は死んだのだから、死者としてあるべきところへ還るだけよ。分かったのなら、もう行って。二度と私の前に現れないで」


    　アリアは今度こそ背を向けると、夜空に向かって跳ちよう躍やくした。その姿はたちまち小さくなり、星に紛まぎれて消えた。


    　彼女がいなくなると、ダヤンはその場に座り込んだ。脱力して腰こしを抜かしたような格かつ好こうだ。深々としたため息が出る。


    「くっそ……やられた……」


    　さっきまでの飄ひよう々ひようとした態度が消え、頭を抱える。


    『これでもう、私たちの契約は終了だ。次に会うのは君が死んだ後、君の魂たましいを喰くらう時だけだよ。契約を完かん遂すいしても途中で終了させても、君が死んだら君の魂は私の腹に入る。それが私たちの契約だからね』


    　少女の姿をした悪魔は、冷ややかに告げた。


    『しかし殺された人間の魂は、殺した人間の物になる。悪魔には手を出せない理だ。悪魔が人間を殺しても、その魂は悪魔の物にならない。私たちは、契約の上でしか魂を食うことができない。だからどうか、死ぬまで誰にも殺されないでおくれ』


    　冷たい笑みが口の端に上る。


    『たった二年の間だったが、楽しいひと時だった。生まれて数千年、これほど楽しかったことはないよ。それじゃあ……さよならだ』


    　ガーガウルドは手にぶら下げていたズタボロの梟ふくろうの悪魔を、ぬいぐるみよろしく両手で抱え、別れの挨あい拶さつを口にした。


    　未練など何もないというように、背を向けてその場を立ち去る。


    　ダヤンはその場に跪ひざまずき、必死に考えた。頭の中が焼けつくほどに思考を巡めぐらせ、顔を上げる。


    「ガーガウルド！」


    　思わず叫んでいた。


    「もう一度俺と契約してくれ！」


    　しかし、振り返ったガーガウルドの眼まな差ざしは冷ややかで、一片の情も見て取れない。


    『どうやって？　君はもう私に魂を差し出した。これ以上、君に差し出せるものがあるのかい？　私が君を気に入っているから、手心を加えると思ったのかい？　残念だけれど、差し出せるものが何もない君には何の価値もない』


    　その通りだ。ガーガウルドは正しい。


    　ダヤンが差し出せるものなど、もう何一つ残ってはいない。


    　だが──


    



    



    「どうするつもりなんです？」


    　クロノアは地面に座り込むダヤンに聞いた。


    　ガーガウルドは去っている。オスカーのところへ行ったことだろう。


    「異端審問官クライスビシヨフがオスカーを討とう伐ばつするというのはどういう計画だ？　それはいつになる？」


    　ダヤンは顔を上げ、突然急せくように聞いた。


    「その隙すきにアリアを取り返す。アリアを魔ヴア術ールの道具にさせるわけにはいかない」


    　クロノアは目を丸くした。


    「彼女は君の顔も見たくないと言ってたじゃないですか。それでも行くんですか？」


    「アリアは昔から変な癖くせがあって……嘘うそをつくとき何でか知らないが、目が全然動かなくなるんだ。死んでからなくなってたと思ったんだけどな」


    　さっきのアリアは確かに、目を少しも動かさなかった。


    「彼女は嘘をついていたんですか？」


    「そうだな」


    「どうしてです？」


    「何でそれを俺に聞くんだ。分かるわけがないだろ」


    　堂々と答えたダヤンに、クロノアは少しがっかりした顔をした。


    「だが、少なくともあの言葉が嘘だって分かってるだけで、俺がアリアを諦あきらめない動機にはなる。そもそも俺は、今までの人生で諦めるという選択をしたことはあまりないんだ。しいて言うならそうだな、他人に自分の想いを分かってもらうことを諦めたくらいだ」


    　言って、ダヤンは立ちあがった。ズボンを払い、土ぼこりを落とす。


    「異端審問官たちは、いつオスカーを襲撃する？」


    「君のやることは、私の理解の範はん疇ちゆうを超えてます」


    「それはどうもありがとう。魔術に最も大事なのは、常識を飛び越えることだ」


    　クロノアは絶句した。


    「さあ、異端審問官のお嬢じようさん、俺を連れて行ってくれ」


    　ダヤンは腰こしに手を当てて言い放った。


    「……分かりました。今となってはもう、隠す意味もありません」


    　クロノアは覚悟を決めて頷うなずいた。


    「頼む」


    「今です」


    「何がだ？」


    「オスカー襲撃は、今日のこの時間に予定されていました。私は君を見つけなければ、その計画に参加しているはずでした」


    　ダヤンはポカンとした。目を見開きすぎて、目玉がポロリと零こぼれるような気がした。


    「お嬢さん……そういうことはもっと早く言ってくれ」


    「君にそう易やす々やすと、計画を教えるとでも？」


    　そう言われてしまっては反論もできない。


    「……分かったよ。それならアリアがそいつらに捕つかまる前に──オスカーがアリアを利用する前に──俺が横からさらっていくだけだ。アリアを絶対に魔ヴア術ールの道具にはさせない」


    　がりがりと頭をかいて、ダヤンはそう宣言した。


    



    



    　アリアはハルバート家の屋や敷しきに帰りつくと、出てきた窓から中へ入った。


    　入ってすぐぎくりとする。


    　オスカーはそこで待っていた。


    　ベッドにはルピナスが寝かされている。


    　そして、オスカーの傍そばには一人の男が立っていた。


    　それがオスカーの兄ハルバートだということを、アリアの記憶は認識していた。


    「ただいま、お父さん」


    　アリアは声をかけたが、オスカーは何も答えなかった。


    「やっと戻ってきたんだね、ルピナス。いや、アリアか」


    　代わりに答えたのはハルバートだった。


    　ハルバートはスマートな壮年の男で、パリッと糊のりの利いたシャツに、上等な仕立てのスーツを着ている。身だしなみに何一つ気を使っていないオスカーとは雲うん泥でいの差だった。


    「アリア、お父さんを心配させてはいけないよ。さあ、お父さんに謝あやまりなさい」


    　ハルバートは優しく話しかけてくる。


    　昔の自分だったら、伯お父じに対してにこやかに笑い、ごめんなさいと素直に言ったのかもしれないけれど、今のアリアにはそんな風に演技する理由が一つもなかった。


    　今の自分は生きていた頃よりも自由だった。


    　それなのに、オスカーの機嫌を損そこねたくないという思いだけがいまだ消えない。幼い頃からアリアがどれだけ媚こびたって、父は変わらなかった。だからもう、何をしたって同じことなのだ。それなのに、見限られることが今でも怖こわい。


    　アリアはハルバートを無視し、ベッドで眠るルピナスを見た。


    「彼女は……何な故ぜ起きないの？」


    「お前は知っているはずだ」


    　今度はオスカーが答えた。父の答えは簡潔で、その簡潔さはどことなくダヤンにも通じているように思えた。


    　ダヤンのことを思い出し、アリアの表情は自然と曇くもった。


    　それを振り払うように、アリアはオスカーの言葉に注意を向ける。


    　父の言う通り記憶をたどると、アリアは記憶の底から情報を得ることができた。まるで本を読んでいるような感覚で、今まで知らなかったはずの記憶が浮き上がってくる。


    　それは、意識がないまま記憶のみで情報を蓄ちく積せきした、アリアの魂たましいの片割れの経験だった。


    　アリアの魂はルピナスの身体からだに入れられてすぐ、父から説明を受けていた。


    「お父さんは、私の容いれ物ものにするためにルピナスの魂を悪魔に喰くわせた」


    「ああ、そうだ」


    　酷ひどいことだ。自分の姪めいを──何の罪もない女の子を──利用して魂を食わせるなんて……。


    「ルピナスは嫌いやがらなかったの？」


    　会話したこともないその従姉妹いとこに、アリアは心を傾かたむけた。


    「嫌がったりはしなかった。あの娘が望んだことだ」


    「ルピナスが自分から魂を喰われたっていうの？」


    「ああ」


    「何でそんなこと……」


    「僕はあの子の動機に興味などないが、父親を心配させると言っていたのは覚えている」


    「父親……って、ハルバート伯お父じさんのこと？」


    　アリアはハルバートを見る。


    「どうやらそうらしいね」


    　ハルバートは言った。


    「何もできない愚ぐ図ずな娘だったが、オスカーの役に立てたなら産ませた価値があったというものだ」


    　嬉うれしそうに笑い、彼はオスカーの肩かたに手をかける。オスカーは無表情でその手を払いのけた。


    　その姿を見ていて、何な故ぜかアリアはしゃべったこともない従姉妹のことが少し分かった気がした。


    「伯父さんは、ルピナスが可か愛わいくなかったの？」


    　聞いた瞬間、アリアは聞かねばよかったと思った。しかし、発してしまった言葉は、もう消すことができなかった。


    「もちろん大事に思っていたとも。自分の娘だ。だから私が最もふさわしい使い道を考えてあげたんじゃないか。オスカーの魔ヴア術ールの礎いしずえになる……最高の最さい期ごだ。我が娘ながら羨うらやましいよ。オスカー、お前が望むなら、私を使ってくれても構わない」


    　ハルバートは媚こびるように言った。


    「今のところ兄さんを使う予定はないな」


    　オスカーはゴミを見るような目でハルバートをちらと見やる。


    　二年間蓄えられた記憶の中にも、この二人のこういったやり取りは数えきれないほどあった。アリアは容易たやすく二人の関係を把は握あくした。ハルバートは、弟の言いなりなのだ。


    　娘を差し出して何とも思わないくらい、ハルバートはオスカーに傾倒している。


    　こんな父親の気を引くためだけに、ルピナスは魂を差し出したのか……。


    　なんて愚おろかなのだろうと思い、その愚かしさが自分の姿と重なった。


    　オスカーに少しでも価値を見み出いだしてもらいたくて、道具にされると分かっていてもここに留まっている。


    　自分と彼女は何も変わらない。死んだのが魂たましいか肉体かというだけの違いだ。ルピナスの魂は喰くわれてしまった。


    　そう考えていたアリアは、ふとおかしなことを思い出す。


    　ダヤンがルピナスに話しかけた内容は、もちろんアリアの中に記憶として蓄ちく積せきされていた。


    　その中に、ダヤンがおかしなことを言った記憶がある。


    　一人で国を出ていけと言ったくせに、どうしてアリアのもとへ案内するのか？　とダヤンは聞いてきた。


    　私はそんなこと言ってないわと、ルピナスは言った。あれはアリアの記憶が蓄ちく音おん機きのように話していただけのことだが、もちろん今のアリアにとっても身に覚えがないことだ。


    　ダヤンはいったい、誰としゃべっていたのだろう？　そもそもルピナスの身体からだには、本当に彼女の魂は残っていないのだろうか？


    　そういえば、オスカーがさっき答えないルピナスを責めていた。あれはいったい、誰に話しかけていたのだろう？　アリアに話しかけていたのではないように思う。


    　身動き一つせず抜け殻のように横たわるルピナスを見やる。


    　もしかしたら、魂のひとかけらくらいあの身体に残っているのでは？　ならば、ダヤンとルピナスが話しかけていた相手は本当のルピナス？　そう考えるのはアリアの感傷だろうか？


    　難しい顔で黙り込んでいると、部屋の空気が変わった気がした。


    『久しぶりだね、オスカー』


    　言いながら姿を現したのは、かつてアリアに取り憑き、故郷の村人たちを殺害させた悪魔、ガーガウルドだ。その姿を見た瞬間、アリアは身体が凍り付いた。


    　見知らぬ姿をしていても、それがかの悪魔であることをアリアは感じ取ることができた。


    　ガーガウルドは異国風の服を着た妙みよう齢れいの女性に変じていた。


    　その手に繊細な細工の小ぶりな鳥とり籠かごを携たずさえている。羽ばたくことすら禁じられた梟ふくろうが、鳥籠いっぱいに押し込められていた。


    「久しぶりだ、ガーガウルド」


    　オスカーは悪魔に捕とらえられた梟を見やる。


    「私の契約する悪魔を勝手に捕らえるのはやめてもらおうか」


    『あんまり生意気なのでね、少しばかりお仕置きしているところだよ。十分反省したら返してあげよう』


    　ガーガウルドはゆらゆらと鳥籠を揺らす。


    「結局、お前は僕の所へ戻ってきたな」


    『彼と結んだ契約は、もう終わってしまったからね』


    「ならば今度は、私との契約を果たしてもらう時だ」


    『私に願いを叶かなえさせたいなら、契約書ベルダングラーンの内容を履り行こうしたまえ。君の娘の魂たましいは、完全に君の物にはなっていない。私との契約に使うには不十分だ。彼女の魂を完全に君のものにしたいなら、彼女の所有者である弟子を殺さなくてはね』


    　悪魔はにたりと笑った。美しい女の顔が凶きよう悪あくに崩れる。


    「僕がダヤンを殺したら、ダヤンの魂の所有者は僕になる。お前はあれを喰くうことができなくなるが？」


    　聞かれてガーガウルドはふっと笑った。


    『私は彼の魂を至高と信じて契約した。だが、契約の終了した私に向かって、彼はもう一度契約を結びたいと言い出したんだ。魔術師ヴアルドである彼が悪魔の情にすがった。正直、がっかりしたよ。あの瞬間、私の中で彼の魂は色あせた。私を魅了した魂はもうどこにもないのさ。彼ともう一度契約を結ぶつもりはないよ。彼にはもう、私に払える対価が何一つないのだからね』


    　不敵な笑みを浮かべているガーガウルドの言葉をしばし吟ぎん味みし、オスカーは言う。


    「ならば、その代わりにアリアの魂を喰わせてやろう。そのためにダヤンをここへ呼んだ」


    『それは楽しみだね。だけど、今頃彼は逃げているかもしれないよ？』


    「それはないだろうな。ダヤンがアリアを置いて逃げることはありえない」


    『そう……それなら、彼を殺すといい。ただ、その前に片付けなくてはならない狼ろう藉ぜき者ものがいるようだ』


    　ガーガウルドは窓の外に目を向ける。


    『君はやりすぎた。異端審問官クライスビシヨフに目をつけられたんだよ。百人近くいるかな。君が使おうとしている究極の魔ヴア術ールを阻止するために集まったようだ。彼らを始末しないとね』


    　耳を澄すましてみれば、屋や敷しきの外に人の集つどう物音がする。足音や、ざわざわとした話し声。


    「煩わずらわしいな」


    　オスカーは特に表情を変えることなく呟つぶやく。


    　傍かたわらのハルバートがたちまち取り乱して、おろおろと辺りを見回した。


    「何ということだ……何ということだ……異端審問官だって？　ああ、オスカーどうしたらいいんだ」


    　真っ青になって、ハルバートは弟の腕うでにすがった。


    「どうもしなくていい。僕が片付ける」


    「ああ、オスカー。頼むよ。お前は本当に頼もしい弟だ。ずっと傍そばにいてくれ」


    　まるで神様を見るような目だ。対するオスカーは無感情な冷たい目をしている。本当の神様なんてものがいたら、案外あんな冷たい目をしているのかもしれない。アリアはそう思った。


    　オスカーは、弟に向けるのと同じくらい冷ややかな目で、アリアの方を向いた。


    「お前はここから出るな。肉体はどうなっても構わないが、その魂たましいは二つとない重要なものだ」


    　そう言い置き、彼はすぐに部屋を出ていく。


    　ガーガウルドが優ゆう艶えんな足取りでそれに続いた。


    　そしてオスカーの庇ひ護ごを求めるハルバートも、慌あわてて弟の後を追う。


    　部屋にはアリアとルピナスの肉体だけが残された。しんと静まり返った室内は、広さゆえに寂しさを感じさせる。


    　この立派な部屋の中にアリアの居場所はないように思え、アリアは壁際に身体からだを寄せて、窓から外を見た。


    　外には人の群れが見える。オスカーを狙ねらう異端審問官クライスビシヨフたちが、屋や敷しきを取り囲んでいる。


    　彼らの姿は小さくて、一人一人をはっきり判別するのは難しかった。


    　それらをぼんやり見下ろし、アリアは一点で目を留めた。ぎょっとして窓に顔を近づける。


    　見えるのは、隣家の陰から屋敷を覗のぞいている小さな人影。小さくて、はっきり顔を見ることはできない。それでもアリアには分かってしまった。


    「ダヤン……!?」


    　それは確かにダヤンだった。アリアが彼を見間違えることなど、あるはずがないのだから。


    　アリアは外へ飛び出そうと窓に手をかけ、ぐっと自分の喉のどを押さえた。そこには父に刻まれた首輪のような魔術法陣ヴアルグラーンが刻まれていた。

  


  
    



    　　　第六章　旅の終わり


    



    　一旦荷物を置いていた宿やどへ戻り、ダヤンは銃じゆう弾だんや描きためていた魔術法陣を回収した。


    　その後、クロノアと共にハルバートの屋敷へ向かう。


    　たどり着くと、屋敷の正門には異端審問官たちが詰めかけていた。


    　中をあらためさせるようにと迫っている。


    　受け答えをしている執事や門番すら悪魔が変じていた。異端審問官たちはまだそれに気づいていない。


    　そして、その周囲には街の人たちが大勢集まっている。その中に見覚えのある長身の女性を見つけ、ダヤンは彼らが街に潜ひそんでいる悪魔たちだと分かった。彼らはあくまで人間の振りをしようとしている。


    　これだけの異端審問官が集まっているのだ。悪魔も軽々に正体を晒さらして事を構えることはできないのだろう。


    　ダヤンとクロノアは隣家の陰に隠れてそれをうかがう。


    「オスカーに勝てそうな人間はあの中にいるのか？」


    　ダヤンはクロノアに聞いた。


    「どうでしょう？　昼間に一度合流していますけど、私より強い異端審問官クライスビシヨフはあの中にいないです」


    「……頼もしい答えをどうもありがとう」


    　ダヤンは皮ひ肉にくっぽく笑った。


    　手薄になった裏門から、ダヤンとクロノアは侵入する。


    　悪魔たちは全員が異端審問官と対たい峙じすべく正門側に集結しているようで、屋や敷しきの中へ入っても誰一人姿が見えない。


    　静かに歩き、オスカーがいるであろう部屋を目指していると、曲がり角を曲がったところで突然立ちはだかる悪魔の姿があった。


    『戻ってきたようだな、小こ僧ぞう。その魂たましい、我らが契約者ベルダーに捧ささげよ』


    　半人半獣のような悪魔たちが十体ほど、ダヤンを待ち構えていた。


    「まあ、そうくるよな」


    　ダヤンはちっと舌打ちする。オスカーに刻まれた目印の魔術法陣ヴアルグラーンを、ダヤンはまだ消すことができていないのだ。解除するには時間をかけて解かい析せきしなければならない。小さな魔術法陣の癖くせに、腹が立つほど──あるいは感心するほど複雑だった。


    　ダヤンは腰こしに吊った拳けん銃じゆうを抜いた。


    　しかし、そんなダヤンを片手で制止し、クロノアが前に出る。


    「私はこういう時のために必要だったんでしょう？」


    　悠ゆう然ぜんと言い、音もなく剣を抜く。


    「先に行ってください」


    　悪魔たちに剣を向け、クロノアは目線の動きで先を促うながす。


    「勝てるか？」


    「私が勝てないのなら、君がいたところで無意味ですよ。さあ、行ってください」


    　ダヤンは彼女の後ろ姿をしばし見つめた。どう見ても、負ける気がしない。


    「頼んだ」


    　そう言い置いて走り出した。


    　悪魔たちが立ちはだかるのとは別の方向に進んでゆく。


    『待て！』


    　悪魔が叫んだ。


    「行かせませんよ」


    　クロノアが彼らの追走を防ぐ。それを聞き、ダヤンは足を止めることなく駆けていった。


    　しばし屋敷を走りまわるが、彼ら以外に悪魔の待ち伏せはない。


    　正面玄関の方向から、喧けん騒そうが聞こえてくる。


    　それは次第に大きくなり、中へ中へと入ってきていることが分かった。


    　本格的に悪魔と異端審問官クライスビシヨフの戦闘が始まってしまったのだ。


    　早くアリアを見つけなくてはと焦あせる。


    　だが、この屋や敷しきの中ではアリアの魔力を探索することが難しく、ダヤンは一つ一つ部屋を開けて調べなくてはならなかった。


    　しかしどこの部屋を見てもがらんどうで、アリアの姿はどこにもない。


    　喧けん騒そうはどんどん大きくなるが、あの戦闘にアリアが参加しているとは思えなかった。


    　大事な魂たましいを有するアリアを、オスカーが異端審問官の前に出すわけがない。絶対どこか安全な場所にいるはずだ。


    　人ひと気けのない場所をあちこち捜さがしまわるが、求める少女の姿は見つからない。


    　なんだかまるで、かくれんぼをしているような気がした。


    　かくれんぼ……ダヤンは立ち止まって考える。そして、階段を上へと上がった。狭い扉とびらをくぐって最上階の部屋へ出る。


    　そこは小さな屋根裏部屋だった。しかしそこにもアリアはいない。ダヤンはその部屋を探索することなく、屋根裏部屋の小さな窓を開いた。人ひとりがギリギリ身体からだを通せるくらいの窓だ。そこに身体をねじ込んで、ダヤンは屋根の上へ出た。


    　屋根の上に座り込む格かつ好こうで辺りを見渡し、ダヤンは少し笑った。


    「お前、子供の頃から隠れるところ変わってなさすぎるだろ」


    　屋根の上に、アリアが立っていた。


    　狭いところがあまり好きではなく、閉じ籠ることを嫌いやがる。高くて広いところに隠れたがる。それは屍人形アイズオルガンとなった今でも変わっていないのだなと思った。


    「何で来たの」


    　怒りに満ちた声が飛んできた。アリアはその愛らしい顔立ちに、怒りの表情を浮かべていた。


    「二度と会いたくないって言ったはずよ」


    「確かに聞いたよ」


    「分かっているなら帰って」


    「お前が一いつ緒しよならこの場は引いてもいい」


    「そんなことできるわけないわ」


    「どうして？」


    　するとアリアはカッとなったように声を荒らげた。


    「私を殺したのはあなたでしょ！　どうしていっしょに行けると思うの！　この二年間、あなたを殺すことばかりを考えてきたわ。私がどれだけあなたを憎んでいるか、まだ分からないの？」


    　刃やいばのような言葉を投げつけられ、しかしダヤンは引かなかった。


    「だってお前は、それでも俺が好きだろ？」


    　アリアは絶句する。


    　ダヤンは屋根の上で立ち上がり、一歩距離を詰めた。


    「お前が俺を遠ざけようとするのは、もしかして、俺とガーガウルドが交かわした契約の内容を全部聞いてしまったからか？　お前を生き返らせることに成功したら、俺はそのあと数年と経たたずに寿じゆ命みようが尽きるって聞いたからか？」


    　六百六十六体の悪魔を喰くらい、アリアを生き返らせることに成功しても、それだけの悪魔の力を使ったダヤンの肉体は長く持たない。ガーガウルドの力を借りて何度も魔術法陣を開いてきたことで、更に寿命は縮まっている。


    　生き返ったアリアと共に過ごせる時間はわずかだ。また会おうと約束した北の国の子供たちと会うこともないだろう。


    　それでもいい──と、ダヤンは契約書ベルダングラーンに名を記した。


    「お前は俺を死なせないために、俺を突き放そうとしてるんだろ？」


    　アリアは昔からいつも、人のことしか考えない。


    　父に尽くし、母に尽くし、ダヤンに親切にしてくれた。


    　村の人たちはいつだってアリアを親孝行な優しい少女だと誉ほめそやした。


    　が、アリアはその問いを受けて、皮ひ肉にくっぽく笑った。それは昔からダヤンといる時にだけ見せる彼女の笑みだった。


    「ダヤンは私のこと、何も分かってないのね……私がそんなに優しい人間だなんて、どうして思うの？　私はいつだって、自分のことしか考えてないのに」


    　歪ゆがんだ笑みのまま彼女は続ける。


    「私、ダヤンを死なせるくらいなら一人で死ぬなんて思ったこと、一度もないわ。何度も何度も言ったじゃない。あなたを殺す……って。あれは紛まぎれもなく私の本心よ。あなたを置いていくのは嫌いやなの。私がいなくなった世界で他の女にとられるくらいなら、地じ獄ごくへ連れていきたい。それが本心よ」


    　アリアは手を伸ばし、ダヤンの心臓をとんと指で突いた。そのまま力を入れれば、心臓をえぐり出せるだろう。しかし彼女はその手をすぐに離した。


    「だけど──今の私には、それよりもっと怖こわいことがあるの」


    「……何が？　何が怖い？」


    　おそらくダヤンは驚き、動揺していた。声はかすれて喉のどに張り付く。


    　アリアは優しい。けれど、実は意地の悪い女であることを、ダヤンだけは知っていた。それでも、こんなことを考えているとは知らなかったのだ。


    　アリアは右手で自分の身体からだを抱だき、顔を背そむけた。


    「私がしたことをあなたに知られたくない」


    「何やったんだよ」


    「知られたくないと言っているのに聞く？　ダヤンって本当に無神経ね」


    「悪い」


    　ダヤンは反射的に謝あやまった。アリアは目を背そむけたままだ。


    「もう言ったはずよ。私は罪を犯したわ。あの日、私がしたことをあなたに知られたくないの。知られるくらいならこのまま消えてなくなりたい。わがままを許されるなら、あなたにも一いつ緒しよに消えてほしい。一緒に死んでと言ったら死んでくれるの？」


    「ああ、いいよ」


    　ダヤンは一瞬で答えを出し、応じた。


    　あまりの速さにアリアは言葉を失う。信じられないというようにダヤンを凝ぎよう視ししている。


    　ダヤンは短く強いため息をついた。


    「あのな、お前は俺を甘く見過ぎだ。俺はお前が見た目よりずっと底意地の悪い女だって知ってるし、それと同じくらい優しいことも知ってる。お前が師匠の機嫌を取りたくて、好かれたくて、必死になって、師匠の言いなりになってることも分かってる。お前はお父さん子が過ぎるんだよ。見てると少し、腹が立つ。だけどお前は、それでもやっぱり俺のことが好きだろ。だから一緒に死にたいって言うなら死んでやる」


    　断言すると、アリアは口を開き、茫ぼう然ぜんとしている。


    　ややあって、唇くちびるが何か言いたげに震ふるえた。しかし言葉は出てこない。


    　代わりにダヤンは続けた。


    「せめて死ぬまでは、一緒にいてくれ。お前の身体からだは俺が作った。隅から隅まで俺が点検して、調整した。俺がいないと動かない。お前には絶対、俺が必要なんだ」


    「……変態」


    「悪かったな」


    　悪あく態たいをつくダヤンに、アリアはくしゃりと表情を崩した。


    「本当よ。最悪だわ。ダヤンさえいなければ、私……何も考えずお父さんの言うことを聞いていられたのに」


    　言いながら、拳こぶしが震える。


    「師匠は、たくさんの人間を犠ぎ牲せいにしようとしてる。お前はそれに加担して平気なのか？」


    「誰かが死ぬより、お父さんに嫌きらわれる方が怖こわい。だけど……お父さんに嫌われるより、ダヤンに軽けい蔑べつされる方が怖いわ。だから私はこれ以上あなたと一緒にいたくないのに……」


    　アリアは矛む盾じゆんしたことを言う。一緒にいたくないと言いながら、ダヤンを他の誰かに渡したくないと言う。一緒に死んでほしいと言う。彼女の抱く感情の動きを、ダヤンは理解できなかった。


    「それなら隠し通しとけ。俺は知らないままでいい」


    「……そんなこと言っていいの？　私が何をしたか知りもしないで、平気なの？」


    　問われてダヤンは考え込んだ。


    「そうだな……実はお前が世界を滅ぼそうとしている悪魔──という程度のことなら受うけ容いれられるぞ。ちゃんと止めてやるから安心しろ」


    　心底本気で宣言する。


    「……悪魔じゃないわよ、人間だわ。人が滅んだって別に構わないけど、滅ぼしたいなんて思わないわよ。滅ぼしたいと思うほど愛してないわよ」


    「ああ、知ってるよ」


    　アリアが本当は人を嫌きらいだということを、ダヤンは薄うす々うす分かっていた。


    　生きていた頃のアリアはそれを隠し通していたし、人に敵意を向けることもなかった。


    　いつも優しく笑っていて、その裏側にある痛みを見せることは決してなかった。


    　知っていたのはきっとダヤンだけ。


    　それを、いま彼女は初めてはっきりと口にしたのだ。


    　アリアは疑うたぐるように聞いてくる。


    「……本当に私が悪魔でも平気なの？」


    「悪魔なのか？」


    「悪魔じゃないったら。たとえ話」


    「ああ、いいよ。悪魔でもいいよ」


    「ダヤンは昔から、人も悪魔も全部好きだものね」


    「でも、生き返らせたいと思うのはお前だけだ」


    「本当に悪魔でもいいの？」


    「ああ」


    「本当の本当に？」


    　しつこく聞かれて、ダヤンは少しむっとした。


    「逆に聞くが、お前は俺が悪魔だったら離れていくのか？」


    　アリアは屍人形アイズオルガンに不必要な瞬まばたきを一つして、


    「私はダヤンと悪魔の違いなんてよく知らない。どっちも魔ヴア術ールを使う生き物でしょ。別にいいわよ。私のものでいてくれるなら、悪魔でもいい」


    「じゃあ俺も、お前が悪魔だって別にいいよ」


    「……そうなの？」


    　アリアの表情からふと力が抜ける。心の中身がポロリと零こぼれ落ちてきそうな危あやうさがあった。


    　その危うさに引かれ、ダヤンは聞いていた。


    「別にお前が何してたって、俺はお前を嫌いになったりしない。だから言ったって平気なんだよ。お前、何をやったんだ？」


    　アリアは迷うように唇くちびるを動かし、しかしぎゅっと口を閉じた。


    「……ダメ、言わない。知られたくない」


    「そうか、じゃあもう聞かない」


    「うん……」


    　アリアは素直に頷うなずいた。


    「じゃあ、俺と一いつ緒しよに来てくれるか？」


    　ダヤンは手を差し出した。アリアは躊躇ためらい、拳こぶしを固めた。


    　行くと言ってしまえば、アリアは父親を裏切ってダヤンを選んだということになる。


    　父親に心を縛しばられたこの少女にとって、それは易やす々やすとうなずけない問いだった。


    　アリアは長く沈黙し、恐おそる恐おそるという感じでダヤンの手を握にぎり返した。


    「……ダヤンと行く」


    　その返事を聞き、ダヤンの胸は歓喜と罪悪感で複雑に痛んだ。


    　彼女を取り戻したということと、彼女と父親を引きはがそうとしていることに対して。


    「二年前に俺とガーガウルドが結んだ契約は破られた。だけど、師匠をこのままにしておくわけにはいかないんだ。あの人はたぶん、街の人たちの魂たましいを悪魔に喰くわせるつもりだ。俺は、それを放っとけない。こんなこと言ったらお前は呆あきれるかもしれないけど、俺は……師匠を助けたいんだ」


    　オスカーを助けたいという言葉が自然と出てきた自分に、ダヤンは自分で驚いた。


    「うん……そうだ、俺、師匠のことも助けたいんだ」


    　もう一度口にして、納得する。


    　街の人たちも、オスカーも、ダヤンは全部を助けたい。


    　やはり自分は強ごう欲よくなのだと、改めて思い知る。


    「ダヤンって……やっぱり馬ば鹿か。人も、悪魔も、自分を裏切った人まで放っておけないなんて……昔から全然変わらない」


    　アリアは泣きそうな顔で呟つぶやいた。


    「師匠を止めるのに、お前の力を借りたい。いいか？」


    　その問いにアリアは一瞬表情を固めた。握った手に力がこもり、ダヤンは痛みに顔をしかめる。彼女は俯うつむき、ぽつりと言った。


    「……命令して」


    「は？」


    　ダヤンはぽかんとする。


    　アリアはダヤンを睨にらみ上げた。


    「誰かのためになんて動けない。私の心は、まだお父さんを選んでしまうから。だから……ダヤンが私に命令して。あなたの命令で私を動かして」


    　振ふり絞しぼるように言う彼女の真意を慮おもんぱかり、ダヤンは軽くうなずいた。今まで何度もそうしてきたように、アリアの頬ほおを両手で挟み、ぐっと顔を近づける。


    「ご主人様の敵を倒すために戦え。できるな？　俺の道具」


    　アリアはいったん目をつむり、開くと優ゆう艶えんに微ほほ笑えんだ。


    「仕方ないわね……ダメな術者に使われると、道具は苦労するわ」


    　ひらりとダヤンの腕うでから逃のがれ、アリアは背筋を伸ばした。


    「行きましょう」


    　そう言って、窓から屋根裏部屋へ入る。ダヤンが続いて中に入ると、アリアは手を差し出してくる。


    「繋つなぐのか？　銃じゆうが使いづらいし、動きにくくなるんだけど……」


    　ダヤンが聞き返すと、アリアは真ま顔がおで答えた。


    「とてもとても大事なことを、思い出させてあげる。あなたの手は戦うためにあるのでも、魔ヴア術ールを使うためにあるのでもなくて、私と繋ぐためにくっついているのよ」


    　きっぱり言って、彼女はダヤンの手を掴つかむ。
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    「放したら……私はまたお父さんのところへ戻ってしまうかもしれないんだからね」


    　冗じよう談だんとも本気ともつかない物言いだったが、そこに本心が含まれていることをダヤンははっきりと感じ取った。


    「そりゃ放せんな」


    　ダヤンはアリアの手を強く握にぎる。


    　アリアはそれよりさらに強い力で握にぎり返してきた。


    「痛いだろ。お前、俺の非力と自分の怪かい力りきを忘れるなよ」


    「もちろん忘れてなんかいないわ。わざとよ」


    　アリアはにこっと笑った。


    「行きましょう」


    　再びそう宣言して、二人は階段を下りた。


    　廊ろう下かに灯っている明かりの下で、ダヤンはようやくアリアの姿をはっきり視認した。


    　そこで首に描かれている模様に気づく。


    「どうした、これ」


    「ああ……お父さんが」


    　アリアは表情を曇くもらせた。


    　ダヤンの胸中に例えようのない不快感が湧わく。自分の物に手を付けられた。そのことを腹立たしいと感じた。


    「外すぞ」


    　ダヤンはアリアの首筋に触ふれる。ダヤンに付けられたものと同系統の、相手を捕ほ捉そくするための目印。ダヤンは集中し、それを破壊するよう力任せに魔力を流した。バチッと火花が散り、ダヤンの指先がわずかに焦こげる。痛みに顔をしかめたが、アリアの方に異変はないようだった。アリアは屍人形アイズオルガンだから力任せのやり方で外せたが、生きているダヤンにこのやり方は使えない。


    「ありがとう」


    　アリアはやや暗い表情で首をさすった。父に背そむくことへの罪悪感がそうさせているのだろう。


    　二人は手をつないだまま、廊下を黙って歩き始めた。


    　誰か立ちはだかる者が現れるかと思ったが、不思議なことに誰一人姿を見せることなく、屋や敷しきの中はしんとしていた。


    　ついさっき、異端審問官クライスビシヨフがこの屋敷に押し入り、攻防を繰り広げていたはずなのに、気づけばそんな喧けん騒そうは、全く感じられなくなっていた。


    　しんとした廊下は不ぶ気き味みに薄暗く、このまま永遠にどこへもたどり着かないのではないかという気がした。


    「師匠がどこにいるか、分かるか？」


    「それは分からないけど……悪魔の臭においは向こうの方がずっと濃いわ」


    　アリアは廊下の先を指さした。


    　二人は注意深く辺りを見回しながら歩き、決して走ろうとはしなかった。


    　それは警戒していたからでもあるが、同時に、目的地へ着かなければいいという胸の奥底にある思いがさせたことでもあった。


    　ダヤンも、アリアも、オスカーと戦いたいなどとは少しも思っていなかった。


    「これからさ……どこに行きたい？」


    　ダヤンは歩きながら何気なく聞いた。


    「何？　急に。これからって？」


    　アリアは訝いぶかるように聞き返してくる。


    「師匠の企たくらみを止めて、この国に用がなくなったら」


    「そんな先のこと考えてないわよ」


    「俺はもう少し暖かいところに行きたい。寒いのは嫌きらいなんだ」


    　アリアは目をぱちくりさせて、ダヤンのその他た愛わいもない無む駄だ話に乗ってきた。


    「じゃあ、南の国へ行かなくちゃ」


    「ああ、のんびりごろごろして暮らしたいな」


    「私も戦わずに過ごしたい」


    「ああ、それはいいな。争いごとに巻き込まれるのはごめんだね」


    「ダヤンは喧けん嘩か、苦手だものね」


    　アリアは小さく笑った。


    　ダヤンはそんなアリアと過ごすわずかな時に思いをはせた。


    　その幸福な空想と、今の状況との落差に暗あん澹たんたる思いがする。


    　そこで、アリアはダヤンを見上げ、俯うつむいた。


    「……私は……いつまで屍人形アイズオルガンのまま動いていられるの？」


    「……あと五年が限度だろうな」


    「そう……じゃあ、五年間どこで過ごすか、真しん剣けんに考えなくちゃいけないわね。故郷の村には……もう帰れないものね」


    「そうだな」


    　あの村が今どうなっているのか、ダヤンは知らない。


    　あの日、ガーガウルドがアリアの身体からだを使って村中の人たちを殺した。


    　アリアのせいではない。それをさせたのはオスカーだ。


    　それでも、あの村へ帰ることには痛みを伴うだろう。


    　自分のせいじゃないのだからと言い切ってしまうには、アリアもダヤンもオスカーに囚とらわれ過ぎていた。


    「これから先、どうやって食っていくかも考えないとな」


    「今まで通り、魔ヴア術ールで生計を立てればいいじゃない」


    「ああ……いや、それは無理だな」


    「え、どうして？」


    　アリアはきょとんとして聞いてくる。


    「無理なものは無理だからだよ」


    　その答えにアリアは首をかしげながらも、優しく慰なぐさめるように言った。


    「自分が無能だからって、卑ひ下げする必要はないわよ」


    「お前はいちいち言い方が酷ひどいな」


    「あなたの真ま似ねをしただけよ」


    　アリアはうっすらとからかうような笑みを浮かべた。そしてふっと真しん剣けんな顔になる。


    「もうすぐだわ……悪魔の臭においが濃いのはこの先、大広間からよ」


    「そうか……」


    　ダヤンは思わず深いため息をついた。


    「何で俺たち、こんなところにいるんだろうな」


    　旅をしたかったわけでも、戦いたかったわけでもないのに……ただ、故郷の村で変わらず暮らしてゆけるだけでよかったのに、故郷の村は滅び、二人は今悪魔のはびこる屋や敷しきにいて、戦いたくない相手と戦おうとしている。


    「じゃあ……やめる？　このまま逃げちゃおうか？」


    「いいや、やるよ。決着をつけないとな」


    　ダヤンは宣言し、空いた手で自分の頬ほおを叩たたいた。


    「そう……じゃあ、行きましょう」


    　大広間の扉とびらの前に立ち、アリアは扉に向かって伸ばした手をぴたりと止めた。


    「ダヤン……」


    「何だよ？」


    「生き返ってあげられなくてごめん」


    　そしてアリアはダヤンの手を放し、扉を開けた。


    



    



    　その時──同じ屋敷の中で、とある異変が起こっていた。


    　アリアが立ち去り、しんと静まり返った部屋の中で、ベッドに横たわっていた一人の少女が身体からだを起こした。


    　ルピナスの肉体だ。


    　魂たましいを失い、動かなくなったはずのその身体が、突然動き出したのである。


    「行かなくちゃ」


    　少女はぽつりと言い、ベッドから立ち上がった。


    　愛する人がそこで待っていることを、少女は知っていた。


    　だから、重たい身体を引きずって歩き出したのだ。


    



    



    　ダヤンとアリアが扉とびらを開けると、そこは舞踏会などに使われる前時代的な大広間だった。


    　数百年も昔からある貴族の城に似て、壮そう麗れいなつくりをしている。


    　その大広間を見た瞬間、ダヤンは驚きのあまり息が止まった。


    　中には大勢の人間たちがいた。オスカーの討とう伐ばつを任された異端審問官クライスビシヨフたち──彼らが広間の中央へ、山積みにされていたのだ。あの物々しい武装集団があっけなく無力な肉にく塊かいと化し、ぼろ雑ぞう巾きんのように積み上げられている。


    　自分たちが話し合っていた間、この場で何が起こったのか……ダヤンは茫ぼう然ぜんと大広間の光景に見入った。


    　肉塊の山を囲むのは、数えきれないほどの悪魔たち。力の抜けた身体からだを積み重ね、悪魔たちは舌なめずりをしている。


    　そんな中、一人だけ立ち上がっている異端審問官の姿があった。


    　クロノア・マグデリニヒ──彼女が大広間の最さい奥おうで、よろめきながら剣を振りかぶっていた。


    　ダヤンを待ち受けていた悪魔たちを片付けた後、仲間を手助けするためここへ駆けつけたのだろう。


    　剣を振り下ろす先にはオスカーと、オスカーを守るガーガウルドの姿があった。ガーガウルドは燕えん尾び服ふくを着た男の姿をしている。


    　クロノアの剣は、そんなガーガウルドの胸を貫つらぬいた。部屋中に閃せん光こうが走り、その眩まばゆさにダヤンは一瞬目をつむる。


    　そっと目を開け、ダヤンはぎょっとした。


    　攻こう撃げきしたはずのクロノアが、身体を傾かしがせ床に膝ひざをついていた。


    　にたりと笑うガーガウルドは胸から剣を抜いて放り投げ、武器を失ったクロノアの喉のどへと手をかけようとする。


    「やめろ、ガーガウルド!!」


    　ダヤンは限界まで声を張って、悪魔の蛮ばん行こうを止めようとした。


    　その途と端たん、その場の悪魔たちが一斉にダヤンを振り向く。


    『どこの誰かと思ったら……かつての契約者ベルダーじゃないか』


    　軽やかな声が距離をものともせずダヤンに届いた。ガーガウルドは嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべてダヤンを見やると、背後のオスカーへ振り向いた。


    『よかったじゃないか。あの二人がそろってここへ来てくれた。弟子を殺して娘の魂たましいを完全に自分のものとすれば……今度こそ私との契約に足りる。二年前食べ損そこねたあの魂を、今度こそ食べさせてくれるのだろうねえ……？』


    　ガーガウルドはうっとりとした目で舐なめまわすようにアリアを見やる。


    　アリアは恐怖を感じたかのように重心を後ろへ下げ、しかし逃げることなく険けわしい顔で悪魔を睨にらみつけた。


    　ダヤンはそんな彼女の背にぽんと手を当てがった。


    「アリア、お前は師匠ともガーガウルドとも戦わなくていい。あれは俺がやる。だから、他の悪魔に邪じや魔まをさせないでくれ」


    「……本気？」


    　アリアは唖あ然ぜんとした顔で確認してくる。ダヤンが弱く、アリアに守られなければここまでやってこられなかったことは、アリアもダヤン自身もよく分かっていた。


    　それでもダヤンは余裕ぶって答えてみせた。


    「ああ、お前にはできないだろ？」


    　あの二人はアリアにとって恐怖の象徴だ。


    　どれだけ怯おびえているか、ダヤンは知っている。


    「やるぞ」


    　促うながすように言うと、アリアは身体からだを屈かがめてブーツを脱いだ。ブラウスを脱ぎ、スカートも脱ぎ捨てる。ダヤンは、裸はだかになったアリアの氷のような冷たい肌はだに触ふれた。


    「封ふう印いん解除・獣装甲ウオルフリユード装着」


    　その言葉と同時に魔術法陣ヴアルグラーンが発動し、ダヤンの持つありったけの魔力が注そそぎ込まれた。


    　アリアの姿は見る見るうちに変へん貌ぼうし、腕うでと足が竜の獣けものの毛皮に覆おおわれる。それは全身に広がり、身体は巨大化し、オオカミによく似た一頭の獣がその場に現れた。


    　瞳ひとみからは知性の光が奪われ、猛獣めいた攻こう撃げき的な色を帯おびる。


    　オスカーはその光景を感情のない目で見やり、異端審問官クライスビシヨフの山を囲む悪魔たちに向けて静かに言った。


    「やれ」


    　そのごく短い言葉に、悪魔たちは反応する。無む機き質しつな瞳が一斉にアリアとダヤンを見る。


    　しかし多くの悪魔に睨まれても、アリアは全く動じなかった。彼女が恐おそれるのはオスカーとガーガウルドだけで、そのほかの悪魔などいくらいても獲え物ものとしか認識していないらしい。


    　理性を失っているアリアは、いともたやすく攻撃行動をとる。巨大な獣の肉体を屈め、勢いをつけ、悪魔の群れに向かって飛び掛かった。


    　ダヤンは彼女を見送ると、無言で歩き出した。


    　ダヤンがオスカーに近づくのを阻止しようと向かってきた悪魔もいるが、アリアがそれを許さなかった。


    　ダヤンはまっすぐ歩き、オスカーの前に再び立った。


    『ふふふ……オスカー、やれるかい？　君の可か愛わいい弟子を、その手で屠ほふることができるのかい？』


    　ガーガウルドは楽しげに笑っている。


    「ああ、お前にアリアの魂たましいを、喰くわせてやる」


    　オスカーは応じて、ダヤンに向き直る。


    「お前もここへ来たということは、死ぬ覚悟があるということだな？　彼らと同じように」


    　淡たん々たんと問われ、ダヤンは首を巡めぐらせて異端審問官クライスビシヨフの山を見た。


    「あの人たちを殺したんですか？」


    「いいや、まだだ。これから悪魔たちに喰わせてやるところだった」


    　ならばまだ生きているのだ。それを確かめ、ダヤンは少し安あん堵どした。


    「それは邪じや魔まして悪かったですね。師匠……俺を殺したいですか？」


    　ダヤンは穏やかに聞いた。


    「したいしたくないという話ではない。究極の魔ヴア術ールを完成させるためにはそれが必要だ」


    　オスカーはやはり無感情に答えた。オスカーという魔術師ヴアルドは昔からこうだったし、ダヤンは彼に豊かな感情を求めたことはなかったから、気にも留めたことがなかった。しかし、今こうして対たい峙じすると、彼の無情な言動は異質で、酷ひどく不ぶ気き味みに感じられる。


    「師匠……俺の計画してたことは全部だめになりましたよ。師匠に全部取られた。ガーガウルドにも裏切られたし、アリアを生き返らせることももうできない。だから俺にはあんたを恨うらむ権利があると思う。だからあんたを、殺そうと思う」


    　言葉の内容に反して、ダヤンの表情は落ち着いていた。


    「あんたのせいで全部おかしくなった。あんたがこの世にいなければ……こんな思いをしなくて済んだのに……あんたを、百回殺しても足りない」


    　ダヤンはそこで初めて歯を食いしばった。激しい憎ぞう悪おの色が、その顔にありありと浮かんだ。


    　ホルスターから銃じゆうを抜く。その銃をオスカーに向ける。


    　ダヤンは引き金を引き銃じゆう弾だんを放った。五発の銃弾は全てオスカーの胸に着弾する。


    　激しい光が明滅し、雷撃の魔術法陣ヴアルグラーンが発動した。オスカーの身体からだがぐらりと傾かしいだ。


    　ダヤンはすぐさま銃弾を装そう填てんし直し、再びオスカーに撃ち込む。


    　着弾した部位から光る鎖くさりが発生し、オスカーの身体を縛しばり上げた。


    　ダヤンはすぐさま彼に接近し、魔術法陣の描かれた紙を取り出した。


    　ダヤンが使える魔術の中で、最も強力な睡眠作用のある魔術。


    　ラーシャルの一一二式魔術法陣──発動。


    　が──


    「そういう攻こう撃げきは効かない」


    　雷撃を打たれ、縛られ、睡眠作用の魔術をかけられたオスカーは、顔色一つ変えることなく言った。


    　ダヤンはぎくりとして距離をとった。


    　よく見ると、ダヤンの撃ち込んだ銃弾は全て何か薄い膜のようなものに阻まれて、身体に着弾していなかった。
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    「魔ヴア術ールは効かないようにしている。魔術師ヴアルドの攻こう撃げきも、悪魔の攻撃も、魔術である限り効かない」


    「へえ……やっぱりあんたは憎たらしいことするな」


    　首筋をつうっと汗が伝う。


    　ダヤンは世界の視点を切り替えてオスカーが何の力を使ったのか、視認しようとした。


    　ぼんやりと薄絹のような盾たてが浮かぶ。それを視認して、ダヤンは思わず頬ほおをひきつらせる。


    　盾には薄く光る模様が描かれている。どこまで研究すればここまでの図形を描けるのか……。あまりに細さい緻ちなその模様は、目視できてもそれを全て解かい析せきすることができなかった。


    「あんたは本当に嫌いや味みな人だ。でもまあ……やってみないと分からないよな。その盾がどこまで持つのか」


    　ダヤンは回転式拳けん銃じゆうに装そう填てんされている残りの弾を全弾撃ち込んだ。


    　しかしやはり、その弾はことごとく透明な盾に弾はじかれてしまう。


    「無む駄だだ。おとなしくすれば苦しませずに死なせてやる」


    　優しさというにはあまりに冷たい声でオスカーは言った。


    　そしてゆっくりと手を振る。オスカーの手の平に刻まれた魔術法陣ヴアルグラーンから光があふれた。


    　その瞬間、壁にいくつもの小さな魔術法陣が現れ、そこから凶きよう暴ぼうな光をたたえた刃やいばが一斉に発射された。


    　ダヤンは咄とつ嗟さに飛びのいたが、刃やいばの一本が腿ももに刺さった。


    　ダヤンは呻うめいて膝ひざをつく。すかさず第二撃が放たれた。転がって致命傷を避ける。しかし今度は腕うでをかすめる。


    　すると三撃目が──。光の刃は次々放たれ、ダヤンを少しずつ削けずってゆく。


    　そんな子弟の攻防を、ガーガウルドはうっそりと眺ながめている。


    　オスカーは、傷だらけで蹲うずくまるダヤンを冷ややかに見下ろした。


    「僕は、お前を可か愛わいく思っている。血の繋つながった人間を愛することに興味はないが、志を同じくする者に対して抱く情はある。できればお前を殺したくはない。だが、お前がアリアの魂たましいを所有している限り、僕はお前を殺さなくてはならない」


    　ダヤンは歯は噛がみして顔を上げ、再び銃じゆうを構えた。


    「効かないと言っている」


    　オスカーは手を振った。発生した刃はダヤンの腕に突き刺さる。


    「いい加減諦あきらめろ」


    　オスカーは何度も腕を振り、そのたびに生まれた刃がダヤンを切り刻んだ。


    　いつしかダヤンは血まみれになり、大広間の床に転がっていた。


    「これでもう、動けないな？」


    　オスカーは横たわるダヤンを観察し、そう判断する。


    「これ以上抵抗せず死んでくれ」


    　感情などいささかも感じさせぬ爬は虫ちゆう類るいめいた目で、オスカーはダヤンを見下ろした。


    　全身の痛みに耐たえながらダヤンは失いそうな意識を繋ぎとめる。


    　ここまで力の差があるとは思ってもいなかった。


    　ダヤンは引きずるように身体からだを起こし、床に座った。


    「まだ動くのか？」


    「……これ以上は動けねえよ」


    　ダヤンは苦い顔で答える。


    「なら、抵抗しないことだ」


    　淡たん々たんと、オスカーはダヤンの命を奪おうと手のひらを掲かかげる。その手から、新たな刃が生み出されようとしている。


    「……一つだけ聞かせてくれ」


    　ダヤンは痛みをこらえてオスカーを見上げた。


    「何だ？」


    「究極の魔ヴア術ールって何なんだ？　あんたは何をしようとしてるんだ？」


    「答えればおとなしく死ぬと？」


    「……せめて、自分が何に使われようとしてるのか知りたい」


    　なぜ自分がこんな場所でこんな風に殺されなくてはならないのか、その根源にある動機を、ダヤンはいまだ知らなかった。


    　オスカーはしばし無言でダヤンを見下ろし、無む機き質しつな声で言った。


    「究極の魔ヴア術ールとは、生命を作り出すことだ」


    　ダヤンはその答えに目をすがめる。


    　生命を作り出す魔術。それは確かに、究極的であり禁きん忌きでもある。ダヤンが生み出した屍人形アイズオルガンも、その領域に入るものだろう。


    「生物兵器や、合成獣でも作ろうってのか？」


    　ダヤンはやや声を尖とがらせた。


    　対するオスカーはやはり顔色を変えることなく淡たん々たんとしている。


    　そしてその無機質な表情のまま、静かに答えた。


    「僕は……ライラを生き返らせたい」


    　瞬間、ダヤンは唖あ然ぜんとして反応できなかった。


    　ライラ──それはアリアの母親であり、オスカーの妻である女性の名だ。


    　病気で死んだ妻を、生き返らせようとしている──？


    「……それだけ……？　たったそれだけのために村を滅ぼして、この街の人たちの命を奪おうとしてるのか？」


    　あまりの理由に愕がく然ぜんとする。


    「……お前は僕を非難することができるのか？」


    　オスカーは淡々と聞き返してくる。ダヤンは言葉に詰まった。


    　ダヤンとて、禁を破ってアリアを屍人形にした。同じ目的で動いていた彼を咎とがめる言葉を、ダヤンは持っていなかった。


    「僕は何に背そむいてでも、ライラを生き返らせたい。あの人は……僕に痛みを教えてくれた、たった一人の人だ」


    　ダヤンは茫ぼう然ぜんと、その言葉を頭の中で繰り返す。


    　その言葉は一つの事象を意味しているように思えてならなかった。


    「師匠……は、自分の奥さんのことを……愛してた……のか？」


    　口に出すとどうにも違い和わ感かんがあり、変な感覚がする。


    　しかし問われたオスカーは、平然と答えた。


    「ああ、今でも愛している」


    　とても信じられず、ダヤンは困惑する。


    　昔のオスカーをダヤンははっきりと覚えていた。


    　妻や娘を顧かえりみることなく、魔術に没頭する魔術師ヴアルド。


    　彼が妻を大事にしているところなど、見た記憶がない。


    　娘のことを愛してはいないと公言し、無情に扱っていた。


    　魔ヴア術ールの道具にさえした。


    　それなのに、妻を愛していると彼は言うのだ。


    「そんなの、信じられるわけ……！」


    　声を荒らげてダヤンが身動きした瞬間、オスカーの手のひらから更さらなる刃やいばが放たれた。


    　それはダヤンの肩かたに刺さり、ダヤンは声を上げて蹲うずくまった。


    「勝手に動くな」


    　オスカーは冷淡に告げる。


    　ダヤンは深々と突き刺さった刃の痛みに、歯を食いしばって耐たえることしかできない。


    　言葉を失ってしまったダヤンを見下ろし、オスカーは独り言のように話し出した。


    「僕は、幼少期から痛みというものを感じたことがなかった。それが何に由来するものか知らないが、肉体的にも精神的にも、痛いというのがどういう感覚か理解できなかった」


    　ダヤンは脂あぶら汗あせをかいた顔を上げてオスカーを睨にらんだ。


    　オスカーはダヤンの視線を受けて続けた。


    「そんな僕の前に、彼女は現れた。兄の下女だった盲もう目もくの少女だ。僕は一目で興味を持ったよ。魂たましいに欠陥を持って生まれてきた人間だと分かったから、面おも白しろい研究材料になりそうだと思った。それがライラだった」


    　そこでオスカーはわずかの間を挟んだ。一瞬その表情が揺らいだような気がしたが、その変化はわずかで、どんな感情が生まれたのかは分からない。


    「僕が彼女に興味を持ったと知った兄が、ある日ライラを僕に与えてきた。好きなように使っていいと言って。兄は僕のためならなんでもしようとするんだ」


    「それはずいぶん……役に立つ兄だな」


    　ダヤンは痛みをやり過ごしながら口を挟んだ。オスカーは軽く首を振る。


    「役に立つと思ったことはないな。僕が機嫌の悪い母親に気を失うまで殴なぐられる時も、機嫌のいい父の寝室に呼ばれる時も、助けてくれたことはない。役立たずな兄だ」


    　そんな言葉を、彼はやはり淡たん々たんと吐はいた。


    　ダヤンは唖あ然ぜんとした。


    「あんた……どういう場所で育ってきたんだ」


    　しかしオスカーはそれに何も答えない。


    　しばし口を引き結び、ぽつりと発した言葉は全く関わりのないことだった。


    「アリアは鼻をくっつけてくる癖くせがあるだろう？」


    「……ああ」


    　何な故ぜアリアのことを聞いてくるのか分からないまま、ダヤンは短く答える。


    　昔から、アリアはダヤンにそうやって触ふれてきた。死んでからも、理性を失って獣けものと化している間はその行動をとることがあった。


    「あれはライラが教えたことだ。目の見えなかったライラが、他人を認識するための行動だった。僕は初めてそれをされた時、ライラの目を見えるようにしてやろうと思った。光を見て泣いている彼女を見て、この子が喜ぶことなら何でもしたいと思った」


    　聞きながら、ダヤンは今まで持っていたオスカーへの認識がガラガラと崩れていくような気がした。


    　感情のない魔術師ヴアルド──ダヤンは彼をそう思っていた。だが、違う。そうではない。その真逆だ。ダヤンはそのことに初めて気が付いた。この男は感情のみに従って動いているのだ。


    　それでも表面上は全く変わることなく、オスカーは続ける。


    「彼女は僕の研究対象でもあった。ライラは長く生きられない──それが僕の研究結果だった。二十歳まで生きられればいい方だ。その時初めて、僕は自分の胸が痛むのを感じたよ。その研究結果を告げた時、ライラは泣いたんだ。死にたくない……と。だから僕は、彼女の望みを叶かなえようと思った。ライラがこの家を出ようと言うから、僕は彼女を連れて遠い国の知らない村へ移り住んだ」


    「それが俺たちの村……」


    「ああそうだ。彼女の研究はあの村で進んだ。死に向かう彼女の命を現世にとどめることに成功し、五十年六十年と生きていけるまでに魂たましいの欠損を回復させた。目的は達たつ成せいされたはずだった。だが、厄やつ介かいなことが起きてしまった。ライラが身み籠ごもったんだ」


    　ダヤンは息を呑のむ。それはアリアのことだ。


    「自分で仕込んで厄介とか言ってんじゃねえよ」


    　ダヤンはその物言いに腹が立って言い返した。しかしオスカーは平然と返す。


    「だが、厄介であることは事実以外の何物でもない。堕だ胎たいしようと僕は言った。子供など産んでしまったら、彼女の身体からだにどれほど悪影響があるか分からない。けれどライラは聞き入れなかった。彼女は時々とても頑がん固こなんだ。彼女の命を吸い取って生まれてくる赤子……疎うとましいという感情を抱いたのは、それが生まれて初めてだったよ。身籠ったライラの身体は一気に弱った。生きられても後十五年ほど」


    　そこでオスカーは首をかしげた。


    「十五年も生きたら、それで十分だろうか？　だが、彼女は死にたくないと泣いていたんだ。彼女を生かしてやりたかった。そんな時、ガーガウルドが現れた」


    　同じだ──と、ダヤンは不ふ意いに思った。ダヤンがガーガウルドに出会った時と、実は同じだったのだ。強い願いを持つ者の前に悪魔は現れる。


    『生まれてくる赤ん坊を私好みに育ててから喰くわせてくれるなら、君の妻を救ってあげよう。他人の魂の所有権を奪える君にならできるだろう？』


    　唐とう突とつに、そんな声が割って入った。


    　腕うで組ぐみしてダヤンとオスカーのやり取りを見守っていた、ガーガウルドの声だった。


    『私はあの日、君にそう声をかけたね。君は私に差し出すために娘を産ませた』


    　悪魔はちらとダヤンを見やる。


    『この世で最も純粋な魂たましいが穢けがれきった瞬間を食べたい……それが私の望みだ。欲、怒り、破壊衝しよう動どう……何年もかけて、私は彼女の中に負の感情を育てた。人を嫌きらい、欺き、己おのれを嫌けん悪おし、それを隠そうと苦しむ。そんな風に育てた。その魂を使って、オスカーは妻を救おうとした。だが、それを知った妻は夫を拒絶したんだよ』


    　ダヤンは眉まゆをひそめた。


    「娘が死んだら自分も死ぬと彼女は言った」


    　オスカーが、一いち抹まつの虚無感を漂ただよわせて呟つぶやいた。


    「娘を愛しているんだそうだ。彼女が何を言っているのか、僕は理解できなかった。肉親を愛するなどと言う獣けものじみた下か等とうな行為には興味がなかったから。ただ、僕が彼女に選ばれなかったということは分かった。ライラは娘を選んだ」


    　その言葉は、ダヤンの記憶にもあった。酷ひどく衝撃を受けたのを覚えている。


    「生きたいと思わない相手を救うことはできないと、ガーガウルドは言った。だから僕は、ライラを治療することは諦あきらめた。治療できないなら、死んだ後生き返らせればいい。ガーガウルドと交かわした契約書ベルダングラーンはそこで書き換えることになった。莫ばく大だいな数の悪魔と、人間の魂が必要になってしまったんだ。僕は村を出て、何年もかけてライラを生き返らせる準備を整えた」


    　その結果がこの街だ。大量の悪魔と生いけ贄にえが、街の中に集められている。


    「そして二年前、僕は村へ戻った。彼女が死ぬ日は分かっていた。彼女を誰より研究したのは僕だから。生き返らせるにはライラの魂が必要だ。僕は彼女が死ぬ直前に、魂の所有権を奪うつもりだった。だが──それは叶かなわなかった」


    　オスカーは苦い思いを語るように数拍の間を空ける。しかし表情は変わらない。


    「ライラの魂は他の人間に奪われた。彼女の魂の所有権は、他の人間の手に渡ってしまったんだ。僕は他人の魂の所有権を奪えるが、殺人はそれより遥はるかに強く人の魂を縛しばる」


    　ダヤンは痛みのせいでまともに動かない頭でどうにか理解し、驚きよう愕がくした。オスカーの言葉は一つの事実を指していた。


    　アリアの母が病気で死んだわけではなく、何者かに殺害されたという事実を──


    「彼女は死んだ。死の間際に彼女が誰を想ったか、僕は知ることすらできなかった」


    　そこでオスカーは口をつぐみ、もう何も言おうとしなかった。


    　ややあって、ダヤンは蹲うずくまったまま聞いた。


    「なんでそれを、今いま更さら俺に話すんだ？」


    　話す必要などないはずだ。このままダヤンを殺してしまえば、彼の目的は達たつ成せいされるのだから。しかしオスカーは全て話した。何のために──？


    「お前は僕の弟子で、この世の何より魔ヴア術ールを大事に思っている魔術師ヴアルドだ。殺す前に、ただ知っておいてほしかった。それだけだ」


    　話を聞き終え、ダヤンはふっと笑った。


    「あんたの嫁があんたを捨てたのか分かるよ」


    　立ち上がることもできない身で、オスカーを嘲あざ笑わらう。


    　そこで初めてオスカーの表情が変化した。怒り──あるいは動揺か、顔が強こわ張ばっている。


    　オスカーがそんな風に表情を変えるのを、ダヤンは数えるほどしか見たことがない。


    「親になっても大人になれず、娘に嫉しつ妬としてる。そんなガキみたいな男が妻に捨てられるのは当たり前だ」


    「黙れ」


    「あの人はアリアを本当に可か愛わいがってた。自分の大事なものを一いつ緒しよに大事にしてくれない男となんか、暮らせるわけがない」


    「黙れと言っている」


    　オスカーの声に苛いら立だちが混じった。


    「あの人の心があんたから離れたのは、あんたの自じ業ごう自じ得とくなんだよ！」


    　ダヤンは声を張ってオスカーを挑ちよう発はつした。


    　オスカーは歯は噛がみし、腕うでを振り上げた。


    　彼の手のひらに描かれていた魔術法陣ヴアルグラーンが鮮やかに輝いた。


    　そこから光の長剣が現れる。鋭するどく凶きよう暴ぼうな切っ先が、ダヤンに向いた。


    　オスカーの腕が振り下ろされると、それを合図に長剣はダヤンへ襲い掛かった。


    　ダヤンは反射的にきつく目を閉じた。


    　しかし、その瞬間はいつまでたっても訪れなかった。


    　体感的には数分にも感じられたが、実際はほんの数秒だっただろう。ダヤンはそっと目を開けた。


    　オスカーの放った長剣は、ダヤンではなくオスカーの腹に突き刺さっていた。


    　勢いで、オスカーは壁に串刺しになっている。薄汚れたシャツが赤黒く血に染まってゆく。


    「……何をした？」


    　オスカーは茫ぼう然ぜんとした様子で剣の刺さった腹を見下ろした。


    『やっと隙すきを見せてくれたね、オスカー』


    　くすくすと笑いながら答えたのは、オスカーに加勢していたはずのガーガウルドだった。


    「遅いだろうが、ガーガウルド。危あやうく俺が死ぬところだった」


    　ダヤンはズタボロになった身体からだを引きずって、上体を起こす。


    『仕方がないだろう？　彼の防壁はあらゆる魔ヴア術ールを跳はね返す。それは悪魔の魔術とて、例外ではないのさ。君がオスカーの気を逸そらしてくれたから攻こう撃げきできたんだ。君だって、それを狙ねらって彼を挑発したんだろう？』


    　ガーガウルドは苦笑しながら肩かたをすくめる。


    「ここまでやられる羽目になったけどな」


    　ダヤンは己おのれの身体からだを見下ろして悪あく態たいをついた。


    　全身が痛んで、どこがどう傷ついているのかももう分からない。


    『オスカー！　なんてことだ！』


    『くそ！　あいつが死んだらもう魂たましいを喰くえなくなる！』


    　悪魔たちが契約者ベルダーの異変に気付いてざわめいた。しかし、アリアは悪魔たちを決して通そうとしない。


    　猛獣と化したアリアは全身に傷を作り、疑ぎ似じ体液を流していた。それでも、興奮状態で目を爛らん々らんとさせ、嬉き々きとして悪魔に襲い掛かる。


    　それを確かめ、ダヤンは肩の痛みに顔をしかめつつ磔はりつけになったオスカーを見やった。


    　オスカーは腹からも口からも血を流しながら、まるで痛みを感じていないように、ただ放心して己を見ていた。


    「ガーガウルド……お前とダヤンの契約は終了したはずだ。何な故ぜ裏切った」


    　しかしガーガウルドはにやにやと笑っている。


    『さてねえ……私は悪あく食じきだからねえ……』


    「師匠……ガーガウルドは俺と契約してる悪魔だ。今でもそうだ。契約が切れた後、俺はもう一度ガーガウルドと契約し直したんだよ」


    　ダヤンは痛みをこらえて説明した。


    　オスカーは初めてはっきりと驚いた顔を見せた。そういう顔を見せるのは珍しいなとダヤンは思った。


    「馬ば鹿かな……お前は一度目の契約で魂をすでに捧ささげた。二度目の契約をするために捧げるものなど、何もないはずだ」


    「あるよ、一つだけ。師匠だって持ってるはずだ。俺たち魔術師ヴアルドにとって、命より大事なもの……俺はそれをガーガウルドに捧げた」


    



    



    「それでも、俺ともう一度契約してくれ」


    　契約の終了を告げて去ろうとするガーガウルドに、ダヤンは言った。


    　オスカーのもとへ行こうとしていたガーガウルドは、怪け訝げんな顔で振り返った。


    　捧げるものは残っていないとダヤンは思った。しかし、一つだけ残っているはずだ。


    　ガーガウルドを満足させるに足るもの──


    「俺は魔術師だ。魔術師として生まれて、魔術師として死にたかった。魔ヴア術ールを研究している時が一番楽しい。人を喜ばせる魔ヴア術ールを作りたいってずっと思ってた。俺にとって、それが生きるってことで、他の何にも代えられない。それはアリアにだって譲れないくらい大事なことだ。だから……俺はお前に魔術を捧ささげる。魔術師ヴアルドとしての力を全てお前に渡す。だから俺と、もう一度契約してくれ」


    　しかしガーガウルドはつまらなそうに鼻を鳴らした。


    『魔術など捧げてどうなると？　人間の魔術など、私にとっては大した価値もないよ』


    「ああ、お前にとってはそうだろうな。だが、俺にとっては命より大事なものだ。それをお前に捧げると言ってるんだ」


    　ダヤンはきつく拳こぶしを握にぎった。想像するだけで恐怖心が湧わいた。


    　ガーガウルドは怪け訝げんな顔をし、ややあって閃ひらめいたようににやりと笑った。


    『ああ……なるほどね、そういうことか……。確かに、目的を達たつ成せいすることができないまま諦あきらめて、年老いて、死んでいく君の魂たましいはつまらないだろうねえ。今のままなら、私はそういう君を食べなくてはいけないということだ。だが、魔術を失ったら？　それと引き換えに彼女を生き返らせることができたら？　君の魂は愛する少女を取り戻した喜びと、命より大事な魔術という支柱を失った痛みという相反する感情に苛さいなまれ、極ごく上じようの餌えさになるだろう』


    「俺と契約しろ」


    　ダヤンは間かん髪はつを容いれず畳たたみかけた。


    『……ふふふ……面おも白しろい、いいだろう。では……明日の朝日が昇るまで。それまでの間、私は君と契約しよう。それまでに六百六十六体の悪魔を喰くらうことができれば、君の彼女は生き返る。そして夜が明けたら、君はもう魔術師ではなくなっているよ。願いが成就した時、残された寿じゆ命みようは三年程度というところか。その三年を、君は魔術なしに生きなければならない。それで本当にいいのかい？　今引き返せば、君はあと五十年でも生きることができる。それを捨ててまで、私と一夜の契約を望むのかい？』


    「ああ、契約してくれ」


    　わずかの間も空けることなく、ダヤンは応じた。


    　満足そうに、ガーガウルドは微ほほ笑えんだ。


    『ならば……新たな契約書ベルダングラーンに署名を』


    　少女に変じたガーガウルドの腕うでが、ひらりと宙ちゆうを躍った。夜の空間に、純じゆん白ぱくの紙が現れる。


    　流りゆう麗れいな文字が刻まれたその契約書を読み、ダヤンは躊躇ためらうことなく己おのれの名を記した。


    『君は本当に素す敵てきだよ、私の愛いとしい契約者ベルダー。さあ、私はどう動けばいい？　全て君の望む通りにしよう』


    　ガーガウルドは心から嬉うれしそうに笑っていた。


    



    



    「ガーガウルドは俺の悪魔だ。あんたの悪魔じゃない。ガーガウルドはアリアの魂たましいより、俺の魂を喰くうことを選んだんだ。だからあんたの望むようには動かない。あんたは俺を殺してアリアの魂を手に入れない限り、ガーガウルドを動かすことはできないんだよ」


    　ダヤンが殺されれば、ガーガウルドは諦あきらめてオスカーの言う通り動くだろう。他人に殺された人間の魂を、悪魔は喰えない。


    　ダヤンはずたずたに切り刻まれた身体からだを引きずって立ち上がった。激痛を無視してオスカーを見み据すえる。


    　オスカーは腹を貫つらぬかれながら平気な顔をしていた。彼がさっき話した通り、痛みを全く感じていない様子だ。しかし血はとめどなく流れ、確実にオスカーの命を奪ってゆく。


    　ダヤンはアリアを生き返らせるために、人の命を奪うことはしないと決めていた。しかし、この男を救う方法がこれなのだとダヤンは思っていた。


    「まだ死なないでくれよ。やってもらうことがある」


    　もはや決着はついていた。悪魔たちもそれを悟ったのだろう。彼らはもう、アリアを攻こう撃げきしようとはしなかった。


    　悪魔は食欲で動く。怒りや復ふく讐しゆう心などで人を襲ったりすることはない。彼らはただただ、食べるためだけに動く生き物なのだ。


    　攻撃行動をやめた悪魔たちに対し、アリアはいまだ興奮状態にあった。


    「アリア！　もういい、こっちに来い！」


    　ダヤンは両腕うでを広げてアリアを呼んだ。


    　アリアはダヤンの呼び声を聞き、ぱっと振り返る。ダヤンは腹に力を込めて踏ん張った。


    　巨大な猛獣が勢いよく跳ちよう躍やくし、ダヤンに向かって突進した。すさまじい勢いで体当たりされ、ダヤンは彼女を受け止めて床を滑すべる。全身の傷が激痛を訴え、悲鳴が零こぼれた。


    　それでもアリアを放すことなく、ダヤンはよろりと身体を起こす。アリアはダヤンの膝ひざの上に巨大な頭を乗せ、心ここ地ちよさそうに目を閉じていた。


    　ダヤンは彼女の背に手を当てて、


    「封ふう印いん発動・獣装甲ウオルフリユード解除」


    　アリアを人型に戻す。


    「アリア」


    　呼びかけるとアリアは起き上がった。近くに放り投げていた服を、急いで着込む。そしてダヤンの傍そばに戻ってくると、座り込んでその肩かたにしがみついた。そのまま決して振りむこうとしない。彼女は父親を見まいとしていた。


    「……見たくないなら寝ててもいいぞ」


    　魔力の供給回路を経たてば、アリアは意識を失う。


    　しかしアリアは首を振った。


    「ちゃんと受うけ容いれなくちゃ……。だって全部私が悪い。私が、生まれてきたのがいけなかったのよ」


    　ダヤンの腕うでの中で、アリアは振ふり絞しぼるように言った。


    「私が生まれなければ、お母さんは今も生きてた。お父さんはお母さんと一いつ緒しよにいられた。ダヤンは村で魔ヴア術ールの研究をしていられた。こんな風に血だらけになることだってなかった」


    　アリアの白い手が、ダヤンの傷に触ふれる。


    　痛すぎて、触れられている感触はなかった。


    「お前、いい加減に──」


    　ダヤンが顔をしかめて唸うなったその時、大広間の扉とびらが開かれて、中を覗のぞき込こんだ者がいた。


    　オスカーの兄でありアリアの伯お父じ、ハルバートだった。彼は恐怖に満ちた顔でガタガタと震ふるえながら、両手で古めかしい装飾のついた剣を握にぎりしめていた。


    　ハルバートは広間の最さい奥おうにオスカーの姿を見つけ、真まっ蒼さおになって飛び込んできた。


    「ああああああ!!　オスカー！　何ということだ!!」


    　腹から血を流している弟に、ハルバートは駆け寄ってくる。


    「うあああああ……誰が……誰が私の弟をこんな目に……」


    　スマートな外見とは似合わぬ取り乱し方で、ハルバートは叫んだ。


    　全身をぶるぶると振るわせ、ぎょろりとアリアを見る。


    　彼は持っていた剣を振りかぶり、アリアに向かって斬きりかかってきた。


    　その仕し草ぐさは全く不慣れで、酷ひどく危あやうく、それゆえにアリアは対処が遅れた。


    　戸と惑まどっているアリアを、ダヤンは慌あわてて引っ張った。とっさのことであまり考える余裕もなく、彼女を引き倒して身体からだの下に庇かばう。


    　その背後でハルバートの剣は振り下ろされた。


    　ドンと背中に衝撃を感じ、ダヤンは身を固くした。その衝撃が何によるものなのか、すぐには分からなかった。


    　斬られたのかと思い、じっと丸まって様子をうかがう。しかし、痛みは襲ってこなかった。


    　はっと顔を上げると、ダヤンの背に少女が倒れこんでいた。アリアの魂たましいを封じられていた少女──魂を失い、動くはずのなくなったルピナスが、ダヤンを庇って肩かたから胸を斬られていた。


    　ルピナスははずるずると座り込んだ。


    　ダヤンはすぐさま身体を起こし、二撃目を狙ねらっているハルバートの腹を思い切り蹴け飛とばした。


    　彼はギャッと悲鳴を上げて転がる。


    　派手な音を立てて剣は床に落ちた。


    　ダヤンは荒い息をつき、ルピナスの傍そばにしゃがみ込んだ。


    「大丈夫か？　しっかりしろ」


    　聞きながら、これはいったい誰なのだとダヤンは訝いぶかる。


    　ルピナスは顔を上げ、そっとダヤンの頬ほおに触れた。そして、ダヤンに庇かばわれたアリアの、傷だらけになった顔を撫なでる。


    「二人とも、大丈夫？」


    　苦痛に表情を歪ゆがめながら、彼女は聞いた。ダヤンは小さく顎あごを引きながらも、魂たましいを失ってまだ動いているルピナスを疑わしげに見やる。


    　アリアも起き上がり、怪け訝げんな顔で自分を庇ったルピナスを見ている。


    　ルピナスの傷は深く、彼女は苦しげに呼吸していた。それでも彼女は嬉うれしそうに微ほほ笑えむと、アリアに顔を近づけて、額ひたいをこつんとくっつけた。


    「ああ……よかった。アリアが無事で」


    　言われた途と端たん、アリアは弾はじかれたように飛びのいた。ルピナスを凝ぎよう視しし、怯おびえたように自分の口を両手で押さえた。


    「……お母さん」


    　抑おさえ込んだ唇くちびるの端から、小さく声が漏もれた。


    　ダヤンはぎょっとして、ルピナスとアリアを交互に見る。


    　アリアはぶるぶると身体からだを震ふるわせて。突然頭を抱え込んだ。


    「ごめんなさい！　ごめんなさい！　ごめんなさい！」


    「アリア！　どうした！」


    　ダヤンは驚いて、傍かたわらに蹲うずくまるアリアの肩かたを揺すった。


    　アリアはひび割れたような表情で顔を上げ、震えながらダヤンを見上げた。


    「私が……殺したの。お母さん……私が殺したの!!」


    　アリアが生きていたら、きっと泣いていたのだろう。しかし彼女の瞳ひとみは乾いたまま、恐怖だけを映していた。


    「あ、あの日、お母さんは朝からずっと苦しがってて……殺して……殺して……って、ずっと叫んでて……お父さん、戻ってきたけど……もう助からないって言うから……何にもしてくれないから……わ、私、だから……お母さんの首を絞めた……」


    　突然の告白に、ダヤンは愕がく然ぜんとする。


    　アリアがライラを殺した。その可能性を、ダヤンはこの二年間全く疑ってこなかった。


    　これがアリアの隠しておきたかったことなのだ。絶対に知られたくないと言ったその事実を、アリアは何かが破裂したように叫んでいる。


    「いいのよ」


    　ルピナスは穏やかなのに強い声で、アリアの言葉を遮さえぎった。


    「ごめんね、アリア。あの時……苦しくて苦しくて、耐たえられなかったの。だから助けてほしかった。アリアに甘えてしまった。アリアは、お母さんを助けてくれたのよ。ごめんね、苦しい思いをさせたね」


    　諭さとすように言いながら、ルピナスは唇くちびるを噛かんだ。


    　ダヤンは呆あつ気けに取られて彼女を見ていた。


    「本当に……おばさん？」


    　ダヤンは信じられないと言うように聞いた。


    「ダヤン君……ごめんね」


    　ルピナスは──いや、ライラはダヤンにも謝罪の言葉を口にした。


    「あなたを死なせたくなかった。アリアのために……。だから、あなたを遠ざけようとしたわ。わたしはあなたが悪魔と契約する場面を覚えていたから……」


    　ダヤンは完全に混乱していたが、幾いく度どか感じた違い和わ感かんに思い当たった。アリアがアリアではないと感じた。もしかしたら、ルピナスの魂たましいがこの身体からだに残っているのかと考えていたが、そうではなかったのだ。


    「ああ……そうか……そういうことか……」


    　ダヤンは大きく目を見開いた。


    「アリアがおばさんを殺したなら、おばさんの魂の所有者はアリアだ。だから、ずっとアリアと一いつ緒しよにいたんだな？」


    　本当なら、殺人者の死をもって魂は解放されるはずだった。しかし、ダヤンはアリアを屍人形アイズオルガンとしてよみがえらせてしまった。ライラの魂もまた、この世に留まってしまったのだ。


    　奪われたアリアの魂の半分──彼女の記憶と共にライラはあったのだ。


    「お、お母さん……私を怒ってる？　憎んでる？」


    　アリアは蹲うずくまった格かつ好こうで、恐おそる恐おそる顔を上げた。


    「私のせいで、お父さんもお母さんもダヤンも、みんな不幸になっちゃった。私が生まれてきたせいで……！　私なんか、生まれてこなければよかった……！」


    「お前な、いい加減にしろよ」


    　ダヤンはたまらず言っていた。腹の底から怒りが湧わいてくる。


    　険けんのある声に、アリアは泣きそうな顔で振り向いた。


    「お前がいなかったら、俺はずっと一人だ。誰が傍そばにいてくれるんだ？　誰が手を繋つないでくれるんだ？　俺にはお前が必要だった。殺してでも他の奴やつに渡したくないくらい、必要だったんだよ。だから生まれてこなければよかったなんて言うな！」


    　怒声を浴びた途と端たん、泣きそうだったアリアの顔が、もっと泣きそうになる。


    「ダヤンは……ほんと馬ば鹿か」


    「誰が馬鹿だ」


    「でも好き……」


    　そう続けられて、ダヤンは思わず言葉を返しそびれた。


    「ダヤンのことが好き……ずっと一緒にいたい……だからっ……死にたくない……。私、生まれてこなければよかったけど、本気でそう思ってるけど、だけど、だけど……まだ、この世界から消えたくない……！」


    　アリアは全身を震ふるわせて訴えた。


    　どうして自分は屍人形アイズオルガンのアリアに涙を与えてやらなかったのだろうと、ダヤンはそのことを後悔した。


    「アリア、大丈夫よ。ここにいれば生き返れるって言ったでしょう？」


    　ライラがそう言って立ち上がった。


    　彼女は血まみれで壁際に座り込んでいるオスカーの傍そばへよろめきながら歩いて行くと、無言で彼を見下ろした。


    「……隠れることをやめたのか。あなたは僕が何度呼びかけても、この二年間無視し続けたのに。娘に会えて、そんなに嬉うれしかったのか」


    　冷ややかに言うオスカーに、ライラはそっと手を伸ばし──彼の肩かたをぽかりと叩たたいた。


    「……馬ば鹿か！」


    　と、ライラは言った。


    　ぼろぼろと涙を零こぼし、鼻水をすすりながら、ライラは何度も何度も夫を叩いた。


    「馬鹿！　馬鹿！　馬鹿！　あなたみたいな馬鹿を残して死んだわたしが馬鹿だった！」


    　ライラは頽くずおれ、顔を覆おおって号泣した。


    　オスカーはそんな妻から顔を背そむけた。


    「あなたは何かあるとすぐに泣く。とても卑ひ怯きようだ」


    「馬鹿……いつだってあなたが泣かせているんじゃないの」


    「だが卑怯だ」


    「そうよ、わたし……卑怯だった。間違えてしまったわ。死にたくないなんて、言うべきじゃなかった。わたしの願ったことをあなたが全部叶かなえてくれるって、知ってたはずなのに……願ってはいけないことを願った。わたしはあなたに、一いつ緒しよに死んでと言うべきだったのよ」


    「それでいいならそうしたよ」


    「馬鹿……」


    　ライラは顔を覆って泣き続け、ややあって決然と顔を上げた。


    「お願い、オスカー。アリアを生き返らせて。わたしに使おうとしていた魔ヴア術ールを、あの子に使って」


    　涙に濡れた顔で訴える。


    「待ってくれよおばさん！」


    　ダヤンは思わず声を張った。ライラとオスカーは同時にダヤンを見る。


    「師匠の魔術でアリアを生き返らせるってことは、大勢の人が魂たましいを喰くわれるってことだ。そんなのダメに決まってるだろ！」


    「だって……アリアをこのまま死なせたくない」


    　ライラは苦く渋じゆうの表情で訴えた。


    「それでもダメだ。人を犠ぎ牲せいにするのはダメだ。魔ヴア術ールは人を幸せにするためにあるはずだ。何より、アリアが生き返った時、自分を今より嫌きらいになる」


    　ダヤンが厳しく言うと、ライラは唇くちびるを噛かんだ。


    「そもそも、この身体からだではもう、僕は魔術を使えない」


    　オスカーが無感情に告げた


    　ダヤンは命が潰ついえようとしているオスカーを見つめ、背後に集つどっている悪魔たちを見やり、立ち上がった。


    「師匠、頼みがある。あの悪魔たちを、喰くわせてほしい。俺がアリアを生き返らせる」


    　オスカーは数秒黙っていた。その数秒をあまりに長く感じ、ダヤンは喉のどがからからに乾いた。


    　辺りに静寂が行き渡った頃、オスカーはゆっくりと唇を開いた。


    「……お前は僕ができなかったことをやった。僕は彼女を殺せなかったが、お前は躊躇いなくそれをやってのけた。僕を止める者がいるとすれば、お前だと思っていた。だから……好きにするといい」


    「待ってよ！」


    　叫んだのはアリアだった。


    　アリアはよろめきながら立ち上がり、険けわしい顔でダヤンを睨にらむ。


    「そんなの嫌いやよ。私を生き返らせたら、ダヤンはすぐに死んでしまうんでしょう？　そんなの嫌。ダヤンを死なせるなんてできない。一いつ緒しよにいられなくなるわよ」


    　ダヤンは彼女を見返して言った。


    「三年は一緒にいられる」


    「そんなの短すぎるわ。本当なら、ダヤンは何十年でも生きられるのに！」


    「何千年も生きる悪魔に比べたら、三年も数十年も同じようなものだろ。その間にやれるだけのことを全部やり尽くそう」


    「そんな短期間じゃ、魔術を極めるなんてできないわよ」


    　アリアはそこがダヤンの弱点だというように言い募つのる。


    「そんなものはな、元々百年生きたって極められるものじゃないんだよ」


    「でも、だって……」


    　アリアは必死にダヤンを引き留める言葉を探している。


    「ダヤンが死ぬのは嫌なのよ」


    　言われてダヤンは少しばかり呆あきれた。


    「お前、俺と一緒に死にたいんじゃなかったのかよ」


    「それは……そうだけど……」


    「俺は、お前と一緒に死ぬよりずっと、お前と一緒に生きたいよ。それが三年でも、一年でも」


    　ダヤンはオスカーではない。妻の望むことを全て叶かなえようとした彼とは違う。


    　ダヤンは、自分の望みを叶えたいのだ。


    　究極の強ごう欲よく、究極の傲ごう慢まん、それが自分を動かすものだとダヤンは知っている。


    「先に死んだお前が悪い。おとなしく生き返って、俺と一緒に生きてくれ」


    　アリアは泣きそうな顔で何かを言おうとし、しかし言葉にできず固まっている。


    　その様子を見ていたオスカーが、待機していた悪魔たちに向かって言った。


    「お前たち……最後の命令だ。この屋や敷しきから決して出るな」


    　悪魔たちは驚き、不ふ穏おんなざわめきが起こる。しかしそれよりダヤンの方が驚いていた。


    　オスカーは全員の驚きを受け流して淡たん々たんと告げた。


    「ダヤン、奴やつらを喰くいたいなら好きにしろ」


    「……ありがとうございます、師匠」


    「ダヤン君……」


    　悪魔たちとダヤンを見比べて、ライラが心配そうな声を出した。


    「おばさん、俺……おばさんの焼いたシュトーレン、好きだったよ」


    　そう言って、ダヤンは二人に背を向けた。


    「ガーガウルド」


    『何だい？　私の愛する一晩だけの契約者ベルダー』


    「魔術法陣ヴアルグラーンを開け。奴らを全部喰う」


    　ダヤンは悪魔たちをぐるりと見やった。そう強い悪魔はいないが、いかんせん数が多い。


    『いいよ。それじゃあ存分に、悪魔を狩ってくるといい。悪魔喰いのダヤン』


    　ガーガウルドはうっとりと微ほほ笑えみ、軽く腕うでを振った。


    　背中に刻まれた魔術法陣がかっと熱を持ち、何かが破裂するような感覚があった。


    「師匠と戦うために描いたヤツだったんだけどな」


    　呟つぶやき、ダヤンは腰こしに吊った鞄かばんから出し紙片に魔力を注そそぐ。


    　マユラジャンの九九三二式魔術法陣──発動。


    　魔術法陣は眩まばゆい光を発し、その途と端たん、世界が凍こおった。


    　壁も床も空気も……全てが白く凍いてついた世界の中、悪魔たちも白く凍こおり付ついて雪像のようになっていた。


    「寒いな……」


    　凍った空気にダヤンは悪あく態たいをつく。


    「よし、喰うか」


    　宣言し、ダヤンは端から順に悪魔を喰い始めた。


    



    



    「ダヤン君がアリアを生き返らせたら……彼は数年で死んでしまうのよね？」


    　ダヤンが悪魔を喰くらう姿を見守り、ライラは夫に尋たずねた。


    「ああ、おそらくそうだろうな」


    　ライラの思いつめた表情に対し、オスカーはどこまでも無感情だった。


    「アリアにとって、ダヤン君は一いつ緒しよに生きる相手なのに」


    「一緒に生きる相手……か。僕にあなたがいたように？」


    　聞き返されて、ライラは目を見張り、目元をぬぐった。


    「ええ、わたしにあなたがいたように」


    　すんと洟はなをすすり、視線を落とす。


    「ねえ、オスカー……アリアをほんの少しも愛せなかった？　ただの一度も？」


    　その問いかけに、オスカーはしばらく答えなかった。


    　かなりの沈黙を置き、抑よく揚ようのない声で話し出す。


    「……あの子はあなたによく似ていて、それをとても可か愛わいく思ったことがあった。血が繋つながっているのだなと思って……。そして、そう思った自分を気持ちが悪いと感じた」


    　その答えにライラは瞠どう目もくし、悲しそうに目元を緩めた。


    「うん……分かった。一瞬でもそう思ってくれたならいいの。お父さんはあなたを愛してたのよって、アリアに言えるから」


    　ライラはオスカーの手を握にぎった。その手は冷たく、もう熱を生み出す力がないのだと分かる。


    　一方ルピナスの肉体も、もう限界を迎えようとしていた。


    「アリアは強い子だから、きっとあなたを許してくれる。だけど、一人で生きなくちゃいけないなんて……」


    「……僕にはどうにもできないことだ。できるとしたら──」


    『私に望むかい？　オスカー』


    　悪魔の声が二人の間に割って入った。


    　オスカーとライラは顔を上げる。


    　ガーガウルドがにたりと笑って二人を見下ろしていた。


    



    



    　全ての悪魔を喰くらい終わった時、ダヤンは痛みや吐はき気が全身を襲って動けなくなっていた。


    「ダヤン、大丈夫？」


    　アリアが心配そうにひざまずき、床に突っ伏すダヤンの背を撫なでた。


    「こんなの何でもない」


    　ダヤンは強がって身体からだを起こし、口角を上げる。


    　アリアは泣きそうな顔でダヤンの身体からだを抱だきしめた。


    「馬ば鹿か、嘘うそ吐つき」


    「馬鹿って言うな」


    　苦笑いしつつ顔を上げる。そこには燕えん尾び服ふくの男が立っていた。


    「……これで六百六十六体の悪魔を全て身体に封じたぞ。契約は果たされた。そうだろ？　ガーガウルド」


    『ああ、まさか本当に叶かなえてしまうとは思わなかったよ。夜明けまであと少しだ』


    　ガーガウルドは本当に驚いた顔をしていた。


    「間に合ってよかった。アリアを生き返らせてくれ」


    「ダヤン……本気なの？」


    　アリアがダヤンに抱きついたまま怯えたように聞いた。


    「ああ。頼むから、俺を一人にしないでくれ」


    　ダヤンの答えにアリアは目を閉じ、覚悟を決めるように腕の力を込めた。


    「分かった。ダヤンを一人にはしないわ」


    　ダヤンは顔を上げてガーガウルドを見た。


    「ガーガウルド、やってくれ」


    『分かった。では、君の願いを叶えよう』


    　ガーガウルドは腕うでを上げ、指揮をするように両腕を振った。


    　目の前に巨大な光の図形が描かれてゆくのを、ダヤンは顔を上げてぼんやりと見た。


    　ものの数分である。大広間に、えもいわれぬ美しい図形が浮かび上がっていた。


    「綺き麗れいだ……」


    　ダヤンは痛みも忘れて呟つぶやいていた。
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    『さあ、君の中に蓄えた悪魔の力を使わせてもらうよ』


    　ガーガウルドは手を伸ばし、ダヤンの頭に触ふれた。背中が弾はじけ、熱く痛む。


    　そこから何かがすさまじい勢いで吸われてゆくのを感じ、ダヤンは再び突っ伏した。


    　顔を起こすこともできなかった。


    　ガーガウルドの手が離れた時、自分の中が空っぽになっているような感覚がして、妙な身体からだの軽さを感じる。ダヤンは身体を起こし、アリアを見上げぎくりとした。


    　アリアは口からも鼻からも耳からも皮ひ膚ふからも、体中の穴という穴から赤い疑ぎ似じ体液を垂れ流していた。


    　彼女はぐらりと身体を傾かしがせ、その場に倒れる。


    「アリア……！」


    　ダヤンは彼女に這はい寄って、その身体に触ふれ──火傷やけどしたように飛びのいた。


    　アリアの身体は燃えるように熱かった。ダヤンはもう一度手を伸ばし、ブラウスのボタンを一つ外して背中を見る。


    　ダヤンが刻んだ魔術法陣ヴアルグラーンが消えていた。


    『彼女は確かに生き返ったが、しばらく目を覚ますことはないだろう。さあ、連れて行くといい。ここはもう、人がいていい場所ではなくなる』


    　ガーガウルドはひらりと手を振る。


    　どういう意味かと訝いぶかり、辺りを見て、ダヤンは喉のどの奥で呻うめいた。


    　大広間の端でけたたましい笑い声をあげながら、ハルバートが火をつけていた。


    　黒い煙がもうもうと上がり、広間を埋め尽くそうとしている。


    『ほら、逃げたまえ』


    　ガーガウルドは追い払うような仕し草ぐさをした。ダヤンは立ちあがり、アリアを背に担いだ。


    　しかしそのまま逃げるわけにはいかなかった、山と積まれた異端審問官クライスビシヨフたちが死んでしまう。


    　助けようと駆け付けたが、それより早く行動していたのはクロノアだった。


    　彼女は傷だらけの身体で異端審問官たちを起こし、意識を取り戻した彼らを外へ逃がそうとしている。


    　ほっとしたダヤンにガーガウルドは言った。


    『彼らは大丈夫だろう。さあ、お逃げ』


    「師匠とおばさんは？」


    　素す早ばやくそちらを見ると、彼らは折り重なって目を閉じている。


    『彼らはもう、この世の住人ではないよ。連れていくことは諦あきらめなさい』


    　予想していたことだが、それでもはっきり言われてダヤンは慄おののいた。近しい人の死に。それがもたらす虚無感に。


    　胸の痛みを振り払い、ダヤンは彼らに背を向ける。そのままアリアを背せ負おって走り出した。


    



    　炎はたちまち屋や敷しきを包んだ。


    　ダヤンは途中で出会った老ろう婆ばのことを思い出し、彼女を屋や敷しきの外へと逃がした。


    　泣きながら屋敷に戻ろうとする老婆を、集まってきた近所の人々が引き止める。


    　異端審問官クライスビシヨフたちも無事に脱出できた様子だ。


    　仲間たちを脱出させたクロノアがダヤンに気づいてこちらを向いた。


    　立ち去ろうとしているダヤンを咎める様子はない。ただ黙って見ている。


    「手紙を！　子供たちに手紙を書かせる。あんたに当てた手紙を」


    　ダヤンは思わず声を張っていた。子供たちには関わらないと約束したが、彼女に対して何か一つでも子供たちが生きている証拠を見せておきたかった。


    「信じます」


    　自分を騙だましたダヤンに、それでもクロノアは信じると答えた。


    　ダヤンは一つ頭を下げ、アリアをおぶって彼らから離れた。


    　誰もいない路地裏まで来るとアリアを背負い直す。


    　その足元に、見知った黒猫がちょこんと座る。


    『さよならだ、ダヤン・マクレガー』


    　ガーガウルドは最後にそう言った。この悪魔からそんな呼ばれ方をするのは初めてだった。


    「またな、だろ？　俺が死んだら、ちゃんと魂たましいを喰くいに来い。三年後のことだ」


    『ああ、分かっているよ』


    「ありがとうな、ガーガウルド」


    　ダヤンは猫に向かって心からの礼を言った。


    『君は本当におかしな人間だ。人の命を奪い、傷つけ、喰らう。こんな悪魔に感謝するなんて……君は紛まぎれもない怪物だよ』


    「そうか、ありがとう」


    　もう一度礼を言う。


    『ふふ……それじゃあまたね』


    　そう告げて、黒猫はひらりと塀に飛び乗った。軽やかに駆け、たちまち姿は見えなくなる。


    　最後まで見送り、ダヤンはアリアを背負って歩き出した。


    　空が白み、夜が明けようとしていた。

  


  
    



    　　　終章


    



    　森の奥にある小さな小屋から、一人の男が姿を現した。


    　初夏の陽気に背伸びし、小屋の隣に作った畑へ向かう。


    　ダヤン・マクレガー、職業・農夫。


    　ひとしきり畑仕事をし、ダヤンは小屋の端に座り込んで昼食のパンを食べ始めた。


    　買ってから数日たっているのでカチカチになっている。それをもそもそと食べながら、ダヤンは目の前に本と紙を広げた。


    　ペンを持ち、本を睨にらみ、紙に図形を描こうとする。しかし、ダヤンのペンが描く線は汚く、美しさのかけらもない。


    　ぶはっと息を吐はいて、ダヤンは小屋の壁に背を預けた。


    　あれから三年が経たっていた。


    　あの日、夜が明けると、ダヤンは魔ヴア術ールの知識を全て失っていた。


    　ガーガウルドに全て渡してしまったからだ。


    　だからダヤンは、もう一度一から魔術を習得しようと試みた。


    　しかし、魔術を失ってしまったダヤンは、魔力を操ることが全くできなくなっていた。


    　今のところ、ただの一度も魔術を発動できていない。


    　やれやれとため息をつき、ダヤンは小屋の中に戻った。


    「アリア、午後から雨が降りそうだぞ」


    　ダヤンは農具を片付けながら小屋の奥に声をかける。


    　そこには小さなベッドがあり、アリアが横たわっていた。


    　あれから三年──アリアはまだ目を覚ましていない。


    　しばらく目を覚ますことはないだろうとガーガウルドは言った。


    　しばらく……しばらくというのは、悪魔の感覚でどれくらいを指すのか、ダヤンには分からない。


    「明日はグミの実でも採りに行くかな。お前は好きだったよな」


    　粗そ末まつな木の椅い子すに腰こしかけ、ダヤンはなおも話しかける。しかし、返ってくる答えはない。


    　ダヤンは椅子を引きずってベッドの傍そばへ座った。手を伸ばし、アリアの頬ほおに触ふれる。


    　温かな感触に、ダヤンは目を閉じる。


    　ちゃんと生きているのだと感じる。


    　ダヤンは世界の理ことわりに背そむいて願いを叶かなえた。死者を生き返らせた。数年待つくらい、どうということはない。しかし、このままでは……ダヤンの寿じゆ命みようが先に来てしまう。


    「早く目を覚ませよ」


    　言いながら、ダヤンはアリアの頬ほおを撫なでた。


    



    



    　暗くら闇やみの中、アリアは膝ひざを抱えてまどろんでいた。


    　早く起きなくてはと思うのに、怯ひるむ心がアリアを何年もの間この空間へ引き留めていた。


    『いつまでそうしているつもりだい？』


    　聞いたことのある声に引かれ、アリアは顔を上げた。


    　五歳くらいの少女が暗闇の中でアリアを見ている。


    　それがかつて自分に取り憑いていた悪魔だと、アリアにはすぐに分かった。


    『君が目覚めてくれなければ、私は契約を果たしたと言えない』


    「……ダヤンを死なせたくないの。私が目を覚ましてしまったら、もっと寿じゆ命みようが短くなってしまうのじゃないかと思って……」


    　それが恐おそろしくて、アリアは目を覚ますことができない。


    　ガーガウルドはふっと笑った。


    『その心配はない。彼の寿命は減っていない』


    「え!?　何な故ぜ？　あなたがダヤンを守ってくれたの？」


    『まさか』


    　悪魔はくつくつと可お笑かしそうに笑っている。


    『君を生き返らせる魔ヴア術ールを使えば、彼の肉体は限界を迎えて寿命は一気に減るはずだった。だが、己おのれの魂たましいと引き換えに、その痛みを引き受けた人間がいる』


    　アリアは茫ぼう然ぜんとする。そんなことを考える人間がいるなんて信じられなかった。


    「誰がそんなことを？」


    『さあ……誰だろうね』


    　ガーガウルドは意味深に笑った。


    　それをしたのはもしかして……？　アリアは思ったが、この悪魔に問いただしても答えは返ってこない気がした。


    『ともかく、ダヤン・マクレガーにはまだまだ寿命が残っている。だから早く、起きるといい』


    「本当に、ダヤンはまだ死なないのね？」


    『ああ、だから早く起きなさい』


    「……わかった、起きるわ。ただ、その前に一つお願いを聞いてもらえないかしら」


    『何だい？』


    「私が目を覚ましたら、お父さんが死んで戻ってきた私の魂の半分を対価に、私と契約をしてほしいの」


    　残る半分はいまだダヤンに所有されている。それを契約に使うことはできない。


    　ガーガウルドは驚いた顔をした。


    『死者が生き返って、それ以上何を望むと？』


    「私が死んだあと、私の魂たましいの半分を食べに来てほしいの」


    　ガーガウルドは剣けん呑のんな顔になった。


    『君は自分が、何を言っているか分かっているのかい？　彼は君を悪魔に喰くわせないために君を殺した。それを無にするというのかい？』


    「ダヤンには言わないで。あなたに魂を喰われたら、ダヤンが一人になってしまうわ。一人にしないって約束したの。死んだ後も彼と同じ場所へ行く。悪魔の腹の中だとしてもかまわない。そこにダヤンがいるのなら」


    『君は……呆あきれた人だ』


    　ガーガウルドは驚きの表情を浮かべ、にやりと笑った。


    『いいだろう、目覚めたら契約書ベルダングラーンに署名を』


    



    



    　翌日も、ダヤンはいつも通り目を覚ました。


    　畑仕事を終え、地面に座り込む。そこに転がっていた石を掴つかみ、地面にがりがりと図形を描き始める。


    　何時間そうしていただろう、やはり何の魔ヴア術ールも使うことはできない。


    　それでもしつこく描いていると、


    「ねえ、何を描いているの？」


    　突とつ如じよそんな声が耳に飛び込んできた。


    　ダヤンはびくりとして顔を上げる。


    　すぐ横に、アリアがしゃがみ込んでいた。両手で膝ひざに頬ほお杖づえをつき、ダヤンの顔を覗のぞいている。


    「さっきからずっと見てたのに、ダヤンってば全然気づかないんだから」


    　少し怒った顔を作ってそんなことを言う。


    「ねえ、何の魔術を描こうとしてるの？」


    「……ジャガイモを早く育てる魔術」


    　頭は回っていなかったが、口が勝手に答えていた。


    「ダヤンが一番好きだった魔術ね」


    　アリアは悲しそうな顔になる。はっきりと変化する表情を見た途と端たん、ダヤンは思わず目を覆おおった。


    「お前……寝すぎなんだよ」


    　喉のどの奥から熱い塊かたまりがせりあがってきて、気づけば嗚お咽えつを漏もらしていた。


    　彼女が死んでから、泣いたのはこれが初めてだった。


    　アリアは泣いているダヤンのつむじをぐりぐりと指でなぞる。


    「待ってたんだからさっさと起きろ」


    「ごめんね、泣かないで」


    「見んな」


    　ダヤンはしゃがんだまま顔を深く伏せた。


    　しかしアリアはぐっとダヤンの顔を持ち上げる。


    　屍人形アイズオルガンでなくなった彼女の腕うでは非力で、ダヤンの顔を上げるのにずいぶん力を入れなければならない様子だった。
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    　間近で顔を合わせ、アリアは真ま顔がおで言った。


    「私ね、死ぬときに、本当は一いつ緒しよに死んでって言いたかったの」


    　唐とう突とつな告白にダヤンは面食らう。


    「でも、そうじゃなかった。私だって、ダヤンと一緒に生きたいんだわ」


    「ああ、生きてやるよ。俺が死ぬまでずっと」


    「うん、そうね、一緒に生きましょう」


    　アリアはそう言って、ダヤンの手を握にぎった。


    　その時上空で一羽のカラスが羽ばたき、黒い目で二人を見つめていた。

  


  
    　　　あとがき


    



    　こんにちは、宮みや野の美み嘉かと申します。


    「忘却のアイズオルガン」最終巻、お手に取ってくださりありがとうございます。


    　読んでいただき感謝感謝の大感謝！


    　最初に思い描いたラストを、無事描くことができてよかった。


    　最終巻は師匠との決戦ですが、師匠を書くのはなかなか楽しゅうございました。師匠の過去を書きすぎてボツるといういつもの悲劇ですよ。


    　主人公二人はもちろん大好きなんですが、それよりもおじさんが好きなので、テンションが上がってしまうという……。


    　少年マンガなどを読んでも、主人公より主人公の父親にぐっときてしまうんですよね。


    　とりあえず、主人公たちを幸せにしてやらねばという使命感は忘れなかったのでセーフ。


    　ついでに、アリアの鼻ツンの裏エピソードもちゃんと書けたのでセーフ。


    　余談ですが、「ハルバート・ハルバート」の名前は、「ロリータ」の「ハンバート・ハンバート」から付けました。ロリコンじゃないけど、似合うかなーと思って。「ダヤン・マクレガー」は、「わちふぃーるど」と「ピーターラビット」から付けました。メルヘーン！


    　主人公ダヤン君は魔術ヴアールでジャガイモを育てるのが夢だった人ですが（読者様が覚えているかは謎なぞ）、ダヤン君にならって作者も現在ジャガイモ栽培中。


    　他にも、ベランダで色んな野菜や花を育てているんです。


    　ベランダにウッドパネルを敷いて、その隙すき間まに人工芝を配置し、室外機はペイントしたすのこで隠して、なかなかオシャレなベランダに仕上がってますよー。


    　すごく楽しいんですが、最近悩みが尽きません。それはひとえに、大量発生したアブラムシが原因なのですよ！　おのれええええ!!


    　薬を片手に日々アブラムシと戦う日々を送っております。私が魔術師ヴアルドだったら、アブラムシを撲滅する魔術を研究したに違いありません。


    　アブラムシも必死で生きていることでしょう。でも私は、私の植物たちの方がもっともっと大事なのです。こうやって人は武器（スプレーボトル）を手に取るのだなあ……。


    　罪悪感を胸に、今日も宮野は戦います。


    　最後にお礼を申し上げます。


    　旦だん那な様、家族のみんな、担当様、イラストの薫かおる石いし先生、編集部はじめこの作品に関わってくださった全ての皆様、そしてこの本を読んでくださった読者の皆様、本当にありがとうございます。不ふ肖しようの我が子ですが、どうか最後まで可か愛わいがってやってくださいませ。


    
      宮野美嘉
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